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第4章　貝塚中心部の調査

第４章　貝塚中心部の調査（轟貝塚第 12・13 次調査）

第１節　調査の概要

（１）目的

　第３章で示したとおり，轟貝塚の貝層形成に伴う居住域（集落跡）は，当初想定された貝塚北西側の微高

地上ではその痕跡がみられず，それらは後の時期に形成された貝層の下に埋没している可能性が高いと考え

られた。

　一方，貝塚中心部については第２章で示したとおり，過去に複数の発掘調査が行われている。しかし，そ

れらは近代考古学黎明期における古い発掘調査を含み，調査の目的が主に古人骨資料の収集にあったとみら

れること等により，堆積状況や遺構・遺物の詳細な情報，特に貝層以下の状況については検討に堪える資料

が不足している。また，堆積状況（層序）について比較的詳しい情報が記録されている第５次調査と第６次

調査の間でも，ごく近接する５次調査Ⅰｔと６次調査Ｄトレンチとの間で記録された層序に違いがみられる

ことが，層序の理解を困難にしている。

　このような状況を踏まえ，貝塚中心部における基本層序の再構築と各層の時期推定，及び貝層以下を中心

に生活痕跡（遺構）の有無を検討することを目的に，貝塚中心部の発掘調査を実施することとした。

（２）方法

　調査にあたっては，新たに掘削することによる遺跡の破壊を最小限に抑えるため，また過去の調査で記録

された土層を直接再確認するため，まずは過去の調査区の再発掘調査により土層断面の検出を行うこととし

た。その上で，必要に応じて調査区の掘り下げ・拡張や一部について新規掘削することにより，遺構の検出

や層ごとの遺物の収集に努めた。なお，新規掘削部分を中心に，土中に含まれる微細遺物の採取にも留意した。

本来ならば全ての掘削廃土を持ち帰り，屋内でウォーターフローテーション等により遺物の抽出に努めるべ

きだが，そこにかかる膨大な作業量に堪えられないとの見通しから，現場で可能な限りふるいがけすること

でこれに代えた。ふるいは７㎜・４㎜・２㎜，一部１㎜メッシュのものを用い，乾燥状態で７㎜・４㎜のふ

るいにかけた後，２㎜・１㎜メッシュ上で土を水で溶きながら遺物のピックアップを行った。第５章で報告

する魚骨や微小貝類等の自然遺物は，定量的な土壌サンプルから抽出したものの他は多くがこの作業により

得られたものである。

　再発掘調査の対象としたのは，堆積状況に関して最も多くの情報が残されている第６次調査及び第５次調

査の一部，そして多くの人骨と遺物の出土が知られる一方で，堆積状況に関して情報の少ない第２次調査の

一部である。これらの調査区を検出するため第１トレンチから第７トレンチ（１Ｔ～７Ｔ）を設定し，過去

の調査区を検出した上で埋土の再掘削と土層断面の確認を行った。また，未撹乱の土層・貝層を新規掘削す

ることによる出土遺物の検討も必要とみて，過去の調査で撹乱されていない地点を選び第８トレンチ（８Ｔ）

を設定した。

　平成26～28（2014〜2016）年度の３か年に及んだ調査のうち，１～７Ｔによる過去の調査の再発掘と堆積

状況の再検討を行った平成26年度調査を轟貝塚第12次調査，トレンチの一部拡張や８Ｔの設定により，未

撹乱の土層・貝層の新規掘削を中心に行った平成27年度の調査を第13次調査とした。なお，27年度の調

査で一部を検出しつつも取り上げられなかった人骨の記録や取り上げを中心に行った平成28年度の調査は，

年度をまたぐものの，内容は13次調査の延長と位置づけ，個別に調査次数は付さないこととした１）。
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（３）経過（調査日誌抄）

轟貝塚第12次調査

平成26（2014）年

10月１日　　再調査対象である過去の調査地点について，位置を推定し調査区を設定。

人力による表土剥ぎと過去の調査区（主に６次調査）の検出作業を開始。

10月７日　　第１トレンチ（以下「１Ｔ」）にて，６次調査Ｄトレンチをほぼ検出。

２次調査の調査区検出を開始。

10月 14日　･第２トレンチ（以下「２Ｔ」）にて６次調査Ａトレンチを検出。

第４トレンチ（以下「４Ｔ」）にて２次調査Ⅶ区の一端を検出。

10月 16日　･２Ｔにて，６次調査Ｃトレンチを検出。

10月 21日　･第３トレンチ（以下「３Ｔ」）により，２次調査Ⅱ区・Ⅴ区の検出作業を開始。

10月 24日　･１Ｔ内で，６次調査Ｄトレンチ埋土（９・13・17グリッドとみられる）の再掘削を開始。

10月 30日　･２Ｔ内で，６次調査Ｃトレンチ１～３グリッドの埋土を再掘削，土層断面を確認。

10月 31日　･２Ｔ内で，６次調査Ａトレンチ23・24グリッドの埋土を再掘削，土層断面を確認。

11月４日　　４Ｔ内で，２次調査Ⅶ区とみられる埋土を再掘削。

第５トレンチ（以下「５Ｔ」）にて，２次調査Ⅹ区付近の検出を開始。

11月６日　　廃土のふるいがけによる微細遺物の抽出作業を開始（以後，調査終了まで継続的に実施）。

11月 10日　･３Ｔにて，２次調査Ⅱ区・Ⅴ区の掘方をほぼ検出（土層断面からの復元を含む）。

11月 11日　･３Ｔ内で，２次調査の埋土（撹乱層）の下から集石遺構とみられる多量の礫を検出。
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第 40 図　第 12 次・13 次調査位置図（Ｓ＝1/1,000）
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　　　　　　･以後，時間をかけ全体の検出及び記録作業を実施。

11月 12日　･５次調査Ⅰｔの検出を目的に第７トレンチ（以下「７Ｔ」）の調査を開始。

11月 13日　･２Ｔの６次調査Ｃトレンチ底部で，地山のローム土に掘り込まれた若干の土坑・ピットを検出。（翌14日，

Ａトレンチ23・24グリッド部分でも同様のピットを検出）

11月 17日　･５Ｔ内で２次調査Ⅹ区の北東隅角部分を検出。

11月 18日　･２次調査Ⅺ区の検出を目的に，第６トレンチ（以下「６Ｔ」）の調査を開始。

11月 24日　･一般向けの体験発掘イベントを実施。参加者80名あまり。

調査全体の説明，５Ｔ・６Ｔの撹乱層掘削体験，廃土のふるいがけ体験などを実施。

12月 10日　･平面図の基準点として，現場全体に杭打ち作業を実施。（株式会社ダイチプランに委託）

平成27（2015）年

１月31日　　１Ｔ・４Ｔの貝層を含む土層断面各層から，年代測定用試料をサンプリング。

（株式会社古環境研究所に委託）

２月２日　　４Ｔ南側の未撹乱部分を拡張し，層ごとの遺物と分析用土層サンプルを採取。

２月10日　･４Ｔ拡張部で焼土坑を検出。

２月12日　･３Ｔ西端部に残る純貝層部分にて，貝層・土層のサンプリングを伴う掘り下げを実施。

３月６日　　１Ｔ・２Ｔ・４Ｔにて，貝層を含む土層断面の剥ぎ取りを直営で実施。

３月13日　･宇土市重要遺跡保存活用検討委員会を開催。調査成果を報告し，今後の方針を協議。

３月16日　･１Ｔ北西部の未撹乱部分を拡張し，層ごとの遺物と分析用土層サンプルを採取。

３月18日　･調査区の養生をして調査を終了（引き続き検討を行うため，埋め戻しは実施せず）。

轟貝塚第13次調査

平成27（2015）年

５月19日　･調査開始。

　　　　　　３Ｔにて，集石が検出されたⅣa層以下の調査を開始。

５Ｔ内にサブトレンチを設定し，堆積状況を検討。

５月20日　･３Ｔ内で人骨の一部を検出。（２号人骨脚部。詳細は第５節参照）

　　　　　　５Ｔ内で集石の一部とみられる礫群を検出。

５月25日　･５Ｔについて，貝層・集石が検出されたトレンチ南側を残して埋め戻しを実施。

５月28日　･広い範囲で貝層の残存状況を探り，貝層上面から掘り込まれた土壙墓の有無を確認することを主目的に，

貝層の残りが良いとみられた４Ｔ北側を中心とした表土剥ぎを実施。

　　　　　　（以下，３ＴⅣa層の礫群検出・記録作業と４Ｔ北側の貝層検出作業を中心に実施）

６月19日　･４Ｔ北側で，２次調査Ⅷ区の痕跡とみられる撹乱（貝層の切れ目）を検出。

７月15日　･過去の調査をはじめ，撹乱されていない地点で改めて層位ごとの遺構・遺物の確認を行うため，第８トレ

ンチ（以下「８Ｔ」）を設定し，調査を開始。

７月23日　･３Ｔ内の掘り下げを終了。以後，礫群の実測をはじめとした記録作業を実施。

７月24日　･６Ｔ内で２次調査Ⅺ区の痕跡とみられる落ち込みを確認。

７月31日　･８Ｔ内で貝層の掘り下げを開始。

８月４日　　８Ｔ内で貝層下の褐色土層以下の掘り下げを開始。

８月５日　　６Ｔ内サブトレンチで混土貝層を検出。ただし同層から弥生土器が出土したため，貝層は撹乱された二次

･ 堆積と判明。
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８月20日　･８Ｔサブトレンチ土層断面上で，貝殻廃棄土坑の可能性があるSK02を検出。

･ （別件発掘調査等との調整により，調査一次休止）

10月４日　　現地説明会を実施（来場者100名あまり）。

10月 22日　･貝層下の褐色土層がアカホヤ火山灰に由来するかを推定するための土壌分析用試料を採取。

　　　　　　･（株式会社･古環境研究所に委託）

平成28（2016）年

２月19日　　調査再開。３Ｔ内で部分検出されていた人骨の周囲を精査。複数体の存在が予想された。

２月22日　　３Ｔ内で検出されている人骨が２体分であることを確認（１号・２号人骨）。

３月２日　　･文化庁・熊本県の調査指導。人骨の取扱い等について助言あり。

３月３日　　･８ＴⅣａ層（褐色土層）中から集石を検出。

３月４日　　･２Ｔ内，６次調査Ａトレンチ23グリッド部分において，過去の調査で掘削されていない褐色土中から集

石を検出。

３月16～ 17日

３Ｔで検出した人骨の取り上げを実施（NPO法人･人類学研究機構に委託）。

取り上げの過程で，人骨が計４体分であることが判明。うち３号とした人骨の半身が調査区外にのびてい

た他，４号については作業終盤に判明したため，この２体については取り上げず，次年度調査の課題とした。

３月22日　　１Ｔ・２Ｔ・５Ｔ・６Ｔの埋め戻しを実施。

　　　　　　･３Ｔ出土の３号人骨を検出するため，トレンチを一部拡張，表土から順次掘り下げを開始。

３月23日　　８ＴⅣａ層（褐色土層）中で多くの轟Ｂ式土器を伴う集石遺構を検出。

３月24日　　平成27年度の調査を終了。３Ｔ拡張区の人骨検出及び８Ｔの完掘を次年度に持ち越し。

　　　　　　　（４月着手を予定するも，熊本地震・豪雨災害等の被災対応により遅延）

８月10日　　調査再開。休止期間中に伸びた現場周辺の草刈り等から実施。

８月17日　　調査区内清掃，基準杭の誤差確認，８ＴⅣａ層（褐色土層）の掘り下げ。

８月22日　　３Ｔ拡張区の掘り下げ，８Ｔ検出集石の写真撮影，実測及び礫の取り上げ開始。

10月６日　　･集石取り上げ後の包含層掘り下げ。

10月 11日　･･８Ｔ北東隅の土層中で人骨の一部を検出。トレンチ外にかけて土壙墓が存在する可能性が発覚。

10月 13日　　人骨取り上げのための３Ｔ拡張区の掘り下げ。

８Ｔ北東隅の人骨（土壙墓）を検出するため，トレンチを拡張。表土から掘り下げを開始。

10月 14日　　８Ｔ拡張部分で集石と土壙の落ち込みを確認。集石が破壊されている点や土壙上部に貝層が被る位置関係

から，土壙の時期は集石より新しく貝層より古いと位置づけられた。

10月 17日　　３Ｔ拡張区にて，３号人骨を範囲がおよそわかる程度に検出。

11月７～８日

３Ｔにて人骨の実測・取り上げを実施（NPO法人･人類学研究機構に委託）。

３号・４号人骨を取り上げた。

11月 15日　･･８Ｔ出土の５号人骨について，実測及び取り上げを実施（NPO法人･人類学研究機構）。

11月 22日　･･８Ｔを地山まで完掘。完掘状況写真撮影。

12月９日　･･･３Ｔ・４Ｔ埋め戻し。

12月 19日　･･８Ｔ埋め戻し。調査終了。

第１節　調査の概要
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（４）調査区の概要

第１トレンチ（１Ｔ）

　第６次調査で特に貝層等の残りが良かったとされるＤトレンチの再確認を目的に設定した。過去の調査地

点は周辺地形から推定したおよその位置しかわからないため，推定地付近でやや広めに表土剥ぎを行い，必

要に応じて適宜拡張しながら検出に努めた。結果として，約５ｍ×８ｍの範囲で，６次調査Ｄトレンチ５・９・

13グリッド及び18グリッドとみられる調査区跡を検出した。このうち５・９・13グリッド部分の西壁につ

いて土層断面を検出し，堆積状況の確認を行った。

　土層は全部で９層に分けられ，うち１～４層は表土の耕作土及び撹乱，５層はカキ殻を主体とする純貝層，

６層は貝殻や炭化物を含む褐色土層，７層は混入物の少ない黒褐色土層，８層はしまりの良い黒色土層，９

層は地山のロームと８層が混ざる漸移層である。６次調査Ｄトレンチとして記録された土層断面と比較して，

層序に大きな違いは無いが，６次調査で「褐色土層」とされたものを今回新たに６層と７層に分層した。

　各層の時期推定のため，確認した土層断面を一部外側へ拡張して層ごとの遺物抽出を行った他，各層から

試料を採取して年代測定を実施した。出土遺物については本章第４節を，年代測定結果については第６章を

参照されたい。

　その他，調査区内の広い範囲で貝層の堆積が平面的に確認された。逆に，調査区北端付近の一部ではそれ

が無く，この付近が貝層堆積の端部と考えられる。

第２トレンチ（２Ｔ）

　第６次調査Ａトレンチ及びＣトレンチの再確認を目的に過去の調査区の検出作業を行い，東西約14ｍ，

南北約10ｍの範囲でＡトレンチ21～ 24グリッド及びＣトレンチ１～３グリッドとみられる調査区跡を検

出した。

　埋土の再掘削による土層の確認は，Ａトレンチ23・24グリッド西壁及びＣトレンチ１～３グリッド北壁

で行った。Ａトレンチ23・24グリッド西壁は７層に分層された。１層は表土，２層は撹乱の混貝土層，３

層はカキを主体とする純貝層，４層はハイガイ・ハマグリを主体とする混土貝層，５層は貝殻や小礫を含む

褐色土層，６層はややしまりの良い黒褐色土層，７層は地山のロームと６層が混ざる漸移層である。６次調

査で記録された土層と概ね一致するが，貝層を３層と４層に分層している。

　Ｃトレンチ１～３グリッド北壁は10層に分層された。１・２層は表土及び撹乱の混貝土層，３・４層も

同じく撹乱で，５層がカキを主体とする純貝層，６層が貝殻や礫を含む褐色土層，７層が混入物の少ない黒

褐色土層，８層が部分的に堆積する褐色の粘質土，９層が黒色土層，10層が地山と９層が混ざる漸移層であ

る。６次調査の記録と異なるのは主に６・７層で，過去の調査で「褐色土層」と記録されたものを上下２層

に分層している。後述の第３トレンチの調査成果を参考にすれば，これら２層の間には一定の時期差が存在

する可能性が高い。また，６次調査では明確に記録されている「純貝層」が，今次調査ではトレンチ西端部

にわずかに残るのみである点も注目される。調査を行った貝塚中心部は現在も耕作が行われている畑地であ

り，６次調査から12次調査までの約50年間に少しずつ削平されていった様子が明らかになった。

　調査の過程で，既報告のものも含め若干の遺構が検出された。ひとつは６次調査Ｃトレンチ１・２グリッ

ドの底部で検出した土坑SK01・SK02である。これらは６次調査時点でほぼ掘削されていたとみられるが，覆

土が土層断面に一部現れる他，特に遺構として報告されていない。人為的なものかどうか定かではないが，

明らかな落ち込みがみられるため，改めて遺構番号を付すものである。また，Ａトレンチ21・22グリッド

部分では６次調査１号人骨・２号人骨が出土した土坑（６次調査１号土壙墓・２号土壙墓）がそれぞれ検出

された。その他，Ａトレンチ22グリッドにて礫が密集して検出されたため，サブトレンチを設けて未調査
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第 41 図　第１トレンチ（１Ｔ）平面図（Ｓ＝1/40）
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第 42 図　第２トレンチ（２Ｔ）平面図（Ｓ＝1/50）
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の褐色土層を掘り下げたところ，安山岩を主体とする多量の礫が検出された。部分的な検出であり全貌が明

らかでないが，黒褐色土層（基本層序Ⅳｂ層）に帰属する集石遺構の一部とみられる。

第３トレンチ（３Ｔ）

　第２次調査のⅡ区及びⅤ区部分の再確認を目的に設定した。調査の結果，当初想定していた明瞭な形では

調査区跡が検出できなかったが，撹乱に従って丁寧に掘り下げた結果，北から南へ傾斜して掘り込まれ，場

所により深さの異なる不定形な調査区の姿を復元できた。この掘方は，２次調査における主な目的が古人骨

の収集にあり，現代の調査のように層序の把握に重きを置いていなかったことを端的に示すとみられる。恐

らく，全体を掘り下げる中で人骨の一端が検出されれば，そこを中心に深く掘り下げていくような調査方法

が採られたものとみられる。しかしそのままでは今次調査の目的である堆積状況の確認に堪えないため，過

去の調査区検出後は改めてトレンチの壁が垂直に切れるよう拡張し，撹乱されていない土層断面がみられる

トレンチ北壁を中心に層序の検討を行った。

　土層は全部で７層に分けられた。１層は表土，２層は撹乱の混貝土層，３層も撹乱で，２次調査の埋め戻

し土とみられる。４層はカキを主体とする純貝層，５層はハイガイ・ハマグリを主体とする純貝層，６層は

ハイガイ等の貝殻や礫を多量含む暗褐色土層，７層は混入物の少ない黒褐色土層である。

　注目すべきは２次調査の埋土を掘り上げた下の６層中から多量の礫が出土した点である。礫は比較的密集

する場所と散漫な場所とが混ざりながらもトレンチ内全面に分布している。恐らく複数基の集石遺構が存在

したとみられるが，使用後に解体された状況を示すものなのか，礫が混ざり合って正確な群構成は不明であ

る。集石とセット関係を成す土坑についても不明だが，礫と同じ６層から７層に掘り込まれた土坑SK01～

SK03は関連する遺構である可能性がある。出土した礫の多くに，変色や亀裂等，被熱した痕跡が認められる

点から，集石が火を伴って使用されたものであることがうかがえる。

　さらに，集石の下の７層から，合計４体分の人骨が出土した（第１～４号人骨）。人骨はトレンチ内東側

に密集して存在し，調査の中で墓壙のプランは認識できなかったものの，いずれも仰臥屈葬の姿勢をとる埋

葬人骨である。人骨の詳細については第５節で述べる。

第４トレンチ（４Ｔ）

　第２次調査のⅥ区及びⅦ区の再確認を目的に設定し，調査の結果，東西約８ｍ，南北約５ｍの範囲で両調

査区の一部を検出した。３個所の壁面で土層断面の確認を行った結果，土層は全部で９層に分層した。

　１層は表土，２層は撹乱の混貝土層，３・４層は２次調査の埋め戻し土とみられる撹乱層である。埋め戻

し土のうち，下位の４層には比較的破砕されていない貝殻を多量含むことから，埋め戻しの際にまず貝層由

来の廃土を集中的に入れたものとみられる。５・６層は純貝層で，５層はカキ主体，６層はハイガイ・ハマ

グリが主体である。７層はハイガイをはじめとした貝殻や礫，少量の炭化物等を含む褐色土層で，８層はそ

れらの混入が少ない黒褐色土層である。９層はしまりの良い黒色土層で，礫や貝殻はほぼ混入しない。

　ここでは純貝層が上下２層に分けられた点と，貝層下の褐色土層～黒色土層が，それぞれの特徴の違いと

共に明確に区別できた点が特筆される。第２節で述べる基本層序の理解の上で，このトレンチが果たした役

割は大きい。

　集石遺構と呼ぶには分布の密度が比較的低いが，７層から複数の礫が出土した。３Ｔで検出した集石と同

種のものと考えられる。また，７層中から８層に掘り込まれた土坑SK01は，薄い層状に堆積する焼土を覆

土とし，土坑内から被熱した礫や獣骨等が出土した。周囲で出土した礫群とも併せ，加熱調理に用いた炉跡

の可能性が指摘できる。

第１節　調査の概要



− 83 −

第4章　貝塚中心部の調査

　
 
未
掘

（
貝
層
残
存
）

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

（
２
次
調
査
８
号
人
骨
調
査
跡
？
）

（
２
次
調
査
８
号
人
骨
調
査
跡
？
）

本
来
の
２
次
調
査
区

上
端
（
推
定
）

本
来
の
２
次
調
査
区

上
端
（
推
定
）

第
２
次
調
査
　
調
査
区
（
Ⅱ
区
・
Ⅴ
区
）
跡

Ｙ
=-
33
64
8m

Ｙ
=-
33
64
6m

Ｙ
=-
33
64
4m

X=
-3
55
14
m

Ｙ
=-
33
65
0m

Ｙ
=-
33
64
2m

Ｘ
=-
35
51
0m

Ｘ
=-
35
51
2m 第
4
4
図
　
第
３
ト
レ
ン
チ
（
３
Ｔ
）
Ⅱ
層
中
検
出
遺
構
（
Ｓ
＝
1
/
5
0
）

0
２
ｍ



− 84 −

Ｙ
=-
33
64
8m

Ｙ
=-
33
64
6m

Ｙ
=-
33
64
4m

X=
-3
55
14
m

Ｙ
=-
33
65
0m

Ｙ
=-
33
64
2m

Ｘ
=-
35
51
0m

Ｘ
=-
35
51
2m

第
4
5
図
　
第
３
ト
レ
ン
チ
（
３
Ｔ
）
Ⅳ
a
層
　
遺
構
・
礫
群
検
出
状
況
（
Ｓ
＝
1
/
5
0
）

0
２
ｍ

　
 
未
掘

（
貝
層
残
存
）

S
K
0
1

S
K
0
2

S
K
0
3

第１節　調査の概要



− 85 −

第4章　貝塚中心部の調査

４
号
人
骨

１
号
人
骨

２
号
人
骨

３
号
人
骨

Ｙ
=-
33
64
8m

Ｙ
=-
33
64
6m

Ｙ
=-
33
64
4m

X=
-3
55
14
m

Ｙ
=-
33
65
0m

Ｙ
=-
33
64
2m

Ｘ
=-
35
51
0m

Ｘ
=-
35
51
2m

第
4
6
図
　
第
３
ト
レ
ン
チ
（
３
Ｔ
）
Ⅳ
b
層
　
人
骨
出
土
位
置
（
Ｓ
＝
1
/
5
0
）

0
２
ｍ

※
人
骨
拡
大
図
は
第
５
節
参
照

　
 
未
掘

（
貝
層
残
存
）



− 86 −

１

２
３

４
４４

Ｈ
＝
5
.
8
0
0
ｍ

第
4
7
図
　
第
３
ト
レ
ン
チ
（
３
Ｔ
）
土
層
断
面
図
（
S
=
1
/
5
0
)

１ ２ ３

４
５

６
６

１
　
表
土
　
耕
作
土
　
貝
殻
混
じ
り
の
黒
色
土

２
　
混
貝
土
層
　
1
0
Y
R
2
/
3
黒
褐
色
　
し
ま
り
や
や
弱
い
，
粘
性
中
程
度
　
基
本
層
序
Ⅱ
層

３
　
カ
ク
ラ
ン
　
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
　
し
ま
り
な
し
　
砕
け
た
貝
殻
を
多
量
含
む

　
　
1
9
1
9
年
の
第
２
次
調
査
に
伴
う
調
査
区
跡
と
み
ら
れ
る
。
　

４
　
純
貝
層
　
カ
キ
を
主
体
と
す
る
　
基
本
層
序
Ⅲ
a
層

５
　
純
貝
層
　
ハ
イ
ガ
イ
を
主
体
と
し
，
ハ
マ
グ
リ
な
ど
も
や
や
多
く
含
む
　
基
本
層
序
Ⅲ
b
層

６
　
暗
褐
色
土
層
　
7
.
5
Y
R
2
/
3
極
暗
褐
色
　
し
ま
り
。
粘
性
や
や
弱
い
　
ハ
イ
ガ
イ
を
中
心
と
し
た
貝
殻
と
安
山
岩
主
体
の
礫
を
多
量
含
む

　
　
基
本
層
序
Ⅳ
a
層

７
　
黒
褐
色
土
層
　
7
.
5
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
　
基
本
層
序
Ⅳ
b
層

S
K
0
1
　
1
0
Y
R
3
/
2
黒
褐
色
　
し
ま
り
な
し
，
粘
性
弱
い
　
砕
け
た
貝
殻
を
多
量
含
む
　

３
T
北
壁
土
層
断
面

３
Ｔ
東
壁
土
層
断
面

H
=
6
.
0
0
0
m

６

S
K
0
1

７
７

７

３
Ｔ
南
壁
土
層
断
面

H
=
6
.
0
0
0
m

１

２
３

２
４

５
６

６

0
２
ｍ

Ｅ
Ｅ
’

Ｆ
Ｆ
’

S
K
0
2

S
K
0
3

H
=
6
.
0
0
0
m

集
石
立
面
（
南
か
ら
）

※
　
　
は
土
器
片

第１節　調査の概要



− 87 −

第4章　貝塚中心部の調査

第５トレンチ（５Ｔ）

　第２次調査のⅩ区付近の再確認を目的に設定した。調査の結果，断面Ⅴ字形に掘り込まれた調査区跡を検

出した。トレンチ北壁及びトレンチ内東部のサブトレンチにて土層断面の確認を行い，土層は全部で10層

に分けられた。

　１層は表土，２層は撹乱の混貝土層，３・４層も撹乱で，２次調査に伴う埋め戻し土とみられる。５層はカキ・

ハイガイをはじめ貝殻を多量含む混貝土層，６層はカキ・ハマグリ・ハイガイ等を多量含む混土貝層である。

７層は貝殻を少量含む褐色土層，８層は７層よりも混入物が少ない黒褐色土層，９層はしまりが良く粘性が

強い黒色土層，10層は地山のロームと９層が混ざる漸移層である。

　このうち，トレンチ南東部を中心に７層中から多量の礫が出土した。被熱した礫を多数含む集石遺構の一

部とみられ，近接する３Ｔで検出したものと同様の遺構である。

第６トレンチ（６Ｔ）

　第２次調査のⅪ区付近の再確認を目的に設定し，調査区中央のサブトレンチにより，２次調査Ⅺ区の北端

部とみられる落ち込みを検出した。しかし，他のトレンチの調査結果も踏まえ，斜めに落ち込む過去の調査

区をそのまま再掘削しても，調査の主目的である土層断面の確認はできないとみて，過去の調査区にかから

ないトレンチ北西側壁際に別途サブトレンチを設け，この中を深く掘り下げることで土層断面の確認を行っ

た。

　調査の結果，土層は全部で12層に分層された。１層は表土，２層・３層は撹乱の混貝土層，４層はカキ・

ハイガイを主体とする貝層だが，５層以下の状況により撹乱された二次堆積とみられる。５層は黒褐色の混

貝土層で，出土した土師質土器等により中世以降の堆積土とみられる。６層も５層に似た混貝土層だが，含

まれる貝殻がやや少ない。７層は砂質の焼土で部分的に堆積する。８層は混貝土層，９層は混土貝層で，う

ち９層からは弥生土器が出土している。10層は黄褐色の粘質土で，地山と堆積土の漸移層である。11・12層

は地山で，11層は褐色のローム層，12層は黄褐色のシルト質土である。大きく分けて，１～４層は撹乱層，

５～６層は中世の遺物包含層，８～９層は弥生時代の遺物包含層とみられ，結果としてここに縄文時代の堆

積土が存在しないことがわかった。

　トレンチ内で縄文時代の貝塚に関する直接の遺構や遺物包含層は検出されなかったが，トレンチ西端部で

検出された地山の落ち込みにより，貝塚が立地する台地の端部が現況より３～５ｍ程度西側に存在すること

がわかった。これにより，現在見える台地の端部付近はほとんどが撹乱層であることが想定される。

第７トレンチ（７Ｔ）

　第５次調査Ⅰｔの検出と土層の再検討を目的に設定したが，当初想定した場所に調査区跡はみられず，ト

レンチ内全域で残りの良い純貝層を検出する結果となった。実際のⅠｔ跡は今回調査した地点より更に北西

側に存在するとみられるが，調査対象範囲とした地番の外にあたることもあり，トレンチ拡張等による追跡

は行わなかった。

　検出された貝層は１Ｔで確認したものの延長とみられ，カキ・ハイガイを多量含む。現在は一部撹乱され

ているが，台地の西端部から西側の斜面にかけて堆積していたものとみられる。堆積状況についてはすぐ東

側の１Ｔで土層断面を確認しているため，敢えて貝層の一部を断ち割って掘り下げることはしなかった。
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第4章　貝塚中心部の調査

第 49 図　第４トレンチ（４Ｔ）土層断面図（Ｓ=1/40）
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４Ｔ南壁　２次調査Ⅶ区付近　土層断面

４Ｔ東壁　２次調査Ⅵ区付近　土層断面・礫群立面

４Ｔ南東壁　土層断面

H=6.000m

H=6.000m

SK01

①　黒色炭化物層　貝殻・焼礫をやや多く含む

②　明橙色焼土　破砕された貝殻片多量含む

③　粒子粗い砂

１　表土　耕作土　貝殻を多量含む黒色土

２　混貝土層　7.5YR3/2 黒褐色

　　貝殻・礫などやや多く含むカクラン層　基本層序Ⅱ層

３　混貝土層　砕けた貝殻を多量含む黒色土　しまり・粘性弱い

　　基本層序Ⅱ層に含まれるが，特に２次調査に伴う埋め戻し土と

　　みられる

４　混貝土層　ほぼ３層と同様だが，砕けていない貝殻を比較的

　　多く含む　２次調査埋め戻しの際，掘削した貝層部分を集中的に

　　埋めたものか

５　純貝層　カキを主体とし，部分的に土が混ざる　基本層序Ⅲa層

６　純貝層　ハイガイ・ハマグリ主体　礫をやや多く含む　基本層序Ⅲb層

７　褐色土層　ハイガイを中心とした貝殻・礫を多く含み，

　　炭化物を少量含む　基本層序Ⅳa層

　　7.5YR3/2 黒褐色　しまり弱い，粘性やや強い

８　黒褐色土層　７層に比べ貝殻・礫の混入が少ない

　　7.5YR2/2 黒褐色　しまり・粘性やや強い

　　基本層序Ⅳb層

９　黒色土層　礫や貝殻の混入ほぼ無し

　　10YR2/2 黒褐色　しまり・粘性強い　基本層序Ⅴ層
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第 52 図　第６トレンチ（６Ｔ）平面図・土層断面図（S=1/40)
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　　土師質土器の出土から中世以降の堆積とみられる
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第4章　貝塚中心部の調査

貝層検出範囲

第 53 図　第７トレンチ（７Ｔ）平面図・断面図（Ｓ＝1/40）
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第８トレンチ（８Ｔ）

　過去の調査区の再発掘を基本とした１Ｔ～７Ｔと異なり，未撹乱の土層・貝層を調査して出土遺物による

各層の時期推定を行うことを主な目的として設定した。現地表から深さ１ｍあまりの地山（ローム層）上面

まで調査し，全体を９層に分層した。

　１層は表土，２層は混貝土層で，ここまでが撹乱層である。３層はカキを主体とする純貝層で，基本層序

Ⅲａ層にあたる。台地の端部に近い西側に向かって層が厚くなる。４層はハイガイ・ハマグリを主体とする

純貝層で，基本層序Ⅲｂ層にあたる。３層とは対照的に，こちらは東側の台地中央寄りを中心に堆積する。

５層は貝殻や礫を多量含む暗赤褐色土で，Ⅳa層に似るが，後述するSK02・SK03の掘削に伴う，Ⅳａ層の再

堆積土とみられる。６層は同じく貝殻や礫を多量含む暗赤褐色土で，基本層序Ⅳａ層にあたる。７層は６層

に比べ混入物の少ない暗褐色土で，基本層序Ⅳｂ層にあたる。８層はしまり・粘性のやや強い黒褐色土で，

基本層序Ⅴ層にあたる。９層は砂質土と粘質土が混ざる黒褐色土で，ブロック状に地山のローム土を少量含

む。基本層序Ⅵ層にあたる。

　８Ｔ内では複数の遺構が層位的な上下関係を伴って確認された点が最大の成果と言える。３層（Ⅲａ層）

上面で検出された土坑SK01は，出土した土師質土器により中世以降のものとみられる。４層（Ⅲｂ層）から

は多量の礫が出土した。変色や亀裂等，被熱した痕跡のみられるものが多く，集石遺構に伴う遺物とみられ

るが，後述する６層中出土の礫群が撹乱されたものである可能性が高い。４層（Ⅲｂ層）の下から，ほぼ完

全な埋葬人骨を伴う土壙墓ST01が検出された。人骨の出土位置だけでなく，土壙そのものがどこから掘り

込まれたかを層位的に把握できる点で，重要な遺構である。同じくⅢｂ層より下で，６層（Ⅳａ層）に掘り

込まれた遺構としてSK02・SK03がある。これらは多量の貝殻を含む廃棄土坑とみられ，広く貝層が形成され

る前段階の，スポット的な廃棄の様子を示している。なお，SK03は ST01の下部で検出されており，ST01に

先行する遺構と言える。６層（Ⅳａ層）中からは，トレンチ内のほぼ全域で礫群が出土した。他のトレンチ

で出土したものと同様，被熱した礫を多く含む集石遺構とみられる。礫群の下，７層（Ⅳｂ層）では性格は

不明ながら土坑SK04が検出された他，８層（Ⅴ層）から地山に掘り込むSP01・02など，トレンチ底部付近

でも若干の遺構が検出された。

第２節　層序
　上記１～８Ｔの調査により把握された土層・貝層の堆積状況は，場所により多少の違いはあるものの，概

ね以下のとおりⅠ層～Ⅵ層に大別され，各層の中でさらに細分が可能である。

　　Ⅰ層　　表土（耕作土）。

　　Ⅱ層　　混貝土層。砕けた貝殻を含む黒褐色土層。縄文時代～現代までの幅広い遺物を含む撹乱層。

　　　　　　再掘削した過去の調査区の埋土もこれに含まれる。

　　Ⅲ層　　純貝層（場所により混土貝層）。カキを主体とするⅢａ層と，ハイガイ・ハマグリを主体とす

るⅢｂ層に分けられる。Ⅲａ層は主に貝塚が立地する台地の南西側斜面付近に分布し，Ⅲｂ

層は南部中央に集中的にみられる。

　　Ⅳ層　　褐色土層。貝殻や礫，炭化物等を多く含むⅣａ層と，比較的混入物が少なくしまりの良いⅣｂ

層に分けられる。Ⅳｂ層の方がⅣａ層に比べ色調がやや暗い。Ⅳa層からは集石遺構や焼土を

覆土とする土坑が検出された他，土中には獣骨・魚骨をはじめ多くの自然遺物や炭化物が含ま

れる等，生活の痕跡が最もよく残る。

　　Ⅴ層　　黒色土層。しまりが良く，含まれる遺物・自然遺物は少ない。

第２節　層序
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H=6.000ｍ
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②
③

③③

６
６
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８

９ SP02

H=6.000ｍ

９

６　５YR2/3 極暗赤褐色　しまりやや強い，粘性やや弱い

　　ハイガイを中心とした貝殻や礫を多量含む

　　層の中ほどから下部にかけて礫群（集石）出土

　　基本層序Ⅳa層

７　7.5YR3/3 暗褐色　しまり・粘性やや弱い

　　６層に比べ礫や貝殻の混入少ない　基本層序Ⅳb層

８　10YR2/3 黒褐色　しまり・粘性やや強い

　　混入物ごく少ない黒色土　基本層序Ⅴ層

９　10YR3/2 黒褐色　しまり・粘性強い

　　砂質土と粘質土が混ざり，地山由来のロームブロックを

　　少量含む　基本層序Ⅵ層

１　表土　耕作土　しまり弱い暗褐色土

２　混貝土層　10YR3/3 暗褐色　しまり弱い　基本層序Ⅱ層

３　純貝層　カキを主体とし，ハイガイ少量混じる

　　西側に向かい厚みを増し，堆積の中心は調査区西側とみられる

　　基本層序Ⅲa層

４　純貝層　ハイガイを主体とし、ハマグリなど多く含む

　　調査区東側を中心に堆積　基本層所Ⅲb層

５　５YR3/3 暗赤褐色　しまり・粘性やや弱い

　　ハイガイを中心とした貝殻・礫・炭粒多量含む

　　SK02・03 掘削に伴い撹乱された６層土の再堆積土とみられる

SK02①～③・SK03①～③

　　ハイガイを主体とする貝殻がブロック状に固まって堆積

　　全体が廃棄土坑とみられ，分層は廃棄単位を示す可能性が高い

８Ｔ北壁土層断面

８Ｔ南壁土層断面

0 ２ｍ

ST01

H=6.000m

SK01

SK04

SP01 SP03

H=6.400m

H=5.600m

H=5.200m

第 54 図　第８トレンチ（８Ｔ）土層断面図・遺構断面図（Ｓ＝1/40）

H=6.000ｍ

集石立面図（　　は土器片）

ｐ ｐ’

ｑ ｑ’
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Ⅲa層上面検出遺構及びⅢb層中出土礫

Ⅳa層上面検出遺構

Ⅳb層上面（Ⅳa層中）出土礫群

第 55 図　第８トレンチ（８Ｔ）層位別遺構検出状況１（Ｓ=1/40)

（　　は土器片）※土層確認用サブトレンチ内につき
　集石記録なし
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　　Ⅵ層　　黒色土と地山のロームとが混ざる漸移層。遺物は僅少でⅤ層との時期差は不明。

　本調査の最も主要な目的は，過去の調査で記録された堆積状況が，情報不足や一部整合しない部分がある

ことによって，現代考古学における検討に充分に堪えない状況である点を整理し直すことにある。以下，そ

の目的に従って上記の基本層序を過去の調査区と比較してみる（第57図）。

　まず，上記の基本層序と最も近いのは，昭和41（1966）年の第６次調査である。土層・貝層の特徴や堆積

順はほぼ同じで，６次調査における「表土」はⅠ層，「混貝土層」はⅡ層，「純貝層」はⅢ層，「褐色土層」は

Ⅳ層，「黒色土層」はⅤ層に対応する。ただし，「純貝層」をⅢａ層とⅢｂ層，「褐色土層」をⅣａ層とⅣｂ

層に細分した点が，６次調査と12・13次調査の違いである。このうち６次調査の「純貝層」は，カキが主

体で阿高式土器を伴うというその特徴から，Ⅲａ層に相当する２）。また，Ⅳｂ層はⅣａ層とⅤ層の中間的な

色調を呈すことから，一部「黒色土層」として記録されている部分もある（６次ＡＴ24グリッド）。

　第２次調査における層序は①「貝殻混じりの耕作土」②「密實なる貝殻の層」③「貝層下有機土」の３層

で表現されており，①はⅠ・Ⅱ層，②はⅢ層，③はⅣ層と対応する。③の「有機土」という表現は，Ⅳａ層

に獣骨・魚骨をはじめとした多量の自然遺物や炭化物を含んでいる点とよく符合する。

　第５次調査の土層は，最も残りが良いとされたⅠｔの調査結果を基に①「耕作土」②「純貝層」③「混土

貝層」④「貝層」⑤「純黒土層」の５層で記録されている。これを上記の基本層序と比較すると，①はⅠ・

Ⅱ層，②はⅢ層（Ⅲａ層？），③・④はⅢ層（Ⅲｂ層？）～Ⅳａ層の一部，⑤はⅣｂ層～Ⅴ・Ⅵ層に対応す

ると考えられる。

　５次調査Ⅰｔと６次調査Ｄトレンチは近接しているにも関わらず，互いに記録された層序が異なることが，

これまで轟貝塚における堆積状況の理解を困難にしてきた。主な相違点は，５次調査で貝層が３層に分かれ

る点，６次調査における「褐色土層」にあたるものが５次調査にはみられない点だが，ここに12・13次調

査の基本層序と土層の所見を加えることで，両者の違いを説明することができる。注意すべきはⅣａ層（≒

６次調査「褐色土層」）で，ここには多くの貝殻・獣骨・礫・炭化物等が含まれる。また13次調査８Ｔで検

出したSK02・03のように，Ⅳa層中に掘り込まれた貝殻廃棄土坑など，貝殻が密集して存在する場所が過去

の調査でも見えていたかもしれない。これらを「混土貝層」や「貝層」と表現するか，混入物の多い土層と

して「褐色土層」と表現するかが５次調査・６次調査の層序が異なる主な要因と考えられる。そう捉えるこ

SK04

SP03
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SP02
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X=-35516mY=
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-3
36
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Ⅴ層～地山上面検出遺構

第 56 図　第８トレンチ（８Ｔ）層位別遺構検出状況２（Ｓ=1/40)
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とで，５次調査と６次調査で異なる層序はどちらかが間違っているものではなく，同じ土層に対する記録上

の表現の違いと捉えられ，各層及び出土遺物の対比が可能となる。長い調査史を持つ轟貝塚だからこそ，こ

の点は重要で，12・13次調査の主要な成果のひとつと言える。

第３節　遺構
　轟貝塚第12・13次調査における掘削は，その多くが過去の発掘調査地点の再発掘であり，新規に広い面

積を発掘調査した訳ではないため，面的な遺構検出はほとんど行っていない。それでも，過去の調査におい

て掘削が及んでいない調査区下部やその周辺において若干の遺構が検出されたため，以下にその概要を示す。

　なお，遺構名は種類別にアルファベット２文字の略記号と２桁の番号の組み合わせで示し，番号はトレン

チごとに01からの通し番号とした。記号はＳＫが土坑，ＳＰがピット（小穴），ＳＴが土壙墓を示す。特に

必要が無い場合はトレンチ名を省略するが，遺構の正式名称としては記号の前に検出したトレンチ名を冠す

ることとする。

　（例）第４トレンチ１号土坑　→　４ＴSK01

（１）土坑

　２Ｔ・３Ｔ・４Ｔ・８Ｔの各トレンチから，総数10基を検出した。以下，トレンチごとにその詳細を記す。

２ＴSK01・SK02

　２Ｔ内の，再掘削した第６次調査Ｃトレンチ１～２グリッド部分の底部で検出した。実際には６次調査時

にほぼ完掘されていたとみられ，今次調査では埋土の再掘削と一部を追加掘削した程度である。そのため，

調査済みの遺構として改めて遺構名を付すべきでないとも考えられたが，６次調査に伴う報告では土層断面

に一部その痕跡が残るのみで，明確な記述が無いため今回改めて遺構として報告する。

　SK01と 02を合わせて，北西―南東方向にのびる溝状遺構のようにも見えるが，中央で底部が若干立ち上

がるため，別々の遺構とした。ただし，遺構上部の平面検出により切り合い関係を確認できていないため，

新旧関係は不明である。SK01は上端の直径が約190㎝で，西側の立ち上がりは途中で段をつけて角度が変わる。

SK02は上端の直径が約130㎝である。覆土はともにしまりの良い黄褐色粘質土で，トレンチ北壁土層断面に

より，基本層序Ⅳｂ層とⅤ層の間に堆積する。遺構の性格は不明で，あるいは人為的なものでない可能性も

否定できない。

３ＴSK01

　３Ｔ北壁際の中央付近で検出した。北側はトレンチ外にのび，西側は撹乱の土坑に切られているため，全

体の規模は不明である。検出部分はおよそ隅丸長方形を呈し，長軸（東西）約１ｍ，短軸（南北）60㎝を測る。

検出面からの深さは約20㎝である。

　検出層位は７層上面で，遺構の時期としては６層（基本層序Ⅳａ層）に帰属する。周囲の６層中には後述

する礫群（集石）が分布しており，関連する遺構の可能性がある。なお，覆土中には砕けた貝殻を多量含むが，

焼土その他，炉跡としての性格を積極的に想定するだけの根拠は無い。

３ＴSK02

　３Ｔ南壁際の中央付近で検出した。南側の一部は調査区外にのびる。直径１ｍ程度のやや楕円形を呈す土

坑で，検出面からの深さは約15㎝である。７層上面で検出し，６層とほぼ同じ褐色土を覆土とする。基本

層序Ⅳａ層に帰属する。周囲で出土した礫群（集石）と関連する遺構の可能性があるが，詳細は不明である。

３ＴSK03
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　３Ｔ南壁際の中央付近で，SK02と半ば重なって検出された。検出部分がわずかであるため，遺構全体の規

模・形状は不明である。時期・性格ともにSK02と近いものであると推察されるが，詳細は不明である。

４ＴSK01

　４Ｔ南東隅の壁際で検出した土坑である。調査区外にのびるため遺構全体の正確な規模は不明だが，検出

部分は直径80㎝あまりを測る。７層中から８層に掘り込まれており，基本層序Ⅳａ層に帰属する遺構と言

える。覆土は貝殻や礫を多量含む焼土であり，①焼けた貝殻や礫を含む黒色炭化物層，②貝殻片を多量含む

明橙色焼土，③粒子の粗い砂の３層に分けられる。厳密には②・③層は焼土と炭化物がきわめて薄い層状に

堆積しており,土坑の使用（火を伴う加熱調理か）が１回でなく複数回行われた可能性が考えられる。土坑

の周囲では礫群（集石）が出土しており，関連する遺構である可能性が高い。

８ＴSK01

　８Ｔ南西部にて，基本層序Ⅲａ層とみられる貝層の上面で検出した。一部調査区外にのびるが，検出され

た範囲で最大直径約２ｍ，検出面からの深さ約30㎝を測る。底部に回転糸切り離し痕が残る土師質土器の

坏が出土したことにより，遺構の時期は中世以降と考えられる。土坑内中央で直径20㎝程度の安山岩礫が

出土しているが，土坑の底部からは浮いた位置にあり，特に土坑に伴うものではなく埋没過程で混入したも

のとみられる。

８ＴSK02

　８Ｔ北西壁の中央付近で検出した。上部はⅣａ層に似る褐色土に覆われ，覆土にはハイガイを中心とした

多量の貝殻を含む。検出当初，Ⅳａ層の下部に存在する貝層かと思われたが，貝の分布は限定的で，貝の出

土に沿って掘り拡げた結果，不定形の土坑状の落ち込みが検出された。これにより，遺構を覆っていた褐色

土は掘削されたⅣａ層の再堆積土と判断した。土坑はトレンチ外部にのびるため，全体の規模・形状は不明

だが，検出された範囲で上端の最大径は約1.8ｍを測る。北西から南東方向へやや斜めに落ち込み，下端の

一部が上端より外にはみ出す様子は，いわゆる袋状土坑やフラスコ形土坑と呼ばれる貯蔵・廃棄用の土坑を

彷彿とさせる。実際，覆土に多量の貝殻を含む様子から，SK02が廃棄土坑である可能性は高いとみられ，貝

殻の密集する部分と土が混じる部分との差は，廃棄の単位を示すと考えられる。

８ＴSK03

　８Ｔ南東側の壁際で検出した。遺構の大部分が調査区外にのびるため，平面形や全体の規模等は不明だが，

土層断面上で，４層（Ⅲｂ層）の下部から６層（Ⅳa層）に掘り込まれた直径2.4ｍ程度の土坑であること

が把握された。SK02と同様，ハイガイを主体とする多量の貝殻が密集して出土しており，同じ性格の遺構と

考えられる。５号人骨が出土したST01との上下関係により，これに先行する遺構であることがわかる。

８ＴSK04

　８層（Ⅴ層）上面で検出した。直径90㎝あまり，検出面からの深さ約30㎝を測る。やや粘性の強い黒褐

色土を覆土とする。礫や焼土など，遺構の性格を推定できるような痕跡は無いが，比較的大型の轟式土器片

がまとまって出土した。

（２）小穴（ピット）

　調査区全体で７基のピットが検出された。調査面積が限られるため，いずれもほぼ単独の検出であり，位

置関係から建物などの存在を推定できるものはない。以下に，それぞれの検出位置や層位等について記述す

る。

　４ＴSP01　　　･･･４Ｔ東部，SK01のすぐ横で検出した。直径約30㎝，検出面からの深さ約20㎝を測る。

周囲で検出したSK01や礫群と同様，Ⅳａ層に帰属する。

第３節　遺構
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　６ＴSP01～ 03　　６Ｔ北壁際のサブトレンチ内で，地山上面から検出した。SP01・02は東に向かって地

山が落ち込む法肩付近で，SP03は斜面中で検出した。覆土はいずれも５層に類似した

黒褐色土で，５層から出土した土師質土器により中世の遺構と考えられる。

　８ＴSP01～ 03　　地山上面で検出した。SP01・02は直径20㎝あまり，検出面からの深さ約10㎝で類似

しており，関連する遺構の可能性がある。SP02は調査区南東側の壁際で検出され，土

層断面により８層（Ⅴ層）から掘り込まれたものと判断される。

（３）礫群（集石遺構）

　２Ｔ・３Ｔ・４Ｔ・５Ｔ・８Ｔの各トレンチで，安山岩を中心とする多数の礫が密集して出土した。被熱

によるとみられる変色や亀裂があるものが相当数含まれることから，人為的に集められ，火を伴って使用さ

れた，いわゆる集石遺構の一種と判断した。検出層位は，２Ｔのみ基本層序Ⅳｂ層で，他は全てⅣａ層中か

ら出土した。

　礫群はトレンチ内のほぼ全域に分布し，トレンチ外にも続いている。密集具合に多少の濃淡があり複数の

単位に分かれるとみられるが，ほぼ切れ目なく分布するため，それぞれの礫がどの群に属すかを客観的に区

別するのは困難である。また，３Ｔをはじめ再掘削した過去の調査区の下で検出されたものに関しては，上

部の撹乱が激しく検出レベルも一定していない。よって本書では礫群を「●号集石」といった個別の遺構と

しては区別せず，トレンチ単位で概要を述べることとする。

２Ｔ集石

　２Ｔ内で検出した第６次調査Ａトレンチ22グリッド内で，基本層序Ⅳｂ層中から出土した。Ⅳa層中で

礫群の一部が検出された当初，広く掘り下げて礫群の全体を把握することも考えられたが，同グリッド内に

は，学史上特に重要と言える６次調査１号人骨が出土した土壙が良好に残っており，今後の史跡整備・活用

を念頭にこれを破壊すべきでないと判断した結果，トレンチ内の一部にサブトレンチを設け，その中だけで

の検出に留めた。約90㎝×120㎝の範囲で，総数94点の礫を検出した。石材は全て安山岩で，うち20点に

被熱によるとみられる変色や亀裂が確認された。部分的な検出のため全体の規模や土坑の有無等は不明であ

る。

３Ｔ集石

　２次調査の調査区跡とみられる撹乱層を掘り下げた後，下部のⅣａ層中から出土した。深く撹乱が入るト

レンチ中央を除き，トレンチ内の全域に礫の分布がみられる。記録はⅣｂ層上面に張り付いた状態のものを

中心に行い，Ⅳａ層中に浮いた状態のものは掘削途中で随時取り上げたが，これも相当数に上る。記録した

礫は総数895点を数える。石材は877点が安山岩，４点が頁岩，６点がチャート，３点が花崗岩，３点が凝灰岩，

２点が砂岩である。変色・亀裂など被熱の痕跡がみられたものは388点あり，全体の４割超に及ぶ。無秩序

に散乱したような出土状況からみて，礫のほとんどは使用後に崩された複数単位の集石が混ざり合って堆積

しているとみられる。ただし，トレンチ東端付近などに一部，比較的大型の礫が密集する部分があり，これ

らについては使用時の状況を留めている可能性がある。礫群が土坑を伴う集石土坑（集石炉）であったかは

不明だが，同じ層位に帰属するSK01～03は関連する遺構である可能性がある。ただし，土坑内部から礫や

焼土の出土は無かった。

４Ｔ集石

　４Ｔ内，２次調査Ⅵ区とみられる調査区跡の下部で出土した。帰属する層位は基本層序Ⅳａ層である。２Ｔ・

３Ｔほど密集した状態ではなく，出土した礫は約2.8㎡中で89点と，他のトレンチより比較的散漫な分布

状況である。このうち，石材は全て安山岩で，うち被熱の痕跡が見られたものは１点のみである。分布状況
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から，北西側の一群と南東側の一群に大別され，特に南東側の群は焼土を覆土とするSK01と関連する遺構

である可能性が高い。

５Ｔ集石

　トレンチ南東部を中心に，Ⅳａ層中から出土した。近接する３Ｔで出土した礫群とつながる一連の遺構と

みられ，その西端部にあたる。ただし，２次調査に伴う掘削で礫群の一部は破壊されているとみられ，出土

状況にみえる空白部分は必ずしも本来の配置や集石の単位を示すものとは限らないため注意が必要である。

　検出・記録した礫は総数83点で，うち安山岩が78点，頁岩が４点，チャートが１点である。このうち，

被熱の痕跡が見られるものは全体の６割を超える51点含まれる。集石に伴う土坑は検出されなかった。

８Ｔ集石

　Ⅳａ層中から出土した。トレンチ内全域に分布し，トレンチ外にも続いているとみられる。埋没過程で原

位置から動いたとみられる，土中に浮いた状態のものを除外し，相互に組み合っているもの，下位のⅣｂ層

上面に乗っているもの等，可能な限り本来の位置関係を保っているものに限定して記録作業を行った。記録

された礫は総数350点を数える。石材の内訳は安山岩が313点，チャートが14点，凝灰岩が10点，砂岩が

11点，花崗岩が１点，片岩が１点である。また，全体の６割あまりにあたる231点について変色・亀裂など

被熱の痕跡が認められた。集石に伴うとみられる土坑は確認されなかった。

（４）土壙墓（１号～５号人骨）

　第12・13次調査を通して，計５体分の人骨が出土した。うち１号～４号人骨は３Ｔから，５号人骨は８

Ｔからの出土である。出土人骨の詳細は第５章で述べるが，以下に検出層位や土壙について，考古学的な所

見を中心に述べる。

　１～４号人骨は，３Ｔ内東寄りの一画で，Ⅳａ層で出土した礫群の下位から出土した。いずれも仰臥屈葬

の姿勢をとる埋葬人骨で，帰属する層位はⅣｂ層である。人骨の切り合い関係から埋葬順は４号→１号→２・

３号で，２号と３号は直接の上下関係が無いため埋葬順は不明である。密集した出土状況から，これらの人

骨は同時埋葬の可能性が考えられるが，注意して観察した上でも土壙のプランは検出できなかった。単に土

色に紛れて認識できなかった可能性も残るが，土壙を伴わないことを事実として捉えれば，土壙による地下

埋葬でなく，盛土等による地上埋葬の可能性も視野に入れる必要がある。２号人骨の脚部など，骨の一部が

礫群と同じレベルに突出して発見された背景に，埋葬された盛土を削平して礫が敷かれた可能性が考えられ

る。

　５号人骨は８Ｔ東部の一画で出土した。当初，トレンチ北東側の壁中に骨の一部が出土し，全体を検出す

るためトレンチを拡張した結果，仰臥屈葬の姿勢をとる，ほぼ完全な形の埋葬人骨が出土した。また，人骨

の検出に際し土壙のプランと上端の層位にも留意した結果，貝層（Ⅲｂ層）の下から掘り込まれた土壙を検

出し，これを土壙墓ST01とした。土壙の覆土中には礫も多く含まれ，一見すると，土壙が礫群より先行す

るようにも見えるが，これは土壙を掘削する際に礫の一部が動かされ，埋葬後の埋め戻しに伴って紛れ込ん

だものと捉えられる。なお，人骨取り上げ後の土壙底部では，SK03の覆土である多量の貝殻が検出され，こ

れによりST01が SK03より後出する遺構であることがわかる。

第４節　出土遺物

（１）出土遺物の概要

　轟貝塚第12次・13次調査を通して多くの遺物が出土した。遺物の総量は整理前の袋詰めの状態でコンテナ

第４節　出土遺物
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106箱分に及ぶ。

　遺物の時代は縄文時代が多くを占めるが，他にも弥生時代から中世まで，幅広い時期の遺物がみられる。

その多くは土器であり，縄文時代早期から後期までを含む縄文土器に加え，弥生土器，土師器，瓦質土器等

が含まれる。

　土器ほどの数量は無いが，石器・石製品も多数出土した。器種は石鏃・石匙・削器・打製石斧・磨製石斧・磨石・

敲石・石皿・砥石・石錘・双角状礫器と若干の石製品で，出土数の多寡はあるものの，狩猟・伐採・製粉・加工・

漁撈といった，様々な生業に関わる道具が含まれる。なお，剥片と若干の石核も出土しており，遺跡内で石

器の加工が行われたことを示唆しているが，今回これらについては図化・掲載していない。

　骨角器については出土数が少なく，製品として確認したものは図示した２点のみである。包含層中に多量

の獣骨が含まれることと対照的である。ただし，獲物の解体や骨髄食に伴うとみられる傷，いわゆるカット

マークが残る獣骨は別に若干数みられる。貝製品は貝輪を中心に８点が出土している。

　これらの遺物のうち，比較的残りの良かった1378点（土器・土製品1150点，石器・石製品218点，骨角・

貝製品10点）について以下に詳述する。掲載順は１Ｔから８Ｔまでのトレンチ順を基本とし，トレンチ内

をさらに層位別に分けることを原則とする。

（２）土器の分類

　出土した縄文土器の分類は，ほぼ同じ地点の調査を含む第６次調査の報告（宇土市教育委員会2008）にお

ける分類に準拠し，一部について若干の変更を行った。

　出土した縄文土器は大きくⅠ～Ⅶ類に分類され，うち可能なものについて細分を行った。以下にその分類

の概要を示し，調査区ごとの個々の出土遺物については後述する。なお，６次調査報告に含まれるもので，

今回報告する12・13次調査では出土していないものもあるため，分類として存在するが，該当する遺物が

無いものもある。調査報告としてはやや不自然だが，過去の調査との比較検討を念頭に，敢えてそのまま掲

載した。また，報告する遺物の多くは小破片であり，器形全体の復元ができるものをほとんど含まないこと

から，分類は主に文様を中心に行った。

Ⅰ類　押型文系土器群

　原体の円周に文様を彫刻し，それを回転押捺することで土器表面に施文した土器群である。鋸歯状の三角

波状文を彫刻し山形押型文を施文したⅠa類と，交差する格子目状の刻みにより格子目押型文を施文したⅠｂ

類，円形や楕円形の彫刻による楕円押型文を施文したⅠｃ類に細分した。

Ⅱ類　貝殻文系土器群

　口縁部外面に貝殻腹縁による刺突文や押引文，沈線文などを施した土器群である。一部の沈線を除き面的

な貝殻条痕を施さないⅡａ類と，下記のⅢ類につながる地文としての貝殻条痕がみられるⅡｂ類に分けられ

る。塞ノ神式土器に相当する。

Ⅲ類　轟式系土器群

　深鉢形を呈し，地文にハイガイ等フネガイ科の貝殻腹縁を用いた貝殻条痕を施すものや，その系譜上に位

置づけられる土器群である。施文の技法や文様からⅢａ～Ⅲｇ類に分けられ，それぞれが更に細分できる。

　Ⅲａ類 ： 内外の器壁に貝殻腹縁による強い条痕を施す。斜めや横方向など，不定方向の条痕を施すⅢa１

類と，綾杉状や曲線状といった，文様的な意匠を含む規則的な条痕を施すⅢa２類に分けられる。

胎土にはやや大きめの砂粒が混じり，他のⅢ類の土器に比べやや器壁が厚い。轟Ａ式土器に相当

する。
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Ⅰa類（673） Ⅰｂ類（948） Ⅰｃ類（835）

Ⅱa類（674） Ⅱa類（679）
Ⅱｂ類（686）

Ⅲa１類（555）

Ⅲa２類（454）
Ⅲa２類（1006）

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲｂ１類（688）
Ⅲｂ２類（1259） Ⅲｂ３類（1034）

Ⅲｂ４類（1053）

Ⅲｂ５類（471）

Ⅲ類

Ⅲｂ６類（1066）

Ⅲｂ７類（581）

第 58 図　出土土器分類図１

Ⅲｃ１類（1082）

Ⅲｄ１類（491）
Ⅲｄ２類（917）

Ⅲｄ３類（226）

Ⅲe１類（※）

Ⅲg類（821）Ⅲf類（563）
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Ⅳa類（595）

Ⅳa類（788）

Ⅳｂ１類（325）

Ⅳｂ１類（326）

Ⅳｂ２類（1273）

Ⅳｄ類（271）

Ⅳｃ１類（※）
Ⅳｃ２類（※）

第 59 図　出土土器分類図２

（）内の数字は遺物番号を示す。
（※）は，宇土市教育委員会 2008『轟貝塚』宇土市埋蔵文化財調査報告書第 30 集から
引用した轟貝塚第６次調査出土遺物。

Ⅳ類

Ⅴa１類（※） Ⅴa２類（※）

Ⅴｂ１類（754）

Ⅴｂ２類（※）

Ⅵ類（292）

Ⅶ類（25）

Ⅶ類（※）

Ⅴ類

Ⅵ類

Ⅶ類
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　Ⅲｂ類 ： 器外面に隆起帯文（以下「隆帯」）が施されるもの。隆帯の太さや施文技法により細分が可能である。

主にアカホヤ火山灰層より上層で出土する，いわゆる轟Ｂ式土器に相当するが，Ⅲｂ１類・Ⅲｂ

２類についてはアカホヤ火山灰層より下層から出土する微隆起帯文土器や西之薗式土器に相当す

る可能性がある。

Ⅲｂ１類：横位や縦位，斜位の隆帯を器外面に多数貼り付けるもの。隆帯は小規模な微隆起帯

文が多い。

Ⅲｂ２類：口縁端部に近い位置に，やや高く突出する隆帯を１～２条並行してめぐらせるもの。

隆帯上に連続する刻み目を施し，貝殻腹縁による横位・縦位・曲線状の強い貝殻条

痕を伴うものが多い。

Ⅲｂ３類：口縁部を中心に隆帯を数条貼り付けるもの。

Ⅲｂ４類：口縁部を中心に微隆起帯文を数条貼り付けるもの。

Ⅲｂ５類：隆帯上に刻み目や刺突文を施すもの。

Ⅲｂ６類：粘土紐貼り付けによらず，器表面の摘み上げや上下に強い沈線や押引文を施すこと

で微隆起帯文を造り出すもの。

Ⅲｂ７類：縦位・横位・渦巻状など多様な隆帯と刺突列点，押引文等を施し，胴部中央で器壁

が屈曲する独特の器形を持つ。轟Ｂ式土器の中で，単純な砲弾形のものと区別して

呼ばれる「屈曲型」に相当する。

　Ⅲｃ類：地文の浅い貝殻条痕が残り，そこへ波状文を主体とする曲線文を施す。波状文の振幅が比較大き

いⅢｃ１類と，振幅が小さいⅢｃ２類に分けられる。轟Ｃ式土器に相当する。

　Ⅲｄ類：外面や口縁部内面に短直線文や２本単位の波状沈線，刺突列点文や押引文といった文様を持つも

の。地文の浅い条痕が残るものと残らないものがある。沈線と刺突列点文の関係等から，以下の

とおり細分できる。

Ⅲｄ１類：外面や口縁部内面に短直線や波状沈線を施す。沈線は２本単位のものが多く，また

下方に膨らむ弧状を呈するものが多い。刺突列点文は施さないが，一部押引文が施

されるものがある。

Ⅲｄ２類：Ⅲｄ１類のような細めのヘラ状施文具を用いず，幅広の施文具でやや浅めの沈線な

いし条痕状の沈線を施すもの。

Ⅲｄ３類：沈線は施されず，刺突列点文だけの文様構成のもの。文様から見る限り，Ⅱ類に似

た文様構成のものが存在するため注意が必要である。

　Ⅲｅ類 ： 隆帯と沈線を組み合わせたⅢｅ１類や，隆帯がなく直線と弧状の細い沈線を組み合わせたⅢｅ２

類がある。器壁は薄い。野口式土器に相当する。

　Ⅲｆ類 ： 外面全面に列点文や平行する直線文を組み合わせた幾何学的な文様が施されるもの。曽畑式土器

に相当する。

　Ⅲｇ類 ： 外面や口縁部内面にフネガイ科貝類の貝殻腹縁を用いた押引文を帯状に施したもの。粘土紐を貼

り付けるものをⅢｇ１類，貼り付けないものをⅢｇ２類とするが，今回報告する中にⅢｇ２類は

含まれない。尾田式土器に相当する。

Ⅳ類　阿高式系土器群

　外面に凹線文・凹点文を主体とする文様を施す土器群。凹線文から変化したとみられる沈線文を施すもの

も含む。胎土中に多量の滑石を含むものがある。Ⅳａ～Ⅳｄ類に分類できる。

　Ⅳａ類 ： 凹線文間に爪形の刺突や押引文を加えた文様を主体とし，粘土貼り付けによる隆帯やその上部に

第４節　出土遺物
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刻目を施すものもある。胎土には多量の滑石を混入する。並木式土器に相当する。

　Ⅳｂ類 ： 口縁部を中心に凹線文や凹点文を施す。凹線文には縦・横・斜位の直線文や入組文，渦巻文など

がある。口唇部に凹点文を施すことで，口縁部が波状を呈するものが多い。胎土中に滑石を混入

するものもある。器形は平底の深鉢形を呈すとみられる。阿高式土器に相当し，文様帯の幅から

以下のように細分できる。

Ⅳｂ１類：文様帯が口縁部から胴部上位にまで及び，凹点や横位の凹線文で文様帯と無文部が

明確に区別される。

Ⅳｂ２類：文様帯が口縁部に限られ，胴部に比べて口縁部が肥厚するもの。

　Ⅳｃ類 ： 口縁部に細めの凹線文や太めのヘラで施文する土器群で，逆Ｓ字状文や縦位・斜位の直線文等を

施す。南福寺式土器に相当する。

　Ⅳｄ類 ： 深鉢形で，口縁部文様体にヘラ状の施文具を用い，直線的な短沈線文を面的に施文する土器群。

出水式土器に相当する。

Ⅴ類　市来式系土器群

　口縁部が突帯状に肥厚する貝殻条痕文系の土器群。口縁部外面に短沈線や爪形文，貝殻文を施す。深鉢が

ほとんどで，口縁部は外反する。

　Ⅴａ類 ： 山形口縁のもの。口縁部に粘土帯を貼り付けるⅤａ１類と，粘土帯を貼り付けずに肥厚するⅤａ

２類に分類できる。

　Ⅴｂ類 ： 平口縁のもの。口縁部に粘土帯を貼り付けるⅤｂ１類と，粘土帯を貼り付けずに肥厚するⅤｂ２

類に分けられる。

Ⅵ類　磨消縄文系土器群

　器面に縄文を施した後，一部を磨り消して文様を表現する磨消縄文を持つ土器群である。６次調査報告で

はⅥａ～Ⅵｄ類の４つに分類し，それぞれ鐘﨑式・北久根山式・福田Ｋ２式・西平式に相当するとしているが，

今次報告の中では詳細不明な小片のみであるため，詳細な分類はしていない。

Ⅶ類　黒色磨研土器群

　器面を丁寧に磨き，黒色に仕上げることを意図する黒色磨研技法を用いる土器群。口縁部が「く」の字形

でやや内傾気味に屈曲し，頸部は弧状にくびれて胴部に至る。口縁部に２～３条の平行沈線がめぐる。御領

式土器に相当する。

縄文時代以外の土器

　縄文時代以外の土器として，調査地点により数に偏りはあるが，弥生土器・土師器・須恵器・瓦質土器・

陶磁器類がある。このうち，小片ながら比較的出土数の多い弥生土器の甕片について，口縁部外面の突帯形

状により以下のとおり分類した。なお，この分類は宇土市石ノ瀬町に所在する石ノ瀬遺跡出土遺物を用いた

分類（川口2001）に基づき，一部変更を加えたものである。

　Ⅰ類：口縁部に小さな断面三角形の突帯が施されるもの。突帯上面は平坦で，口唇部に刻目を施すものが

ある。口縁部内側は突出せず，突帯と胴部外面との境は完全にナデ消されていない。

　Ⅱ類：突帯がⅠ類よりも大きく，傾きが水平なもの。突帯上面は平坦で，断面の形状にはいくつかのバリ

エーションがある。口縁部内側が突出しないⅡａ類と，突出するⅡｂ類に細分できる。

　Ⅲ類：突帯が「く」の字状に上方に傾くもの。突帯の形状はⅡと同じ。口縁部内側は突出しない。

　Ⅳ類：「く」の字に傾く突帯の内側が小さく突出するもの。

　Ⅴ類：「く」の字に傾く突帯の内側が強く突出するもの。

　Ⅵ類：「く」の字に傾く突帯の上面が，強くナデられることにより浅く窪み，内側が強く突出するもの。
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　Ⅶ類：「く」の字に傾いた突帯の上面が，反り返るように強く窪むもの。

（３）轟貝塚第12・13次調査出土の土器

１ＴⅠ・Ⅱ層出土土器（第60～63図）

　199～201は貝殻腹縁による施文が施されたⅡ類である。199は押引文，200は平行する沈線文が施される

Ⅱａ類，201は内外面に貝殻条痕を地文として施し，貝殻腹縁による刺突を加えたⅡｂ類である。

　202は内外面に貝殻条痕を施すⅢ類で，縦・横・斜めなど規則的に施文される様子からⅢａ２類に分類で

きる。

　203～211は貝殻条痕の上に隆帯を施すⅢｂ類である。うち203は縦方向の微隆起帯文を複数施すⅢｂ１類

である。204～206はⅢｂ２類で，口縁部外面に比較的高く突出する隆帯を施し，その上面に刻み目を施す。

206は隆帯の下に波状の曲線文がみられる。207はⅢｂ３類で，口縁部外面に断面三角形の隆帯が平行して２

本みられる。208～211はⅢｂ５類である。208は貝殻による波状の条痕を全面に施すもので，これ自体に隆

帯は無いが，後述する８ＴSK02で出土した1297（第 117図）等，同じ文様と刺突を施した隆帯が同居する

資料がみられることにより分類した。209は隆帯上に刻み目を，210は丸い棒状工具によるとみられる刺突を，

211は断面三角形の工具による刺突を隆帯上に施す。

　212〜214は，薄い貝殻条痕の地文に曲線状の条痕を施すⅢｃ類である。うち212は振幅の大きさからⅢｃ

１類に分類される。

　215～219はⅢｄ１類である。215・216は口縁下部に横方向の沈線を施す。217は横方向の直線と波状の沈

線及び斜め方向の直線的な沈線で施文されている。218は縦方向に貝殻条痕を施した後，横方向に平行する

複数の沈線を施す。219は横・縦方向に細い沈線を施す。

　220はⅢｄ２類である。斜行する条痕の上に横方向の隆帯及び沈線を施す。隆帯上には連続して刺突を施し，

沈線は比較的幅広の工具による。

　221・222・226はⅢｄ３類である。221には浅い条痕が地文として残るが，222にはみられない。どちらも

棒状工具によるとみられる刺突を横方向に連続して施す。226は縦・横方向の条痕の後，上下２列の刺突列

点を施す。

　223〜225は特に細分しなかったⅢｄ類である。223は横方向の条痕の後，縦方向の沈線を施す。わずかな

がら棒状工具によるとみられる刺突も施される。224はナデ調整された器面に押引文に近い連続刺突が施さ

れる。

　227・228はⅢｅ類である。227は横方向の押引文で区画された間に薄い波状沈線を施す。228は条痕の上

に細い弧状の沈線を施す。

　229～ 232はⅢｆ類である。229は内外面に平行する細い沈線を施す。230～ 232は縦・横・斜め方向の沈

線に加え，棒状工具による刺突を施す。

　233～246は，貝殻条痕の存在によりⅢ類に分類したが，特徴に乏しくそれ以上の細分ができなかったもの

である。233は条痕の上に斜行する沈線を施す。235も横方向の条痕の上に，縦方向の細い沈線を施し，口縁

部外面には刻目を施す。239は底部片で，やや尖底気味の丸底を呈す。246は貝殻による連続する押圧で鋸歯

状の文様を施す。条痕でなく，破片には隆帯もみられないが，８Ｔ出土のものに類似の文様と刺突を施した

隆帯を併せ持つものが出土していることから，Ⅲｂ５類にあたる可能性が高い。

　247はⅣａ類である。凹線文の上下に連続する爪形文を施す。胎土には滑石が多く含まれる。

　248～270は，外面に凹線・凹点で施文したⅣｂ類である。うち248～254はⅣ b１類で，施文が口縁部だ

けでなく胴部に及ぶものである。248・249は縦方向の，250・252～254は横方向主体の凹線がみられ，251は横・

第４節　出土遺物
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第 60 図　１Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器１（1／３）
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斜め方向に加え渦巻状の凹線が施される。254では無文となる胴下部が確認できる。

　255～258はⅣｂ２類である。255は先の尖った工具による縦方向の短い凹線を連続して施文する。256は

横方向の浅い凹線の上下と口唇部に凹点を連続して施す。257・258も同様の施文がみられるが，258は横方

向の線の幅が狭く，沈線状である。

　259～270・272は文様帯の広さから細分できなかったⅣ類である。259は横・斜め方向の凹線を施す口縁部片。

260には凹線はみられず，口唇部に施された連続する深い凹点により，口縁が鋸歯状に波打っている。261は

口縁から少し下がった位置に横方向の凹線を施し，胎土には滑石を含む。262は口縁下部に施された横方向

の凹線の上から斜め方向の凹線を連続して施し，口唇部には連続する凹点を施す。263は横方向の凹線がみ

られる胴部片である。264は口縁部外面と口唇部にやや大型の凹点を施す。265は一部「く」の字に屈曲する

やや細めで縦方向の凹線が施される。266には凹線はみられない。肥厚する口縁部と口唇部に施された凹点

が特徴で，器面は赤く彩色されている。267は渦巻状の凹線がみられ，凹線の底部にみられる凹凸から，貝

殻など凹凸のある施文具を用いたとみられる。268・272は口唇部に凹点を施す他，粘土の継ぎ目を横方向の

沈線状に明瞭に残す。269・272も同様に粘土の継ぎ目が明瞭に残る。270は横方向に流れるような凹点を口

縁部に多数施す。267と同様，貝殻などの施文具を用いたとみられる。

　271はⅣｄ類である。横方向の凹線で区画した間に，縦方向の沈線が連続して施される。

　273は沈線で区画された間に薄い縄文が残るⅥ類である。沈線の中などにわずかながら赤色顔料が付着し

ている。

　274～287は施文された部位が残存しない等の理由で分類しなかったものである。274～283・285は底部片

である。いずれも平底で，274～ 277・279・282にはやや不明瞭ながら鯨骨らしき圧痕が残る。284は口縁部

に取り付いた把手部分で，全体が黒くいぶされる黒色磨研状の土器である。Ⅶ類に近いものとみられる。286

はやや細長い刺突と波状の細い沈線で施文される。287はごく薄い横方向の条痕がみられ，不明瞭ながらⅢ

類に近いとみられる。

　288～291は縄文時代以外の土器片である。288・289は土師器の小皿で，底部には回転糸切り離し痕が残る。

290は弥生土器で，頸部に一条の突帯を施す壺形土器である。291は円筒埴輪片である。残存状態が悪く刷毛

目などの調整は不明だが，突帯部分の破片である。

１ＴⅢａ層・Ⅳａ層出土土器（第64図）

　292はⅢａ層出土である。沈線による区画の中に目の細かい撚糸状の文様が残るⅥ類である。掘削面積が

少ないとはいえ，Ⅲａ層出土の土器はこれのみであり，撹乱層から混入した可能性も考えられる。

　293～299はⅣａ層出土の土器である。293は縦方向の山形押型文がみられるⅠａ類，294は平行する３本

の隆帯が斜め方向に取り付くもので，Ⅲｂ類とみられる。295は内外面に明瞭な貝殻条痕が残るⅢ類である。

296・299はⅢｄ類で，296は横方向の平行する沈線を，299は横方向の条痕の上から刺突を施す。297・298

は平行する曲線的な沈線を全体に施すもので，Ⅲｆ類とした。

２ＴⅠ・Ⅱ層出土土器（第65・66図）

　300・301は山形押型文を施すⅠａ類である。小片のため器形等は不明である。

　302～304はⅡａ類である。302は貝殻腹縁による刺突を施す。303は爪形文の下部に波状文を施し，器形

は口縁に向かいラッパ状に開く。304は器壁の厚い口縁部の内外に，貝殻による沈線とも条痕ともつかない

擦過痕がやや散漫に施される。305は貝殻腹縁による刺突・波状文の下に，地文としての貝殻条痕が薄く残

るⅡｂ類である。

第４節　出土遺物
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第 61 図　１Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器２（1／３）
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第 62 図　１Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器３（1／３）

第４節　出土遺物
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第 63 図　１Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器４（1／３）
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　306～315はⅢａ類である。うち306～312はⅢａ１類に細分され，比較的厚手の器壁に，内外面に強い貝

殻条痕を施す。口縁部片のうち306・307・308は刺突・刻目を口縁端部の外側に施し，310・311・312は口唇

部上面に施す。313～ 315はⅢａ２類で，斜行する条痕を交差させる等，文様的な意匠を持つ条痕が含まれる。

口縁部片である314では，口縁端部の外側に刻目が施される。

　316～318は，貝殻条痕の上に隆帯を貼り付けるⅢｂ類である。316は条痕の上に押引文で施文した後，縦

方向の隆帯を貼り付けるⅢｂ１類で，口唇部には連続する刺突を施す。317は口縁下部に比較的強く突出す

る横方向の隆帯を貼り付け，隆帯及び口唇部に連続する刻目を施すⅢｂ２類である。318は強い押引文によ

り隆帯状の突出部をつくり出すⅢｂ６類に分類される。

　319・320はⅢｄ類である。319は横方向に連続する刺突列点を密集・平行して３列施し，それ以外の部分

をナデで仕上げるⅢｄ３類である。320は斜め方向の条痕と横方向の押引文で施文し，内面にも押引文を施す。

　321は上下それぞれに開く２本の弧状沈線と横方向の平行する沈線がみられるⅢｅ２類である。

　322・323は，詳細は不明だが貝殻条痕の存在によりⅢ類と判断される。322は底部片で，尖底気味の丸底

を呈す。323はやや文様的で散漫な条痕を施し，口唇部に連続する刻目を施す。Ⅲ類としたが，Ⅱ類に近い

ものである可能性がある。

　324～334はⅣｂ類である。うち324～ 326はⅣｂ１類で，横方向を主体とする凹線に斜めや曲線状の凹線

と凹点を加え，口唇部にも凹点を施す。口縁部は肥厚せず，垂直～やや開き気味に立ち上がる。327はⅣｂ

２類である。口縁下部に横方向の凹線を施し，口縁端部との間及び口唇部に等間隔の凹点を施す。328・329

は上方に屈曲して立ち上がる口縁付近の破片とみられ，曲線や渦巻状の凹線を施す。329の凹線内には一部

赤色顔料が付着している。333は渦巻状の凹線が口縁端部まで及び，口縁自体がこれに沿った曲線を呈す。

334は縦方向の短直線状の凹線と口縁部の凹点で施文される。

　335～337は，文様部分が残存しないため分類不能である。335は大きく外傾して立ち上がる胴下部の破片で，

不明瞭ながら貝殻条痕らしき痕跡がみられることからⅢ類の可能性がある。336は平底の底部で，鯨骨らし

き圧痕が残る。337も同じく平底の底部で，一部に縄目状の圧痕が残る。

　

第 64 図　１Ｔ　Ⅲ a・Ⅳ a層出土土器（1／３）

第４節　出土遺物
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第4章　貝塚中心部の調査

第 65 図　２Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器１（1／３）



０ 10㎝

322 323

324
325

326

327

331

332

330

333

335 336

337

334

328 329

赤色顔料

− 116 −

第 66 図　２Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器２（1／３）

第４節　出土遺物
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３ＴⅠ・Ⅱ層出土土器（第67～70図）

　338はⅢｆ類である。外面は口縁下部に連続する刺突を施し，その下に横方向の連続する沈線を施す。沈

線は内面にもみられ，口縁付近に横方向の直線文や波状の曲線文を施す。

　339～341はⅡ類である。うち339は地文としての貝殻条痕を持たず，貝殻腹縁による刺突・沈線を施すⅡ

ａ類で，連続する刺突を弧状に配置する。340・341はⅡｂ類である。340は外面に貝殻による押圧文を連続

して施し，内面には面的に貝殻条痕が残る。341は縦方向のごく薄い貝殻条痕の上に，沈線状に明瞭に施さ

れた横方向の条痕がめぐる。内面にも同様に横方向の条痕が施される。

　342は貝殻条痕に規則的な意匠を持たせたⅢａ２類である。口唇部外側に連続した刻目を施し，斜め方向

に施文される条痕と刻目との間を横方向の条痕で区画する。

　343～353は，貝殻条痕の上に横走する隆帯を複数施したⅢｂ３類である。貼り付けた隆帯を短い間隔で顕

著につまむものと，つまみの間隔が広くナデ調整に近いものとに分けられる。354も同様に横走する複数の

隆帯を持つが，隆帯の小ささからⅢｂ４類に分類した。

　355～370・381～383はⅢｂ７類である。胴部中央で屈曲する器形と，縦・横・渦巻状といった多彩な形状

の隆帯，緻密に施された刺突や押引文が特徴的である。胴部の屈曲部が直接確認できないものも多く含むが，

文様構成から同じ型式の土器と認識した。

　371～380・385・386は縦方向主体の貝殻条痕に横方向の沈線を複数施すⅢｄ１類である。372・374・380

のように，別に斜め方向の沈線を重ねるものもある。また385・386は横方向直線状の沈線の他，波状の沈線

を施す。

　384は外面を縦・横の沈線と口縁下部に連続して施した刺突で施文し，内面にも刺突を施す。口唇部には

刻目を施す。刺突と沈線が同居する点が独特だが，ひとまずⅢｄ類に分類する。

　387・388はⅢｆ類である。387は外面に３本単位の沈線を横方向に連続的に施し，同様の沈線を一部山形

に施す。内面には直線文と波状の曲線文を横方向に施す。388は横方向の直線文を連続して施した下に，波

状沈線を連続して施す。文様帯が明確に区分されている様子がうかがえる。

　389は貝殻条痕によりⅢ類に分類できるが，それ以外の特徴に乏しく細分はできない。丸底の底部片で，

器壁は薄い。

　390はⅣａ類である。粘土貼り付けにより肥厚する口縁部片で，連続する刺突や貼り付け隆帯，隆帯状の

刻目等の施文がみられる。胎土に滑石を含み，器面は滑らかである。

　391・392はⅣｂ類である。391は横方向の凹線により施文され，文様帯が口縁付近に限られる様子からⅣ

ｂ２類に細分される。392は縦・横方向の凹線がみられる。391に対し文様帯は比較的広いとみられるが，詳

細は不明である。

　393は縦方向の条痕の上に粘土帯を貼り付け，貝殻腹縁による刺突を施す。粘土貼り付けにより口縁部を

肥厚させる点はⅣ類又はⅤ類に近い特徴とみられるが，詳細は不明である。

　394～397は縄文時代以外の土器である。394・395は弥生土器の甕片で，上方に傾く突帯の内側が小さく突

出する394はⅣ類に，突帯上面がナデにより凹み，内側が強く突出する395はⅥ類に分類される。396・397

は土師器の坏で，ともに底部に回転糸切り離し痕が残る。

３ＴⅢａ層出土土器（第71図）

　出土した遺物は，407を除き全てⅢ類である。398・399はⅢｂ１類で，横・斜め・縦方向等の隆帯を施す。

400は横方向の隆帯がみられるⅢｂ３類，401は同じく横方向の隆帯だが，小規模な微隆起帯文がつくⅢｂ
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第 67 図　３Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器１（1／３）

第４節　出土遺物
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第4章　貝塚中心部の調査

第 68 図　３Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器２（1／３）
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第 69 図　３Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器３（1／３）

第４節　出土遺物
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第4章　貝塚中心部の調査

４類である。402は縦に走る複数の隆帯と横方向の連続刺突文がみられる。直接この破片ではわからないが，

胴部で屈曲するⅢｂ７類に相当する。403は隆帯の代わりに横方向に連続する刺突文を施すⅢｄ３類である。

404～406は条痕以外の特徴に乏しく細分し難いが，これらもⅢ類に分類される。

　407は内外面ともナデで調整され，特別な文様を持たないが，成形に伴う粘土紐の接合部が沈線状に明瞭

に残る。

３ＴⅢｂ層出土土器（第72図）

　408は内外面に地文の条痕がみられ，外面に貝殻腹縁による刺突を施すⅡｂ類である。以下，Ⅲｂ層から

出土した土器はこれを除いて全てⅢ類である。

第 70 図　３Ｔ　Ⅰ・Ⅱ層出土土器４（1／３）
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　409はⅢａ２類で，比較的厚手の器壁に綾杉状の規則的な条痕を施す。410はⅢｂ１類で，斜め方向の微隆

起帯文が平行して２本施文される。隆帯は粘土貼り付けでなく，摘み上げによるとみられる。411・412はⅢ

ｂ３類で，粘土紐貼り付けによる横方向の隆帯が平行して複数みられる。

　413～419・421・422はⅢｂ７類である。413・414は口縁部片で，縦方向の連続する微隆起帯文の下に横方

向の連続刺突文を施す。415も口縁部だが，隆帯はみられず横方向の連続刺突と同じく横方向の沈線がみら

れる。416・417は屈曲部を含む胴部片で，刻目を施した隆帯を伴う。418・419・421・422は隆帯から変化し

たとみられる横方向の連続刺突文を平行して複数施すもので，文様の要素はⅢｄ３類に近いものの，屈曲す

る器形が想定されるためⅢｂ７類に分類した。

　420はⅢｄ１類である。縦方向の薄い条痕の上に，横方向の弧状沈線を複数施す。内面にも横方向・直線

状の沈線を平行して複数施す。

　423～427は，貝殻条痕によりⅢ類に分類したが，それ以外に目立った特徴が無く，細分不能のものである。

３ＴⅣａ層出土土器（第73～77図）

　428・429はⅠ類で，外面に楕円押型文を施すⅠｃ類である。

　430～452はⅡ類である。うち430～448は地文としての貝殻条痕を持たないⅡａ類，449～452は貝殻条痕

の上から刺突・沈線等の文様を施すⅡｂ類に細分できる。430～432はそれぞれ貝殻腹縁による刺突を施す。

433は刺突に加え，貝殻による沈線状の条痕がみられる。434は外面にわずかな条痕，内面と口唇部には刺

突が施される。435はやや散漫に施される条痕と，その下部に不揃いな縄目のようにも見える押圧文を施す。

436は連続する刺突文のように見えるが，これはハイガイ等，フネガイ科の貝殻の背面にある結節部を利用

した押圧文とみられる。437・438は貝殻による屈曲する沈線を施す。439は主に内面に横方向の沈線を施す。

440～448は横方向や斜め方向の沈線を施すもので，特に443・446では沈線が交差する様子がみられる。449

はごく薄い条痕の上に，斜め方向の沈線を施す。450・451は条痕の上に貝殻腹縁による刺突を施す。452は

斜め方向の沈線をⅤ字状に施す。

　453～455はⅢａ類である。横方向の単純な条痕のみ確認できる453はⅢａ１類に，横方向や斜め方向の綾

杉状の施文がみられる454・455はⅢａ２類に細分される。

　456～484はⅢｂ類である。456はⅢｂ１類で，縦・横方向の微隆起帯文が施される。457～464はⅢｂ３類で，

横方向の平行する隆帯を複数施す。465～ 467は，同じく横方向の隆帯が複数みられるが，小規模な微隆起

第 71 図　３ＴⅢ a層出土土器（1／３）

第４節　出土遺物
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第 72 図　３ＴⅢ b層出土土器（1／３）
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帯文を施すⅢｂ４類である。468～471は，隆帯の上に刺突・刻目を施すⅢｂ５類である。刺突には細く扁平

な工具によるものと，丸みを帯びた棒状工具の２種類があるとみられる。472～484はⅢｂ７類である。胴部

中央で屈曲する器形に，縦・横・渦巻状など多彩な隆帯，横方向に連続する刻目，連続刺突文，押引文等で

施文される。

　485・486はⅢｃ類である。薄い貝殻条痕の上に，同じく貝殻によるとみられる曲線文が施される。曲線文

の振幅が大きいⅢｃ１類に分類される。

　487～501はⅢｄ類である。うち487～ 500は，薄く残る貝殻条痕の上に直線や弧状をなす沈線が施される

Ⅲｄ１類とみられる。501は外面に沈線，内面に刺突が施される。

　502・503は直線状・弧状の沈線を主体とする点ではⅢｄ類と変わらないが，沈線が密になり内外面に施さ

れる点からⅢｆ類とみられる。

　504～546は，貝殻条痕以外の特徴が不明で細分できなかったⅢ類である。ただしこの中にも，比較的厚手

で深い条痕を伴うⅢａ類・Ⅲｂ類に近いものと，条痕が比較的薄いⅢｃ類・Ⅲｄ類に近いものが存在する。

544～546は底部片で，545がやや不明瞭だがいずれも丸底を呈すとみられる。

　547はⅣａ類である。凹線と押引文に近い連続刺突文で施文され，胎土には滑石を含む。

　548は口縁下部に貼り付けた隆帯と縦方向の条痕で施文される口縁部片である。隆帯の存在からⅢｂ類に

近いと考えられるが，隆帯上も含めて貝殻もしくは棒状工具で調整したとみられ，指などで摘まむ他のⅢｂ

類とは趣が異なる。

　549は一部に横方向の条痕を持つもので，Ⅱ類又はⅢ類の可能性がある。550は貼り付け隆帯の上に刺突を

施すⅢｂ５類に似たものだが，地文の中に一部に縄目状の押圧文がみられる。551・552は平底の底部片で，

どちらも内面や立ち上がりに貝殻条痕がみられるⅢ類である。

３ＴⅣｂ層出土土器（第78図）

　553は，口縁部内外に貝殻腹縁による刺突を連続して施し，その下部に貝殻による沈線状の条痕を横走さ

せるⅡａ類である。

　554～566はⅢ類である。うち554～556はⅢａ１類に分類され，やや厚手の器壁に強く施文された条痕が残る。

口縁部片である555・556では口唇部に刻目がみられる。557～ 560は隆帯を施すⅢｂ類で，557は縦方向の

微隆起帯文によりⅢｂ１類に，558は並行する横方向の隆帯によりⅢｂ３類に，559は刻目のある隆帯により

Ⅲｂ５類に，560は面的に施された押引文によりⅢｂ７類に細分される。561・562はⅢｄ１類で，貝殻条痕

の上に横方向・直線状の沈線を施す。口唇部には連続する刺突を施す。563・564は連続する短直線文や波状

文を面的に施文したもので，Ⅲｆ類に分類される。565は隆帯を持つⅢ類とみられるが，口縁端部を外側に

突出させる点や外面にみられる羽状文風の施文が他の多くのⅢｂ類と異なっている。566は胴下部の破片で，

縦方向の条痕がみられる。

４ＴⅠ・Ⅱ層出土土器（第79・80図）

　567はⅡａ類である。厚手の器壁に貝殻による沈線を施す。沈線は斜行する２つの単位が交差するように

配置される。

　568は，同じく厚手の器壁を持ち内外面に貝殻条痕を施す。条痕は一定の規則性をもって横・斜め方向に

施される。Ⅲａ２類である。

　569は，内外面に貝殻条痕を施した後に縦・横・斜め方向の隆帯を施す。縦・斜め方向の隆帯を持つこと

からⅢｂ１類に分類したが，焼成や条痕の様子，隆帯の調整など，特徴のほとんどが下記のⅢｂ３類と共通

第４節　出土遺物
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第 73 図　３ＴⅣ a層出土土器１（1／３）
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第 74 図　３ＴⅣ a層出土土器２（1／３）
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第4章　貝塚中心部の調査

第 75 図　３ＴⅣ a層出土土器３（1／３）
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第 76 図　３ＴⅣ a層出土土器４（1／３）

第４節　出土遺物
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する。

　570～577は，横方向の隆帯を複数連ねるⅢｂ３類である。隆帯は貼り付けた粘土紐を上下からつまみ断面

三角形をなすものがほとんどだが，574のみ明確なつまみの痕跡がみられず断面に丸みを帯びる。577は12次・

13次調査で出土した土器全体の中でも特に大型の破片である。口縁下部から横方向の並行する隆帯を８条貼

り付け，最下部には折れ曲がって鋸歯状をなす隆帯が１条取り付く。地文の貝殻条痕を除き，胴部中央以下

には文様が施されない。

　578も横方向の隆帯を複数連ねるものだが，隆帯の規模が小さいことからⅢｂ４類に分類した。

　579～584はⅢｂ７類である。579は胴部中央で大きく屈曲し，屈曲部から上を押引文で埋め尽くすように

施文する。押引文は横方向と斜め方向の文様帯に分けて捉えられ，交互に上下に連なる。580も同様に横方

向の押引文が連ねられた口縁部片である。やや内傾して立ち上がり，口縁部がわずかに外反する。581は刻

目を持つ隆帯で文様帯を区画する胴部片である。Ｓ字状に屈曲し，およそ胴部上半のみ刻目を持つ隆帯や沈

線で施文する。582は縦方向の隆帯と横方向の連続する刺突文で施文される口縁部片である。やや外傾し，

直線的に立ち上がる。583はわずかに屈曲部にかかる胴部片で，押引文により面的に施文した後，刻目を持

第 77 図　３ＴⅣ a層出土土器５（1／３）
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つ縦方向の隆帯を施す。584は口縁部片で，口縁から少し下がった位置に横方向に連続する刺突を施す。

　585～588は貝殻条痕の存在からⅢ類とだけ分類した。うち588は平底の底部片で，外面底部を除き全面に

明瞭な貝殻条痕が残る。外面底部に特筆すべき圧痕はみられない。

　589はⅣａ類である。器面に貝殻条痕を施す口縁部片で，口縁部外側は大きく突出し，大ぶりの刻目が連

続して施される。胎土には多量の滑石を含む。

４ＴⅢａ層・Ⅲｂ層出土土器（第81図）

　590～596はⅢａ層出土，597～ 603はⅢｂ層出土の土器である。

590はⅢｄ３類で，横方向に連続する刺突文を施す。591・592・594は貝殻条痕によりⅢ類と認められるが，

それ以外の特徴に乏しく細分はできない。593・595・603は胎土に滑石を含むⅣａ類で，口縁部片である595

にはＭ字状に蛇行し頂部に刻目を施す隆帯がみられる。596は不明瞭ながら目の細かい縄文がみられる。船元

式等，外来系の土器の可能性がある。

　597～602は全てⅢ類である。597はⅢａ２類で，比較的厚手の器壁を持ち，貝殻条痕が綾杉状に施される。

598はⅢｂ３類で，口縁下部に２本の隆帯を平行に配置する。599も同様に横方向の隆帯がみられるが，隆帯

の規模が小さいⅢｂ４類である。600は貝殻条痕の上に弧状の沈線を施すⅢｄ１類である。601・602は，貝

殻条痕によりⅢ類とみられるが，細分できるだけの特徴を持たない。

第 78 図　３ＴⅣ b層出土土器（1／３）

第４節　出土遺物



０ 10㎝

567

568

570

573

576

577

574 575

571

569

572

− 131 −

第4章　貝塚中心部の調査

第 79 図　４ＴⅠ・Ⅱ層出土土器１（1／３）
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４ＴⅣａ層出土土器（第82～84図）

　604・605は山形押型文を施すⅠａ類である。

　606～613はⅡ類である。うち606～608は面的な貝殻条痕を施さないⅡａ類で，細い沈線や貝殻腹縁によ

る刺突で施文する。609～613は地文の貝殻条痕がみられるⅡｂ類で，条痕の上から貝殻腹縁による刺突や沈

線を施す。

　614～ 636は，比較的厚手の器壁の内外面に強い条痕を施すⅢａ類である。条痕に特別の規則性がみられ

ないことからⅢａ１類に細分される。ただし624のみ，胎土に滑石を多量含む。小片のため詳細不明だが，

Ⅲｆ類もしくはⅣａ類の可能性がある。

　637～651は，同じくⅢａ類のうち，曲線状や綾杉状など文様的な意匠を持つ条痕を含むⅢａ２類である。

特に曲線文がみられるものは637・638・641・651で，斜行・交差する条痕や綾杉状の条痕を含むものは639・

640・642・644・645・649である。

　652～665は貝殻条痕の上に隆帯を貼り付けるⅢｂ類である。652・653は縦及び斜め方向の隆帯によりⅢｂ

１類に細分される。654は同様に縦方向の隆帯がみられるが，途中で屈曲する器形によりⅢｂ７類とみられ

る。隆帯はみられないが，669も同じくⅢｂ７類とみられる。655～659は横方向の隆帯を平行に複数配置す

るⅢｂ３類である。大型の破片である657・658では，隆帯が胴部上半に集中する様子がよくわかる。660～

662はⅢｂ５類で，貼り付けた隆帯の上に刺突を施す。663～ 665はⅢｂ６類で，粘土紐貼り付けによらず，

周囲を強くなでることにより小規模な隆帯をつくり出している。

第 81 図　４ＴⅢ a・Ⅲ b層出土土器（1／３）
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　666～668は，貝殻による曲線文を施すⅢｃ類である。666は，曲線の振幅が比較的小さいⅢｃ１類に細分

される。667・668は曲線文と併せて直線文もみられる。

　670は平行する短直線状の沈線を連ねて面的に施文し，刺突をもつ隆帯を施す。Ⅲｅ１類とみられる。

　671は平底の底部片である。内面にわずかに残る貝殻条痕によりⅢ類に分類される。外面底部に特筆すべ

き圧痕はみられない。

４ＴⅣｂ層出土土器（第85図）

　掘削面積が狭いこともあり，４ＴⅣｂ層から出土した土器はわずか４点である。総じて器壁が厚く，比較

的古い様相を呈す。

　672・673はⅠａ類である。外面に山形押型文を施し，内面はナデで調整される。674はⅡａ類である。断

面Ｖ字形の鋭い沈線を斜めに施文する。残存部分では不明だが，沈線は交差するように施文されているとみ

られる。675は口縁部外面に横方向の隆帯を２本貼り付け，隆帯状及び口唇部に連続して刺突を施す。Ⅲｂ

２類とみられる。

４Ｔ内遺構出土土器（第85図）

　676・677は SK01出土の土器である。676は山形押型文を施すⅠａ類である。677は外面に貝殻による曲線

状の沈線を施す。内面の一部に横方向の条痕がわずかに残ることから，Ⅱｂ類とみられる。

　678は SP01出土の土器である。小片だが，渦巻状に施される隆帯に連続して刺突が施されているのが確認

できる。Ⅲｂ７類とみられる。

５ＴⅠ～Ⅲａ層出土土器（第86図）

　679・680は撹乱層であるⅠ・Ⅱ層出土，683はⅢａ層出土である。

　679はⅡａ類で，貝殻による交差する条痕の上に，貝殻腹縁による刺突を施した口縁部片である。680も同

じく貝殻条痕の上に刺突を施すが，条痕が文様から全体的な地文に変化しており，Ⅱｂ類に分類される。681

は貝殻条痕の上に平行する横方向の隆帯を複数施すⅢｂ３類である。682は凹線文の間に連続して刺突を施

すⅣａ類で，胎土には滑石を含む。

　683は貝殻条痕が施されたⅢ類の胴部片である。ナデ消しか手擦れによるものか不明だが，条痕は薄い。

５ＴⅢｂ層出土土器（第87図）

　684～686は貝殻腹縁による刺突を施すⅡ類である。地文の貝殻条痕を持たない684・685はⅡａ類に，条

痕を持つ686はⅡｂ類に細分される。

　687～ 694は貝殻条痕の上に隆帯を持つⅢｂ類である。うち687～ 690は，縦方向や斜め方向の隆帯を持

つⅢｂ１類である。隆帯はいずれも小規模である。691～693は横方向の隆帯を持つ。隆帯の大きさから，

691・693はⅢｂ４類，692はⅢｂ３類に分けられる。694は隆帯状に刺突文を連続して施すことからⅢｂ５

類に分類した。ただし，刺突には断面が丸い棒状工具を使用したとみられ，工具の特徴としてはⅢｄ類に近

い要素とも考えられる。

　695～ 700は，貝殻による曲線文を持つⅢｃ類である。施文の方向は縦方向と横方向があるが，曲線はい

ずれも広い振幅で蛇行する。Ⅲｃ１類に細分できる。

　701～706は，器面に貝殻条痕が見られるⅢ類である。器面に残る条痕はいずれも深く，Ⅲａ類又はⅢｂ類
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第 82 図　４ＴⅣ a層出土土器１（1／３）
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第 83 図　４ＴⅣ a層出土土器２（1／３）
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第 84 図　４ＴⅣ a層出土土器３（1／３）
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である可能性が高い。706は平底の底部片で，内面にわずかに貝殻条痕が残る他，外面底部には刺突列点に

似た不明圧痕がみられる。

　

５ＴⅣａ層・Ⅳｂ層出土土器（第88・89図）

　707～749のうち，749のみⅣｂ層出土，他は全てⅣａ層出土である。

　707は楕円押型文を施すⅠｃ類である。708～713はⅡ類で，うち708～712は貝殻による斜行する沈線や貝殻

腹縁による刺突等で施文されるⅡａ類，713は沈線に先立って地文としての貝殻条痕を施すⅡｂ類である。

　714・715は内外面に強い貝殻条痕を施すⅢａ１類である。

　716～722は，貝殻条痕の上に隆帯を施すⅢｂ類である。うち716～718はⅢｂ１類で，斜め方向等の隆帯

を施す。719・720はⅢｂ３類で，横方向の並行する隆帯を複数施す。720は口唇部に連続する刻目を顕著に

施す。721も横方向の隆帯を施すが，隆帯は貼り付けでなく上下を強くなでることによって作り出した微隆

起帯文で，Ⅲｂ４類に分類される。722は隆帯上に刺突を施したⅢｂ５類である。

　723は貝殻条痕の他，棒状工具による刺突を連続して施したⅢｄ３類である。724は平行する縦方向の沈線

の後，横方向の沈線を施す。沈線は比較的太く，断面が半円形をなす凹線に近いものである。Ⅲｆ類と判断

した。

第 86 図　５ＴⅠ〜Ⅲ a層出土土器（1／３）

第 85 図　４ＴⅣ b層・SK01・SP01 出土土器（1／３）
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第 87 図　５ＴⅢ b層出土土器（1／３）
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　725～747はⅢ類である。貝殻条痕以外の特徴に乏しく，細分はできなかった。

　748はⅥ類である。沈線で区画された中に，わずかながら磨消縄文が認められる。

　749はⅡａ類である。斜め方向の沈線と，貝殻腹縁による刺突文が施される。

６Ｔ出土土器（第90図）

　６Ｔ出土の縄文土器は750～754の５点である。全て３～５層出土だが，調査の成果によりこれらの土層が

縄文時代の堆積でないことが判明している。よって，６Ｔの縄文土器は全て撹乱されたものであると言える。

　750は「く」の字に屈曲させた口縁部の外面に断面三角形の工具による刺突を連続して施す。地文の条痕が

薄く残りⅢ類の可能性があるが，詳細は不明である。751は内外面に貝殻条痕を施した後，口縁下部に隆帯を

貼り付け，隆帯上と口唇部外側に連続した刻目を施す。焼成は非常に良い。Ⅲｂ２類に分類される。752は口

縁部外面に横方向の沈線を２本施文し，その下に斜め方向の沈線を連続して施す。器壁は比較的厚く，内面

はナデ調整で文様は施さない。Ⅳ類に近いとみられるが，詳細は不明である。753は連続する刺突文で区画さ

れた間に縦方向の細い隆帯を連続して施すⅢｂ７類である。754は沈線の間にハイガイ等フネガイ科の貝殻の

背面によるとみられる押圧文が残る。粘土を折り返して肥厚させた口縁部片で，Ⅴｂ１類に相当する。

　以下，755～ 780は縄文時代以外の遺物である。出土層位ごとに示す。

　755～764は３～５層出土である。764は土師器の埦で，底部のみ残存する。内面を黒く燻して磨き，放射

状暗文を施した黒色土器(内黒土器)である。それ以外の755～ 763は弥生土器である。いずれも甕の口縁

部で，突帯の形状から755はⅠ類，756はⅡ類，757はⅣ類，758・760・763はⅤ類，759はⅥ類，761はⅦ類，

762はⅡｂ類に分類される。

　765～767は５層出土である。765は土錘で，中央のやや膨らむ円筒形を呈す管状土錘である。766は弥生

土器の甕で，口縁部形状はⅡｂ類である。767は土師器の坏である。内外面ともナデで調整され，底部には

回転糸切り離し痕が残る。

　768～770は８層出土である。全て弥生土器の甕片で，口縁部の形状から768はⅡｂ類，769・770はⅣ類に

分類できる。

　771・772は８層と９層を明確に区別できないまま取り上げてしまったもので，どちらも弥生土器の甕の口

縁部である。口縁部の形状は771がⅣ類，772がⅦ類である。

　773～780は９層出土である。全て弥生土器の甕片である。773～779は口縁部で，突帯の形状から773・

774はⅡａ類，775はⅡｂ類，776はⅥ類，777はⅠ類，778はⅡｂ類，779はⅦ類に分類される。777・778に

は口縁下部に断面三角形の突帯がみられる。780は甕の底部で，外面に縦方向の刷毛目が残る。欠損してい

るが，脚部を有すとみられる。

７Ｔ出土土器（第91図）

　貝層の表面検出までしか行っていない７Ｔの出土遺物は，表土から撹乱層にかけて出土した３点のみであ

る。

　781は頸部で，屈曲し外傾して立ち上がる口縁部片である。口縁部外面に横方向を主体とする凹線文を施し，

頸部には太い凹線を施す。Ⅳｂ２類に分類される。

　782は大きく外に開きながら立ち上がる鉢の底部である。器面のほとんどがナデにより調整され，目立っ

た文様は無いが，内面の一部にごく薄く貝殻条痕が残る。底部は内外面ともに使用によるとみられる二次焼

成がみられ，内面は薄く剥離している。胴部外面には赤色顔料が残る。

　783は円筒埴輪である。内外面とも縦方向の刷毛目を有し，貼り付けによる突帯と透孔の一部が確認できる。

第４節　出土遺物
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第 88 図　５ＴⅣ a層出土土器１（1／３）
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透孔は円形を呈す。

８ＴⅠ・Ⅱ層出土土器（第92図）

　784は口唇部に刻目を施し，外面に抉るように施文された半円形～円形の刺突文が不規則に施される。口

縁下部に１個所，内部まで貫通する円形の穿孔がみられる。Ⅱａ類に分類される。器面と穿孔部断面との比

較から，穿孔は土器の焼成より後に行われたとみられ，かつ穿孔の内部にも二次焼成の痕跡がみられること

から，穿孔後にも加熱等に使用されたことがわかる。

　785・786はⅢ類である。785は口唇部に連続する刻目を施し，内外面に明瞭な貝殻条痕を施す。条痕には

蛇行する曲線状のものが含まれ，Ⅲａ２類に分類される。786はⅢｂ７類である。やや湾曲しつつ立ち上がり，

外面には多くの押引文を連ねて面的な施文とする。

　787〜789はⅣａ類である。787は口唇部の一部に刻目を有し，外面を横方向の押引文で施文する。788・

第 89 図　５ＴⅣ a層出土土器２・Ⅳ b層出土土器（1／３）

第４節　出土遺物
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第 90 図　６Ｔ出土土器（1／３）
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789は口唇部に連続して刺突を施し，横方向を主体とする凹線の間を連続する刺突で施文する。胎土に滑石

を顕著に含む。

８ＴⅢａ層出土土器（第93・94図）

　790は貝殻条痕を施す深鉢の胴部片である。条痕はごく薄く，外面下部にはみられない。Ⅱｂ類とみられる。

　791～804は，内外面に比較的強い貝殻条痕を施すⅢａ類である。うち791～801は，条痕に規則性や文様

的な意匠がみられないⅢａ１類である。対して802〜804は交差する斜め方向の条痕を含むⅢａ２類である。

　805～813は，貝殻条痕の上に隆帯を施すⅢｂ類である。うち805～809は，横方向の隆帯を複数平行に貼

り付けるⅢｂ３類である。口縁部片である807・808では口唇部に刺突がみられる。810はⅢｂ２類である。

第 91 図　７Ｔ出土土器（1／３）

第 92 図　８ＴⅠ・Ⅱ層出土土器（1／３）

第４節　出土遺物
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第4章　貝塚中心部の調査

第 93 図　８ＴⅢ a層出土土器１（1／３）
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口縁下部に高く突出する横方向の隆帯を施し，隆帯上と口唇部に連続して刺突を施す。811・812はⅢｂ６類

である。811は強いナデにより，812は平行する沈線と凹点状の押圧により微隆起帯文をつくり出している。

813はⅢｂ７類である。かすかに内湾して立ち上がる胴部片で，貝殻腹縁による刺突を施した隆帯の上部に

押引文を施す。

　814～819はⅢｄ類である。うち814～818は棒状工具による直線状や弧状の沈線が施されるⅢｄ１類である。

地文の貝殻条痕は薄く残るものと残らないものとがある。819も概ね同様の沈線による施文だが，口縁端部

付近に連続する刺突文を施す。

　820～822はⅢｇ類である。貝殻腹縁による押引文がみられ，うち822は併せて隆帯を貼り付けるⅢｇ１類

である。

　825は平底の底部片である。内外面に残る貝殻条痕によりⅢ類に分類される。

　823・824・826～830はⅣａ類である。器面に貝殻条痕を施し，胎土に滑石を含む。827にはごく一部だが

連続する刺突文がみられる。口縁部片である829・830は口唇部に深い刺突を施す。

　831はⅣｂ類である。外面に曲線状の凹線を施す。

　832はⅥ類である。小片であり詳細不明だが外面に磨消縄文がみられる。

８ＴⅢｂ層出土土器（第95～100図）

　833～835はⅠ類である。833・834は山形押型文を施すⅠａ類，835は楕円押型文を施すⅠｃ類に細分できる。

　836はⅡａ類である。貝殻による２本一単位の沈線を施す。

　837～859は，内外面に強い条痕を残すⅢａ類である。ほとんどが条痕に規則性が認められないⅢａ１類だ

第 94 図　８ＴⅢ a層出土土器２（1／３）

第４節　出土遺物
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が，858のみ文様としての意匠を持つⅢａ２類の可能性がある。

　860～909は外面に隆帯を施すⅢｂ類である。うち860～865はⅢｂ１類で，縦・斜め方向や渦巻状といっ

た多様な隆帯を含む。866はⅢｂ２類である。口縁部外面に顕著な隆帯を持ち，隆帯上及び口唇部に貝殻に

よるとみられる連続した刺突を施す。867～892はⅢｂ３類で，平行する横方向の隆帯を複数施す。隆帯は上

下から細かくつまんで調整される。893・894も横方向の隆帯という点で共通するが，特に隆帯の規模が小さ

いことからⅢｂ４類に分類される。895～900は隆帯の上に連続して刺突を施すⅢｂ５類である。隆帯は横方

向のものが多いが，898・899は縦方向である。901～ 909はⅢｂ７類である。胴部で屈曲し，外面は屈曲部

より上部を中心に刺突を施した隆帯や面的に施された押引文で施文される。

　910はⅢｃ類である。地文の貝殻条痕に混じって蛇行する曲線状の条痕が残る。

　911～925はⅢｄ類である。うち911～916は縦方向の条痕の上に横方向を基本とする沈線を施すⅢｄ１類

である。沈線にはやや弧状を呈す短直線文や蛇行する曲線文を含む。口縁部片である912・913・915・916で

は口唇部に刺突が認められ，912・913では内面に押引文，915・916では沈線がみられる。また，912は口唇

部をまたいで内外にかぶさるように粘土を貼り付ける。917はⅢｄ２類である。条痕の上に沈線を施す点で

Ⅲｄ１類と共通するが，棒状工具による単純な沈線でなく，貝殻その他，幅広の施文具を用いたとみられる。

918～920は隆帯に代えて連続する刺突を施したⅢｄ３類である。921～925はその他のⅢｄ類である。921は

横方向の沈線のみ確認され，地文の貝殻条痕はみられない口縁部片である。922は粘土貼り付けにより肥厚

させた口唇部に押引文を施す。923は外面に沈線，内面に押引文を施す。小片だがⅢｄ１類の可能性が高い。

924は比較的大型の胴部片で，地文の貝殻条痕の上に一部押引文が残る。925は粘土貼り付けにより口縁端部

を肥厚させ，口唇部に沈線を施した上，内外の口縁端部に連続して刺突を施す。隆帯上に刺突を施したとい

う点ではⅢｂ５類に近い要素ではあるが，口唇部の沈線を重視してⅢｄ類の一種と理解する。

　926は２本単位の弧状沈線と直線状の沈線を組み合わせたもので，Ⅲｅ２類とみられる。

　927～ 930はⅢｆ類である。平行する沈線を多数連ねて面的な施文としている。口縁部片である928では，

口唇部に刺突がみられる。

　931～944はその他のⅢ類である。貝殻条痕のみ確認され，隆帯その他の細分可能な特徴はみられなかった。

　945はⅣａ類である。薄く貝殻条痕が残る以外に文様的な特徴に乏しいが，胎土に滑石を含む。

　946は外面に縄文を施す。船元式に近いとみられるが，小片であり詳細は不明である。

８ＴⅣａ層出土土器（第101～110図）

　947～949はⅠ類である。うち，947は山形押型文を施すⅠａ類，948・949は格子目状の押型文を施すⅠｂ

類である。

　950～959はⅡ類である。貝殻腹縁による刺突・沈線を主文とし，950～ 953は地文として全面的な貝殻条

痕を施さないⅡａ類，954～959は地文としての条痕を施すⅡｂ類である。

　960～1023はⅢａ類である。内外面全体に地文として強い貝殻条痕を施し，口唇部には刻目を施す。960～

1005は条痕に規則性がみられないⅢａ１類，1006～1023は曲線や斜行する沈線，綾杉状など文様としての意

匠を持つ条痕を含むⅢａ２類である。曲線文を含むのは1006～1008・1010・1011・1016・1019・1020の８点，

斜行する沈線状の条痕を含むのは1009・1012～1015・1017・1018・1021～1023の 10点である。

　1024～1081は，貝殻条痕の上に隆帯を施すⅢｂ類である。1024～1030は縦・斜め方向等の隆帯を施すⅢ

ｂ１類である。隆帯には顕著に突出するものと小規模なものとがある。1031～1051は，横方向の隆帯を複数

連続して施すⅢｂ３類である。残りの良いもので比較すると，隆帯の数は1031で３本，1034で７本と，個体

差がある。隆帯の断面形状も，山形のものが多い中で1037をはじめ，丸みを帯びたものが含まれる。1052～
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第 95 図　８ＴⅢ b層出土土器１（1／３）
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第 96 図　８ＴⅢ b層出土土器２（1／３）
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第 97 図　８ＴⅢ b層出土土器３（1／３）
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第 98 図　８ＴⅢ b層出土土器４（1／３）
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第 99 図　８ＴⅢ b層出土土器５（1／３）
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第 100 図　８ＴⅢ b層出土土器６（1／３）

1061は同じく横方向の隆帯を複数施すもので，隆帯の規模が小さいことからⅢｂ４類に分類される。ただし，

基本的な文様構成はⅢｂ３類と変わらない。直線状の隆帯が多くを占める中，1056では最下段の隆帯のみ蛇

行する点が特徴的である。1062～1065は隆帯上に連続して刻み・刺突を施したⅢｂ５類である。隆帯上の刺

突は丸い凹点状のものと断面Ｖ字型の切り込み風のものがある。隆帯状に刺突を施すという点では1101も類

似するが，1062～1065と比べると器壁がやや厚く焼成が甘い。早期の手向山式との類似も指摘されるが詳細

は不明である。1066～1072はⅢｂ６類である。押引文風の連続した押圧により隆帯状の突出部を作り出す。

口唇部には刻目を施す。1073～1081はⅢｂ７類である。胴部中央や頸部で屈曲する器形に，隆帯・刺突・押

引文によって施文する。

　1082～1089・1092は，貝殻条痕の上に同じく貝殻による曲線状の文様を施すⅢｃ類である。曲線の振幅は

比較的大きく，いずれもⅢｃ１類に分類される。ただし1083のみ，条痕の強さや堅い焼成などからⅢａ２類

である可能性がある。

　1090・1091・1093～1100はⅢｄ類である。1091・1094・1095は縦方向の貝殻条痕の上にやや弧状の沈線を
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施すⅢｄ１類である。1090は押引文，1093は押引文と沈線で施文される。1097～1100は押引文を面的に施文

するもので，Ⅲb７類に近いものと考えられる。

　1102・1103は連続する沈線及び刺突で器面を埋めるように施文するⅢｆ類である。

　1104～1172・1177は貝殻条痕のみ確認されるその他のⅢ類である。残存部では判別できないが，本来は様々

に細分が可能とみられる。

　1173～1176は，前述した分類に当てはまらないものである。1173・1176はやや湾曲しながら垂直に近い角

度で立ち上がる深鉢形土器で，口唇部に連続して刻目を施し，内面はナデ調整，外面には薄い縄文が全面的

に施される。1174は口唇部外側に連続する刺突を施し，その下部に隆帯を貼り付ける。Ⅲｂ類に似た要素を

持つが，内外面ともナデで調整され，貝殻条痕はみられない。

８ＴⅣｂ層出土土器（第111～113図）

　1178はⅠｃ類である。外傾する胴部の外面に楕円押型文を施す。

　1179～1191はⅡ類である。うち1179～1183は貝殻腹縁による刺突・沈線により施文され，一部沈線状に施

されるものを除き，地文としての貝殻条痕は施さない。対して1184～1191は，ごく薄く散漫ではあるが，地

文といえる貝殻条痕がみられる。

　1192～1212はⅢａ類である。内外面に強い貝殻条痕を施す。破片資料であるため判別は難しいが，1192～

1204は条痕に規則性がみられないⅢａ１類，1205～1212は貝殻による曲線文や直線文等，文様としての施文

がみられるⅢａ２類である。

　1213～1221はⅢｂ類である。1213はⅢｂ２類で，口縁下部に顕著な隆帯を２本貼り付け，隆帯上及び口唇

部に連続して刺突を施す。1214・1215は口縁下部に横方向の隆帯を平行して複数貼り付けるⅢｂ３類である。

1216～1218も同様に複数の隆帯を持つが，隆帯の規模が小さいⅢｂ４類である。1219はⅢｂ５類で，隆帯上

に刺突を施す。1220・1221は沈線・押圧により隆帯状の弱い突出部をつくり出すⅢｂ６類である。

　1222～1224はⅢｃ類である。地文の貝殻条痕の上から貝殻による蛇行する沈線を，1222は縦方向に，1223・

1224は横方向の波状に施す。口縁部片である1224には口唇部に連続する刺突文がみられる。

　1225・1226はⅢｄ類である。1225は縦方向の貝殻条痕の上に，横方向の弧状沈線を施す。1226には沈線は

みられず，やや不規則に刺突を施す。

　1227～1250はその他のⅢ類である。いずれも貝殻条痕がみられるが，残存部位からは細分できない。

８ＴⅤ層出土土器（第114図）

　1251～1253はⅡｂ類である。1251・1252は同一個体の可能性があり，口唇部及び外面に刺突を施す口縁部

片である。1251ではわからないが，1252では内面にごく薄く貝殻条痕がみられる。1253は口唇部外側に連続

して貝殻腹縁による刺突を施す。外面はナデ調整により顕著な文様がみられないが，内面には貝殻条痕が確

認できる。

　1254～1258はⅢａ１類である。厚手の器壁に貝殻条痕を明瞭に施す。条痕の方向に規則性はみられない。

　1259はⅢｂ２類である。器壁は堅く焼き締まり，内外面に曲線文を含む強い貝殻条痕が施される。外面の

口縁下部には断面の丸い隆帯が２本貼り付けられ，隆帯上及び口唇部に連続して刻目が施される。

　1260はⅢｂ５類である。貝殻条痕の薄く残る器壁に隆帯を貼り付け，隆帯上に連続して刻目を施す。

　1261は平底の底部片である。小片であり，文様等が残存しないため分類不能である。底部は平滑で，製作

台を推定できるような圧痕の類はみられない。

第４節　出土遺物
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第 101 図　８ＴⅣ a層出土土器１（1／３）
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第 103 図　８ＴⅣ a層出土土器３（1／３）
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第 105 図　８ＴⅣ a層出土土器５（1／３）
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第 110 図　８ＴⅣ a層出土土器 10（1／３）

８ＴⅥ層出土土器（第115図）

　1262はⅡｂ類である。内外面に地文として貝殻条痕を施し，外面に貝殻腹縁による連続する刺突を施す。

　1263・1264はⅢａ１類である。比較的厚手の器壁の内外に貝殻条痕を施す。条痕に文様的な意匠や規則性

はみられない。

　1265は平底の底部である。内外面とも文様等は残存しない。底部には不規則な細かい凹凸から成る不明圧

痕が残る。

８Ｔ SK01 出土土器（第115図）

　1266はⅡａ類である。内外面ともナデ調整をした後，外面に連続して刺突を施す。

　1267～1271はⅢ類である。うち1267～1270は横方向の隆帯を平行に複数施すⅢｂ３類である。1271は貝

殻条痕のみ確認できるが，その他の特徴に乏しく細分できない。

　1272～1275はⅣｂ類である。1272～1274は横方向の凹線文が口縁部に集中するⅣｂ２類で，うち口縁部片

である1272・1273は口唇部に凹点を施し，また胴部に対し口縁部が肥厚する。1275は平底の底部で，底部

外面は強くなでられることにより凹んでいる。胎土に少量の滑石を含む。

８Ｔ SK02 出土土器（第116・117図）

　1276は貝殻による斜め方向の沈線を交差するように施すⅡａ類である。

　1277～1280は内外面に強い貝殻条痕を施すⅢａ類である。うち1277～1279は条痕に規則性などがみられな

いⅢａ１類，1280は曲線状の条痕を含むⅢａ２類である。

　1281～1285は，縦方向や斜め方向の隆帯を伴うものである。うち1283はⅢｂ１類とみられ，その他の

1281・1282・1284・1285は器形に若干の屈曲がみられることからⅢｂ７類と考えられる。

　1286～1294は外面に横方向の隆帯を複数施す。隆帯はいずれも粘土貼り付け後に上下から摘ままれる断面

第４節　出土遺物
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第 111 図　８ＴⅣ b層出土土器１（1／３）
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第 113 図　８ＴⅣ b層出土土器３（1／３）
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第 114 図　８ＴⅤ層出土土器（1／３）

三角形をなす。隆帯の規模により1286～1291はⅢｂ３類，1292～1294はⅢｂ４類に細分できる。

　1295は内外面に貝殻条痕を施した後，横方向に連続して刺突を施す口縁部片である。Ⅲd３類に分類する

が，胴部に向かい径が大きくなる様子から，胴部中央で屈曲するⅢｂ７類の可能性も考えられる。

　1296・1297は隆帯上に刺突を施すⅢｂ５類である。1297は大型の破片で，隆帯は口縁下部から胴部上半に

集中する。地文の貝殻条痕は横方向の波状を呈す。

　1298・1299はⅢｂ６類である。1298は押引文に近い連続する押圧を上下から施すことで隆帯状の突出部を

つくり出す。1299は顕著な突出部を持たないが，1298と似た押圧による施文がみられる。

　1300～1303はⅢｂ７類である。押引文による施文がみられ，1301・1303では胴部で屈曲する様子がうかが

える。

　1304～1315はその他のⅢ類である。いずれも貝殻条痕を有するが，それ以外の特徴に乏しく細分できなかっ

たものである。1306・1309は条痕が明瞭で，Ⅲａ類の可能性がある。1314はやや尖底気味の，1315は丸底

の底部片である。

　

第４節　出土遺物
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第 115 図　８ＴⅥ層・SK01 出土土器（1／３）

８Ｔ SK03 出土土器（第118図）

　1316・1317の２点のみ出土した。どちらも貝殻条痕がみられるⅢ類だが，その他細分するだけの特徴がみ

られず，詳細は不明である。

８Ｔ ST01 出土土器（第119図）

　1318・1319はⅡ類である。どちらも内外面はナデにより調整され，1318は外面に貝殻による条痕を横方向

の沈線状に施し，口唇部には連続する刺突を施す。1319は外面に斜め方向の細い沈線を交差させて施す。

　1320～1331は内外面に明瞭な貝殻条痕が残るⅢａ類である。うち1320～1329は条痕の方向に規則性が見出

せないⅢａ１類，1330・1331は施文の仕方に文様としての要素がみられるⅢａ２類である。ただし，1323・

1325・1327は欠損している周囲の条痕次第でⅢａ２類と言える可能性がある。Ⅲａ２類のうち，1330は斜行
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第 116 図　８Ｔ SK02 出土土器１（1／３）
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第 117 図　８Ｔ SK02 出土土器２（1／３）
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する条痕を互い違いに施す綾杉状の条痕がみられる。

1331は貝殻で引いたとみられる曲線状の沈線を含む。

　1332～1339はⅢｂ類である。1332・1333はⅢｂ１

類で，口縁直下に縦方向の細い隆帯を施す。1334・

1335はⅢｂ３類で，横方向の隆帯を複数施す。1336

はⅢｂ６類である。貼り付けでなく器面の摘み上げ

によるとみられる小規模な隆帯がつくり出される。

1337～1339はⅢｂ７類である。外面全体を埋めるよ

うに押引文が施される。

　1340～1348はその他のⅢ類である。いずれも貝殻

条痕がみられる。1348は平底の底部片で，底部外面

には貝殻条痕と似た圧痕が残る。
第 118 図　８Ｔ SK03 出土土器（1／３）

第４節　出土遺物

（４）石器の分類

　轟貝塚第12次・13次調査で出土した石器・石製品は，石鏃・石匙・削器・打製石斧・磨製石斧・磨石・敲石・

石皿・凹石・砥石・石錘・双角状礫器と若干の石製品である。石材はほとんどの器種で安山岩が多く，他に

黒曜石・蛇紋岩・砂岩等が含まれる。調査では石核や剥片も出土しており，遺跡内で石器の加工が行われた

ことを示唆しているが，これら成品以外のものについては一部を除き図化していない。

　以下に，まず器種ごとの分類案を示し，次いで調査区・層位別の出土遺物について詳述する。

石　鏃

　総数76点を図示した。全体の平面形からⅠ～Ⅲ類に分類し，正三角形もしくはそれに近いものをⅠ類，

縦長の二等辺三角形を呈するものをⅡ類，横長の二等辺三角形を呈するものをⅢ類とした。また，それぞれ

について基部の形状により細分し，浅く抉れる，もしくは抉れがほとんど無いものをａ類，Ⅴ字形に抉れる

ものをｂ類，Ｕ字形に抉れるものをｃ類とし，これらの組み合わせにより分類した。

石　匙

　総数13点を図示した。刃部を下にした時の全体の形状から，横長になるものをⅠ類，縦長になるものをⅡ

類とした。また，つくり出されたつまみの大小により細分し，比較的大きいものをａ類，小さいものをｂ類

とした。

削　器

　総数７点を図示した。うち片刃のものをⅠ類，両刃のものをⅡ類とした。

石　斧

　打製石斧と磨製石斧が存在するが，轟貝塚12次・13次調査で出土した打製石斧は刃部のみ残存する破片資

料１点のみである。よって，ここでは計13点を図示した磨製石斧について次のとおり分類する。まず石器全

体の平面形から，長方形を呈し，端部（刃部）の幅が特に広がらないものをⅠ類，刃部が広がり全体として

台形を呈すものをⅡ類とした。またそれぞれについて，断面が扁平なａ類と，丸みを帯び比較的厚いｂ類に

細分した。

磨石・敲石

　同じ石材に磨痕と敲打痕の両方が残るものが多く，磨石と敲石とを明確に区別するのは困難とみられたた

め，一括で記述する。図化した総数は57点である。置いた際の断面が扁平なものをⅠ類，表裏に平面が乏し
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く，厚みがあるものをⅡ類，どちらともつかない不整形のものをⅢ類とし，さらに平面形が円形又はそれに

近いものをａ類，楕円形のものをｂ類，不整形のものをｃ類とした。

石皿・凹石

　磨滅した面を持つ石器のうち，磨石として手に持って使用するのが困難とみられる大型品を，置いて使用

する石皿と判断した。欠損により全体形が不明なものが多く，また類型化できるほどの数が出土していない

ため細かな分類は行わない。磨滅により一面が陥没するようなものはほぼ無く，やや厚みのある扁平な板状

のものが多い。一方，小型品の中に一面が陥没するものが若干みられたが，これらは磨石とセットをなして

製粉などに用いる石皿とは異なるものとみて，凹石とした。

砥　石

　一般に磨石とは呼べない不整形のもので，人為的とみられる擦過・磨滅の痕跡がみられるものを総じて砥

石とした。総数16点を図示した。磨滅の仕方や部位は様々だが，全体の形状から細長い棒状のものをⅠ類，

扁平な板状のものをⅡ類，その他不整形のものをⅢ類とした。

石　錘

　計４点を図示した。礫の両端に小剥離を施すものをⅠ類，礫の周縁に溝を設ける，いわゆる有溝石錘をⅡ

類とした。

双角状礫器

　礫の一端に抉りを設け，２個所の突出部をつくり出すものである。抉りが１個所に留まらない十字形のも

の等も存在する点を考慮すれば，広く「抉入礫器」と呼称する必要性も考えられたが，12次・13次調査で

出土した中にそうした特徴を持つものは含まれず，全て「双角状」と呼べるものであったため，この呼称で

報告する。計11点を図示した。抉り部分を除き全体が三角形を呈すものと四角形を呈すもの，極端な小型品，

抉りが深いものと浅いもの等がみられるが，細分はしていない。

その他

　以上の各器種に属さない石製品が若干出土している。玦状耳飾りの可能性があるものを含む。詳細は個別

に記述する。

（５）轟貝塚第12・13次調査出土の石器・石製品

１ＴⅠ・Ⅱ層出土石器・石製品（第120・121図）

　1349～1352は石鏃である。1349はⅠａ類，1350はⅠｃ類，1351はⅡａ類，1352はⅡｂ類である。石材は

1349・1350・1352が安山岩で，1351が黒曜石である。

　1353は石匙である。縦長の刃部に幅広のつまみを持つⅡａ類で，石材は安山岩である。

　1354～1357は磨石・敲石である。1354・1355は厚みがあり平面が楕円形のⅡｂ類，1356・1357は厚みがあ

り円形のⅡａ類である。いずれも一面あるいは複数の面が磨滅により扁平になっている他，1356以外は敲打

痕も併せて確認できる。

　1358は砥石である。短い棒状を呈すⅠ類で，磨滅して凹んだ部分が複数個所にみられる。詳細な用途は不

明だが，磨滅の形状から矢柄等，棒状製品の研磨に用いた可能性がある。

２ＴⅠ・Ⅱ層出土石器・石製品（第122図）

　1359・1360は石鏃である。1359は正三角形に近い平面形にＵ字形の抉りを持つⅠｃ類，1360はかすかに縦

長の平面形で明確な抉りが確認できないⅡａ類である。1360は未成品の可能性がある。石材は1359が黒曜石，

1360が安山岩である。
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　1361は磨製石斧である。刃部の幅が変わらない平面長方形を呈し，比較的厚いⅠｂ類である。半分程度を

欠損している。刃部は表裏から研磨してつくり出す。石材は泥岩である。

　1362・1363はやや不定形な棒状を呈し，表面が磨滅した様子からⅠ類の砥石とした。1362はほぼ全面が平

滑だが，一面が特に平滑で扁平に磨滅している。石材は蛇紋岩である。1363も表面が平滑だが，全体的に磨

滅の程度は低い。先端がやや膨らむ棒状を呈す。石材は片岩である。

　1364～1366は磨石・敲石である。いずれも磨痕と敲打痕の両方がみられる。1364は平面円形で扁平なⅠａ

類，1365は半分ほど欠損するが，円形で厚みのあるⅡａ類，1366は楕円形で厚みのあるⅡｂ類である。石材

は全て安山岩である。

　1367は石錘で，扁平な石材の両端を打ち欠くⅠ類である。両端の打ち欠きとは別に側面などに敲打痕もみ

られ，Ⅰｂ類の敲石を転用したとみられる。石材は安山岩である。

　1368は棒状石材の先端に敲打痕が残るもので，Ⅲ類の敲石である。石材は安山岩である。

３ＴⅠ・Ⅱ層出土石器・石製品（第123～125図）

　1369～1372は石鏃である。1369は正三角形に近い平面形に小規模ながらⅤ字形の抉りがみられるⅠｂ類，

1370・1371は縦長の平面形にⅤ字形の抉りを持つⅡｂ類，1372は縦長の平面形にＵ字形の抉りを持つⅡｃ類

である。石材は1369が黒曜石，1370～1372が安山岩である。

　1373・1374は石匙である。両者とも刃部が横長のⅠ類で，1373はつまみが大きいⅠａ類，1374はつまみ

が小さいⅠｂ類である。石材はともに安山岩である。

　1375～1380は磨製石斧である。1375は扁平で刃部が広がらない平面長方形のⅠａ類である。刃部は主に片

側から研磨してつくり出す片刃を呈す。1376は刃部付近を残して全体を大きく欠損する。先端が広がらず，

全体の大きさに対し比較的扁平なⅠａ類である。刃部は片側から磨いてつくり出し，丸みを帯びる先端には

使用によるとみられる敲打痕が多く残る。1377・1378は扁平で刃部幅がやや広がるⅡａ類である。刃部は表

裏両面から磨いてつくり出す。1379は扁平で刃部が顕著に広がらないⅠａ類である。表裏両面から研磨して

刃部をつくり出す。1380は扁平で刃部が幅広のⅡａ類である。柄の結合と使用によるものか，刃部を下に

した時の中央から上部にかけて大きな抉れがある。刃部は両面から研磨してつくり出される。石材は1375・

1378・1379・1380が蛇紋岩で，1376・1377が安山岩である。

　1381～1385は磨石・敲石で，石材は全て安山岩である。1381はⅠａ類で，磨滅により一面が扁平となり，

側面には複数個所に敲打痕が残る。1382も同じくⅠａ類である。平面部分はよく磨滅し，また表裏とも中央

が敲打により凹む。1383は半分ほど欠損するが，本来は楕円形を呈すとみられるⅠｂ類である。平面は磨滅

し，側面にはあまり顕著ではないが敲打痕が残る。1384は厚みがあり円形を呈すⅡａ類である。一面が磨滅

により平たくなる他，断片的だが側面に敲打痕が残る。1385は厚みがあり楕円形を呈すⅡｂ類である。表面

は全体的に平滑だが，これが磨石としての使用によるものかは判然としない。両端部には敲打痕が顕著に残

る。石材は全て安山岩である。

　1386は石皿の一部とみられる。全体を大きく欠損しているが，平面部分はよく磨滅し，かすかに凹む。石

材は安山岩である。

　1387は不整な楕円形を呈す扁平な石で，平面中央が敲打により凹む。側面にも若干の敲打痕がみられ，握っ

て使う敲石としての使用も想定できるが，やや大型過ぎるきらいがあるため，凹石とした。石材は角閃石安

山岩である。

　1388は安山岩の石核である。表裏両面に自然面を残し，側面の一部に薄く割り取った痕跡が複数みられる。
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第 121 図　１ＴⅠ・Ⅱ層出土石器２（1／３）

３ＴⅢｂ層出土石器（第126図）

　３ＴⅢｂ層出土で図化したものは1401のみである。1401は一端に抉りが入る安山岩で，小型だが双角状礫

器とみられる。抉り部分以外に顕著な加工・使用の痕跡はみられない。

３ＴⅣａ層出土石器・石製品（第126～131図）

　1389～1398は石鏃である。1389は３分の１ほどを欠損するが，比較的大型のⅠａ類である。1390はＵ字形

の抉りを有するⅠｃ類である。1391・1392はⅡａ類である。1393～1397はⅡｂ類で，左右の刃部が抉り込む

ようにカーブする1395や比較的縦長の1396が特徴的である。1398はⅡｃ類である。大部分を片面からの加

工でつくり出し，全体が特に薄い。石材は1389～1393・1395・1397・1398が安山岩，1394・1396が黒曜石で

ある。

　1399は安山岩の棒状石製品で，顕著な加工痕はみられないが，一部柄に結合したような磨滅がみられる。

小型だが，Ⅰｂ類の磨製石斧である可能性がある。1400はⅠａ類の磨製石斧である。刃部は表裏両面から磨

いてつくり出される。石材は蛇紋岩である。

　1402は石匙である。横長の刃部と小型のつまみを持つⅠｂ類で，刃部が縦にも広い点が特徴的である。石

材は安山岩である。

　1403は削器である。やや縦長の石材の片側に細かな剥離によって刃部をつくり出したⅠ類である。

　1404～1418は磨石・敲石である。うち1404～1406はⅠａ類である。平面は磨滅により平滑であり，側面を

中心に敲打痕がみられる。1407～1409はⅠｂ類である。1407は先端部に敲打痕が残る。1408は全体が平滑で，
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敲打痕はみられない。1409は比較的大型で，一方の平面のみ磨滅により平滑で，側面を中心に敲打痕が残る。

1410～1414はⅡａ類である。1410はほぼ全面が平滑だが，磨滅により特に平らになった面は存在しない。ま

た顕著な敲打痕もみられない。1411は一面が特に平らに磨滅している。小型品であり，敲打の痕跡は不明瞭

である。1412は磨痕は不明だが，側面を中心に敲打痕が多く残る。1413は一面が平らに磨滅し，側面には敲

打痕がみられる。1414は全体的に平滑だが，磨滅により特に平らになった部位はみられない。側面には敲打

痕が多数残る。1415～1417はⅡｂ類である。1415・1417は縦長の先端部に敲打痕がみられ，それ以外の多く

の部分が磨滅して平滑である。1416は一部摩滅した部分がみられるものの，全面的に多くの敲打痕が残る。

1418は厚みがあり，平面形が隅丸三角形を呈すⅡｃ類である。一面が平らに磨滅する他，やや尖った先端部

に若干の敲打痕がみられる。石材は1405～1407・1410・1414～1418が安山岩，1404・1408・1411・1413が砂岩，

1409・1412が凝灰岩である。

　1419～1421は石皿である。いずれもやや厚手の板状の安山岩を使い，平面が磨滅して平滑になっている。

側面は自然面を残し，特に加工は行われていない。

　1422～1428は，部分的に磨滅や擦過痕がみられる小型の石器で，厳密には用途不明だが砥石として報告す

る。1422～1426は板状を呈するⅡ類である。1422は表裏両面に磨滅により平滑になった部分がある安山岩片

である。破片資料であり，本来の大きさ・形状は不明だが，石皿の一部である可能性がある。1423は薄い板

状の砂岩で，片方の平面が平滑に磨滅する。1424は小型の砂岩片で，一面が磨滅している。本来の大きさ・

形状等は不明である。1425は板状の不整形な安山岩片である。石材の一端が細く凹み，表面が磨滅している。

1426は板状の凝灰岩で，一面が磨滅して浅いＵ字形に凹む。1427・1428は不整形のⅢ類である。1427はやや

縦長の安山岩で，一面が磨滅して緩く凹む。1428は不整形な凹凸があるものの，全体形は丸に近い。うち一

面が磨滅し，かすかに凹んでいる。磨石と呼べなくもないが，磨痕部分が凹む点が他の磨石と異なるため区

別して砥石とした。

　1429は不整な角柱状を呈す安山岩で，複数の面が磨滅して平滑になっている。砥石としての側面も考えら

れるが，特筆すべきは角柱の小口部にある円形のやや深い凹みである。凹みの内部は磨滅しており，また熱

を受けたように赤く変色している。火起こしに伴い火きり棒のおさえ等に用いたことが想定される凹石であ

る。

　1430は石錘である。石の一端が深く抉られ，そこから結合の痕跡とみられる浅い帯状の凹みが長くのびる。

ただし，この凹みは意図的に溝を彫ったものではなく，使用に伴ってついたものとみてⅠ類に分類する。

　1431～1435は双角状礫器である。1431は安山岩の小型品で，細かな敲打による抉り部分以外に顕著な加工

や使用の痕跡が乏しい。1432は蛇紋岩製である。抉り以外の部分が一部を残して鋭く尖る刃部になっている

点で，他のものと趣が異なる。削器等，別の石器を転用した可能性がある。1433は安山岩製で，抉り部付近

を除き自然面を多く残す。1434も安山岩だが，対照的に外周のほぼ全てを打ち欠いている。また，抉りの反

対側の突出部にもよく打痕が残り，こちら側も使用したことがうかがえる。1435は安山岩のやや大型品であ

る。多くの双角状礫器が平面三角形の石材を基本とする中，四角形の石材に抉りを入れている点が特異であ

る。抉り部以外の広い範囲に加工が及ぶ。

　1436は片側の幅が広くなる短冊状，あるいは剣菱形ともいえる石製品である。ほぼ全面が平滑に研磨され

る。石材は砂岩である。

　1437は翡翠製で円形の穿孔を施した石製品である。大きく欠損し，残存するのはごく一部だが，大珠又は

玦状耳飾の一部と推定される。

第４節　出土遺物
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３ＴⅣｂ層出土石器・石製品（第131図）

　1438は石鏃である。黒曜石製で，縦長の平面形にＵ字形の抉りを持つⅡｃ類である。

　1439はⅡａ類の磨石である。表裏両面によく磨滅した平坦面がある。打痕はみられず，敲石としての使用

はなかったとみられる。石材は安山岩である。

　1440・1441は石匙である。1440は黒曜石製で，横長でつまみの小さいⅠｂ類である。1441は横長のⅠ類だが，

つまみは明確につくり出されおらず，未成品の可能性がある。石材は安山岩である。

　1442は打製石斧の刃部片とみられる。残存部が少なく全体の平面形は不明だが，磨製石斧の分類に照らせ

ばややⅡ類に近いとみられる。石材は安山岩である。

４ＴⅠ・Ⅱ層出土石器・石製品（第132図）

　1443～1448は石鏃である。うち1443・1444はⅡａ類，1445・1446はⅡｂ類，1447・1448はⅡｃ類である。

石材は1443・1447が黒曜石で，1444～ 1446・1448は安山岩である。

　1449は石匙である。横長でつまみが小さいⅠｂ類である。石材は安山岩である。

　1450は磨石・敲石である。扁平で円形をなすⅠａ類で，表裏の両平面を磨石として使用した後，平面・側

面を問わず敲石として使用したとみられる。石材は安山岩である。

　1451は円柱状の石製品である。全面に擦過痕があり，意識的に加工・成形した様子がうかがえる。石材は

石英質砂岩である。

４ＴⅢｂ層出土石製品（第132図）

　４ＴⅢｂ層出土の石器・石製品で図化できたのは1452のみである。1452は穿孔のある石製品で，薄い板状

砂岩の端部付近にほぼ片側から穿孔している。垂飾の一種とみられる。

４ＴⅣａ層出土石器・石製品（第133・134図）

　1453～1458は石鏃である。1453がⅠｃ類，1454・1455がⅡｂ類，1456がⅡｃ類，1458がⅢｂ類である。

1457は縦長のⅡ類だが，抉りが全く無く，未成品とみられる。

　1459～1461は石匙である。1459は横長で，細くつくり出したつまみが折れた痕跡がみられるⅠｂ類である。

1460は横長で，小規模なつまみをつくり出す。これもⅠｂ類に分類される。1461は一見縦長の削器のように

もみられるが，不明瞭ながら長辺の一部にあったつまみが折れたものとみて，Ⅰ類の石匙とした。石材は全

て安山岩である。

　1462・1463は削器である。1462は縦長の石材の一辺に細かな剥離により刃部をつくり出すⅠ類である。1463

は片側の加工が曖昧だが，先端付近はごく薄く両刃と捉えられるⅡ類である。石材はどちらも安山岩である。

　1464は小型だが磨製石斧とみられる。薄く刃部幅が広がらないⅠａ類である。刃部の少し上に，柄の結合

に伴うとみられる溝状の抉れがみられる。石材は砂岩である。

　1465・1466は磨石・敲石である。1465はⅡａ類で，敲石として使用した打痕はみられない。一方で被熱に

よるとみられる亀裂が入る。石材は砂岩である。1466はⅠｃ類である。平坦面に若干ではあるが磨滅がみられ，

また突出した先端部をはじめ，複数個所に打痕が残る。

４ＴⅤ層出土石器（第134図）

　４ＴⅤ層出土の石器は1467のみである。やや大型だがⅡ類の石鏃とみられる。基部の抉りがみられない他，

片側の刃部に一部自然面を残す等，加工が不十分である。未成品の可能性がある。
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第 133 図　４ＴⅣ a層出土石器１（1/1,1/3）
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第 134 図　４ＴⅣ a層出土石器２・Ⅴ層・SK01 出土石器 （1/1,2/3,1/3,1/6）

第４節　出土遺物
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４Ｔ SK01 出土石器（第134図）

　出土した石器・石製品は1468のみである。1468は安山岩製の石皿で，あまり顕著ではないが複数個所に磨

滅がみられる。

５ＴⅠ・Ⅱ層出土石器・石製品（第135図）

　５ＴⅡ層出土の石器として1470と 1472の２点を図示した。

　1470は石鏃である。縦長でＵ字形の抉りを持つⅡｃ類である。石材は安山岩である。

　1472は石匙である。横長でつまみが比較的小さいⅠｂ類である。石材は安山岩を使用する。

５ＴⅢｂ層出土石器・石製品（第135図）

　1469・1471は石鏃である。1469は安山岩製で，縦長で小規模な抉りを持つⅡａ類である。1471は黒曜石製で，

基部にＵ字形の大きな抉りが入るⅡｃ類である。

　1473・1474は磨石・敲石である。1473は顕著な磨痕は無く，全面に多くの打痕が残る。形状はⅡａ類であ

る。1474はかなりの小型品である。全面的に平滑であり，一面が特に平らに磨滅している点から小型の磨石

として図示した。Ⅱａ類に相当する。

５ＴⅣａ層出土石器・石製品（第136図）

　1475・1476は石鏃で，ともにⅡｂ類である。石材は1475が安山岩，1476が黒曜石である。

　1477・1478・1481～1483は磨石・敲石である。1477はⅠａ類である。扁平な小型品で，両平面が顕著に磨

滅する。1478はⅠａ類である。これもごく小型で，一面が特に磨滅し，わずかに凹む。1481は半分程度欠損

するが，Ⅱａ類とみられる。平面部分が磨滅し，また側面を中心に若干の打痕が残る。1482もⅡａ類である。

全体的に平滑で，顕著な打痕はみられない。1483はⅡａ類とみられる磨石の破片である。ごく一部残存する

器表面は非常に平滑である。欠損部付近に打痕はみられず，被熱により割れた可能性がある。石材は1482の

み砂岩であり，他は全て安山岩である。

　1479・1480は不明石製品である。1479は小型の円礫の表面に短い沈線状の溝が複数刻まれたものである。

石は片側が比較的平坦になり，この面は反対側に比べ溝が少ない。1480は断面が隅丸長方形を呈す角柱状の

石に丸い穿孔を施すものである。孔は片側がラッパ状に開き，内面は平滑である。欠損しているため全体の

形状は不明だが，轟貝塚第６次調査で出土し石笛と推定された石製品（宇土市教育委員会2008）に近いもの

と考えられる。

６Ｔ出土石器・石製品（第137図）

　1484～1486は磨製石斧である。1484はⅡａ類で，刃部は主に片面から削り出している。表面は欠損が多いが，

全体がよく研磨される。石材は蛇紋岩である。1485は同じくⅡａ類である。刃部は片面から削り出している。

石材は泥岩である。1486はⅡｂ類である。両面から研磨して刃部をつくり出す。石材は蛇紋岩である。

　1487は石皿である。板状の安山岩の一面を使用し，部分的ではあるが顕著に磨滅する。それ以外の面には

加工や使用の痕跡はみられない。

　1488・1489は双角状礫器である。石材はともに安山岩で，1488は平面が三角形を呈す板状石材の一辺に抉

りが入る。1489は平面形が四角形に近く，幅広・厚手である。
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第 135 図　５ＴⅠ・Ⅱ層・Ⅲ b層出土石器（1/1,2/3）

８ＴⅢａ層出土石器・石製品（第138図）

　1490～1493は石鏃である。石材は全て安山岩で，1490・1491はⅡｂ類，1492・1493はⅡｃ類である。

　1494は石匙である。石材は安山岩で，横長で細いつまみがつくり出されるⅠｂ類である。

８ＴⅢｂ層出土石器・石製品（第139～141図）

　1495～1506は石鏃である。1495・1496はⅠａ類，1497・1498はⅠｂ類，1499はⅠｃ類，1500・1501はⅡａ類，

1502～1504はⅡｂ類，1506はⅡｃ類である。1505は抉りが無く未成品の可能性がある。やや縦長でⅡ類に

相当する。石材は1495・1497・1498・1502～1506が安山岩，1496・1499～ 1501が黒曜石である。

　1507は削器である。安山岩製で，両側に刃部をつくり出すⅡ類である。

第４節　出土遺物
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第 136 図　５ＴⅣ a層出土石器（1/1,2/3,1/3）
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第 137 図　６Ｔ出土石器（1／３）

第４節　出土遺物
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第 138 図　８ＴⅢ a層出土石器（1/1,1/3）

　1508～1510・1513は磨石・敲石である。1508はⅠａ類で，平面の中央に敲打による凹みを有する敲石である。

磨痕は確認できない。1509はⅡａ類で，片方の平面が顕著に磨滅し，反対側が１個所大きく陥没する。陥没

部分は打痕や磨滅が顕著でなく，使用や加工によるものかは不明である。1510はⅡｂ類で，全面が磨滅して

平滑である。打痕はみられない。1513はⅠａ類に近いが，磨滅や敲打により複数個所が凹むⅢ類である。石

材は，1508が凝灰岩，1509・1511・1513が安山岩，1510が砂岩である。

　1512は不明石製品である。平面形は楕円形で，薄い板状の蛇紋岩製である。使用等の痕跡は不明だが，全

体が研磨され非常に平滑である。

　1511・1514～1516は砥石で，石材は全て安山岩である。1511は厚手ではあるが，板状のⅡ類に分類できる。

石材の一面に，断面Ｕ字形の浅い溝状の磨滅による凹みが２本平行して残る。1514は不定形なⅢ類で，器面

全体に磨滅による凹みが無数に残る。1515はやや扁平な礫の側面に磨滅による凹みが残るⅢ類である。1516

は板状の安山岩の両面が磨滅して平滑になったⅡ類である。小型品のため砥石として扱うが，破片資料であ

り，場合によっては石皿の一部である可能性も考えられる。

　1517はⅠ類の石錘である。縦長の石材の中央が両側から大きく抉れる。石材は安山岩である。

　1518は全体として加工痕はほとんど無く，三角形を呈する平面形のうち一辺の中央に敲打によるとみられ

る浅い凹みがある。加工途中の未成品か，あるいは道具として使い始めの段階である可能性があるが，双角

状礫器と判断した。石材は安山岩である。
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第 139 図　８ＴⅢ b層出土石器 1（1/1,1/3）

第４節　出土遺物



０ 10㎝

０ ５㎝

1508〜 1511・1513（1/3）

1512（2/3）

1508

1509

1510

1511

1513

1512

− 199 −

第4章　貝塚中心部の調査

第 140 図　８ＴⅢ b層出土石器２（2/3,1/3）
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第 141 図　８ＴⅢ b層出土石器３（1／３）

第４節　出土遺物
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８ＴⅣａ層出土石器・石製品（第142～144図）

　1519～1534は石鏃である。1519はⅠｂ類，1520はⅠｃ類，1521～1531はⅡｂ類，1532～1533はⅡｃ類である。

1534は抉りの無いⅡ類で，未成品の可能性がある。石材は1519・1521・1527・1529・1531～1534が安山岩，

1520・1522～1526・1530が黒曜石，1528がチャートである。

　1535はやや縦長の石材の端部や側面に刃部をつくり出したもので，石匙のように明確なつまみを持たない。

Ⅰ類の削器とみられる。石材は安山岩である。1536も同様に，縦長の剥片の一方に刃部をつくり出したⅠ類

の削器である。石材は安山岩である。

　1537～1544は磨石・敲石である。1537～1541はⅠａ類で，平面に磨痕，主に側面に打痕が残る。ただし

1540は磨痕のみで打痕はみられない。1542はⅡａ類で，球形に近い石材の両端に打痕が残る。打痕に対する

側面は平滑で，磨石としても使用されたとみられる。1543は一部がやや突出する不整な円形の平面形をなし，

その突出部先端に打痕が残るⅡｃ類である。全体的に表面は平滑だが，磨痕は不明である。1544はⅢ類である。

棒状石材の端部に打痕が残り，また側面は磨滅している。石材は全て安山岩である。

　1545・1546は砥石又は石皿とみられる。1545は平面がおよそ方形を呈す板状石材の一面が磨滅により凹む

Ⅱ類である。側面にも一部，細い溝状の凹みがみられる。1546も同じくⅡ類で，不定形な板状石材の複数個

所に磨痕がみられる。石材はどちらも安山岩である。

　1547は石の両端に打ち欠きがみられるⅠ類の石錘である。ただし，石錘としての打ち欠きとは別に大きく

抉れた部分があり，双角状礫器を転用した可能性が考えられる。石材は安山岩である。

　1548は双角状礫器である。不整楕円形の扁平な石材の一端が抉れるように凹む。石材は安山岩である。

　1549・1550は凹石である。1549は円礫の一面が大きく陥没するように磨滅する。1550は不定形な石材の

複数個所に磨滅による円形の凹みがみられる。石材はいずれも安山岩である。

　

８ＴⅣｂ～Ⅵ層出土石器・石製品（第145図）

　８ＴⅣｂ層出土の石器は1551～ 1553の３点，Ⅴ層出土の石器は無く，Ⅵ層出土のものは1554の１点であ

る。器種は1551がⅡｃ類の石鏃で，石材は安山岩である。1552・1553は磨石・敲石で，石材は安山岩である。

1552はⅡａ類で，部位により程度の差はあるが全面が磨滅し，表面が平滑である。一方で打痕はみられない。

1553はⅡｂ類で，平面部分がやや磨滅し，対して側面の多くの部分に打痕が残る。1554もⅡｂ類である。両

端を大きく欠損する。磨痕は不明瞭だが，側面は細かな敲打により平らになっている。

８Ｔ遺構内出土石器（第145図）

　遺構から出土した遺物として，SK02出土の1555～ 1558，ST01出土の1559を図示した。

　1555は大きく欠損するが，大型の石匙のつまみ部分とみられる。刃部が全く残存しないため不明瞭だが，

縦長のⅡｂ類と推定される。石材は安山岩である。

　1556は二等辺三角形の一部が欠損したような不定形の平面形を持ち，側面に刃部をつくり出す刃器である。

一見石鏃の未成品のようでもあるが，基部の一端が欠損したものとしては，「欠損部」にもきれいに刃部が

つくり出されている点が不自然であり，Ⅱ類の削器と考える。石材は安山岩である。

　1557～1559は磨石・敲石である。1557は半分程度が欠損するが，扁平で隅丸方形の平面形をなすⅠｃ類で

ある。平面部分が磨滅し，打痕はみられない。1558はⅡｂ類である。磨痕はみられず，両端部及び側面に多

数の打痕が残る。1559はⅠｂ類である。平面部に磨り跡及び打痕が残る。石材は全て安山岩である。
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第 142 図　８ＴⅣ a層出土石器 1（1／１）

第４節　出土遺物
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第 143 図　８ＴⅣ a層出土石器２（1/1,2/3,1/3）
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第 144 図　８ＴⅣ a層出土石器３（１／３）

トレンチ外出土石器・石製品（第146図）

　調査中，トレンチ周辺における表採等により発見されたものの中から際立った石器・石製品を図示する。

　1560～1563は石鏃である。うち1560・1561はⅠｂ類，1562・1563はⅡｂ類である。石材は1561のみ黒曜石で，

他は全て安山岩である。

　1564は磨石である。扁平・楕円形のⅠｂ類で，平面部分に磨滅がみられる。

　1565は石皿である。やや厚みのある板状の安山岩の両平面部がよく磨滅して平滑になっている。磨痕の他，

特に加工の痕跡はみられない。

　1566は双角状礫器である。Ⅴ字形の深い抉れを有し，その他にも側面全体に打痕が残る。石材は安山岩で

ある。

（６）骨角・貝製品

　轟貝塚第12次・13次調査で出土した貝製品は1567～1573・1576の８点である。1576以外の全てが貝輪で，

第４節　出土遺物
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第 145 図　８ＴⅣ b層・Ⅵ層・遺構内出土石器（1/1,2/3,1/3）
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貝の種類は1567～1570・1573がサルボウ，1571がイタボガキ，1572がアカニシである。

　サルボウ製の1567～1570・1573は全て貝の中ほどから殻頂部にかけて打ち欠いて穴としたものである。

1567・1570は穴の内側を比較的きれいに調整しており，一方で1568・1569・1573は調整が粗く凹凸が残る。

特に穴が不整な楕円形を呈する1573は穴の内側が未調整で，未成品の可能性がある。1567は３Ｔ，1568～

1570は４Ｔの表土及び撹乱層から出土したもので，1573はトレンチ外の表採遺物である。

　イタボガキ製の1571もサルボウ製のものと同様，中央を大きく打ち欠いて貝輪とする。全体的にやや磨滅

しているため不明瞭だが，穴の内側まで比較的よく調整されている。５ＴⅢａ層から出土した。

　アカニシ製の1572は，今回の調査で出土した中で唯一の巻貝製貝輪である。殻口付近を縦に切って貝輪と

しており，上部の螺頭部をはじめ多くの部分を欠いている。切断面はやや粗い。８ＴⅢｂ層から出土した。

　1574・1575は骨器である。1574は骨の端部付近に穿孔がみられ，垂飾の一種とみられる。孔は表裏両面か

ら開けられている。1575はカーブする骨片の内側が浅く抉れるように磨滅する。用途は不明である。

　1576は４ＴSK01の覆土サンプル中から発見されたもので，ヤカドツノガイの先端付近を折り取った管状

の貝玉とみられる。端部は片方がほぼ直角に，反対側は斜めに折れている。小型品であるため不明瞭だが，

この直角をなす端部について人為的な加工によるものである可能性がある。ただし，貝製品としてではなく，

単に中身を吸い出すために先端部を折った可能性もあることを付け加えておく。

【註】

１）平成28年度調査は前年度から継続するものとして４月から実施する予定だったが，同４月に発生した平成28年熊本

地震の影響で調査を延期し，８月からの実施となった。

２）Ⅲｂ層は３Ｔ・４Ｔ・８Ｔなど，６次調査の対象範囲外である台地先端付近の調査区で主に確認されたものであり，

６次調査で記録されていないのは無理もない。ただし，６次調査を指揮した江坂輝彌は後に『日本考古学年報19』（1971

年）の中で「マガキの多い中期の阿高式土器の時期の純貝層があり，その下の一部に轟式後半の時期のハイガイの多

い薄い貝層」が認められるとして，阿高式より古い轟式期の貝層が存在することを示唆している。土層断面図等で明

確に記録されてはいないが，この「轟式期の貝層」が12・13次調査で言うⅢｂ層にあたる可能性は高い。
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第 146 図　トレンチ外表採石器（1/1,1/3）
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第 147 図　骨角・貝製品１（１／３）
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第 148 図　骨角・貝製品２（１／３）
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第 149 図　骨角・貝製品３（1/3,1/1,2/1）

第４節　出土遺物



− 211 −

第4章　貝塚中心部の調査

第
８

表
　

轟
貝

塚
第

1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
１

内
面

外
面

a
Ⅱ

8
.
3

―
褐

暗
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角
文

引
押

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

1
7

9
9
1

a
Ⅱ

4
.
3

―
褐

／
褐

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
線

沈
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

１
5
7

0
0
2 2
0
1

7
0

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
刺
突

角
閃
石
多
量
，
石
英
少
量
，
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
4
.
5

Ⅱ
b ２
a

Ⅲ
5
.
5

明
不

灰
褐

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
色

白
の

度
程

㎜
１

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅱ
層
a

Ⅲ
～

Ⅱ
Ｔ

１
1
1
1

2
0
2 2
0
3

6
7

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
粘
土
紐
貼
付

石
英
・
雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少

量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
4
.
7

Ⅲ
b
１

2
0
4

1
0
6

１
Ｔ

カ
ク
ラ
ン

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
粘
土
紐
貼
付

口
唇
部
刻
目

２
b

Ⅲ
5
.
6

明
不

褐
黄

灰
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

母
雲

・
英

石

2
0
5

5
7

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
黄
橙

不
明

3
.
1

Ⅲ
b
２

2
0
6

8
4

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
粘
土
紐
貼
付

刻
目

２
b

Ⅲ
6
.
3

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
赤

良
む

含
量

少
英

石
・

母
雲

2
0
7

7
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
雲
母
・
1
～
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
黒
褐

2
0

3
.
8

Ⅲ
b
３

2
0
8

1
0
9

１
Ｔ

Ⅱ
～
Ⅲ
a
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

ナ
デ

押
引
文

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
5
.
8

Ⅲ
b
５

2
0
9

7
9

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刺
突

５
b

Ⅲ
2
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

母
雲

・
英

石

2
1
0

3
6

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢
？

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刺
突

５
b

Ⅲ
1
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角

2
1
1

2
4

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢
？

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刺
突

角
閃
石
微
量
，
白
色
・
橙
色
の
小
礫
（
～
1
㎜
）
少
量
含
む

良
灰
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
2
.
5

Ⅲ
b
５

2
1
2

2
2

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
（
曲
線
文
含
）

角
閃
石
・
石
英
・
直
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
褐
灰

―
6
.
2

Ⅲ
c
１

2
1
3

1
3

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線
，

波
状
文

２
c

Ⅲ
3
.
4

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
）

㎜
1

～
（

粒
砂

色
褐

・
色

白

2
1
4

1
9

１
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
・
Ⅱ

深
鉢

胴
部

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
雲
母
・
石
英
や
や
多
く
，
小
礫
（
2
～

4
㎜
）
多
く
含

む
良

明
赤
褐
／
明
赤
褐

―
4
.
4

Ⅲ
c １
d

Ⅲ
4
.
3

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
，

デ
ナ

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
8

5
1
2

１
d

Ⅲ
2
.
4

明
不

褐
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

線
沈

，
デ

ナ
線

沈
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

土
表

Ｔ
１

7
1

6
1
2

１
d

Ⅲ
3
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
灰

良
む

含
量

多
石

閃
角

線
沈

状
波

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

土
表

Ｔ
１

3
4

7
1
2

１
d

Ⅲ
6
.
4

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
9

8
1
2 2
1
9

3
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

（
上
半
か
）

１
d

Ⅲ
9
.
5

―
褐

灰
／

灰
褐

良
む

含
量

多
石

長
・

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

，
デ

ナ
デ

ナ

2
2
0

1
1
0

１
Ｔ

Ⅱ
～
Ⅲ
a
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
押
引
文

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕
，
押
引

文
金
雲
母
・
石
英
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
灰
黄
褐

不
明

7
.
4

Ⅲ
d
２

2
2
1

9
4

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，
刺
突

文
雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
黒
褐

―
3
.
6

Ⅲ
d
３

2
2
2

2
9

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
刺
突
文

角
閃
石
・
石
英
・
砂
粒
（
～
1
㎜
）
・
小
礫
（
～

3
㎜
）
少
量
含

む
良

に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

不
明

2
.
3

Ⅲ
d
３

2
2
3

6
9

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
刺
突
，
沈
線

雲
母
・
石
英
微
量
，
径
１
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や

多
く
含
む

良
灰
褐
／
褐
灰

―
3
.
5

Ⅲ
d d

Ⅲ
5
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
・

石
閃

角
突

刺
，

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
0
3

4
2
2

d
Ⅲ

8
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
1
3

5
2
2

３
d

Ⅲ
3
.
5

）
5
.
6
1

（
褐

黒
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

突
刺

，
痕

条
殻

貝
，

デ
ナ

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
4
1

6
2
2

e
Ⅲ

3
.
7

―
褐

灰
／

褐
灰

良
む

含
く

多
や

や
石

閃
角

・
母

雲
文

引
押

，
文

状
波

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

6
8

7
2
2

e
Ⅲ

0
.
3

―
黒

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
英

石
線

沈
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

１
0
8

8
2
2

f
Ⅲ

6
.
3

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
ん

ぶ
た

良
む

含
量

微
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
，

デ
ナ

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

7
9

9
2
2

f
Ⅲ

6
.
1

明
不

褐
黄

灰
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

文
突

刺
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
縁

口
鉢

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

１
0
6

0
3
2 2
3
1

6
1

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線
，
刺
突

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
灰
褐

―
2
.
8

Ⅲ
f f

Ⅲ
1
.
4

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

・
石

閃
角

線
沈

，
突

刺
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
3
2

2
3
2

Ⅲ
3
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

0
9

3
3
2 2
3
4

7
2

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

Ⅲ
1
.
2

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
，

量
多

や
や

英
石

Ⅲ
4
.
2

明
不

灰
褐

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
線

沈
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

1
9

5
3
2

Ⅲ
3
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
色

白
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
？

鉢
Ⅰ

土
表

Ｔ
１

7
2

6
3
2 2
3
7

5
9

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
1
㎜
未
満
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

不
明

3
.
1

Ⅲ

2
3
8

4
4

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

Ⅲ
5
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
母

雲
・

石
閃

角

基
本
層
序

遺
構
・
層
位

出
土
地
点

実
測

番
号

挿
図

番
号

器
面
調
整

残
存
部
位

器
種

備
考

分
類

残
存
高

（
㎝
）

口
径

（
㎝
）

色
調
（
内
面
／
外
面
）

焼
成

胎
土



− 212 −

第
９

表
　

轟
貝

塚
第

1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
２

内
面

外
面

Ⅲ
7
.
1

―
灰

褐
～

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黒

良
む

含
く

多
や

や
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
6
1

9
3
2 2
4
0

3
2

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
雲
母
・
石
英
少
量
，
1
～
3
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
黄
褐

不
明

4
.
1

Ⅲ Ⅲ
8
.
2

―
褐

灰
／

褐
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

6
7

1
4
2 2
4
2

2
8

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
チ
ャ
ー
ト
・
小
礫
（
～
3
㎜
）
多
く
含
む

良
褐
灰
／
灰
褐

―
4
.
0

Ⅲ

2
4
3

5
5

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
石
英
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
褐
灰
／
明
赤
褐

―
4
.
5

Ⅲ

2
4
4

5
2

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

（
下
部
）

Ⅲ
7
.
6

―
橙

／
褐

黒
良

む
含

く
多

や
や

礫
小

の
度

程
㎜
3

～
1

・
石

閃
角

・
母

雲
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

Ⅲ
2
.
5

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
微

）
㎜
3

～
（

礫
小

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
7
3

5
4
2

5
b

Ⅲ
3
.
6

―
橙

／
褐

黒
良

む
含

量
多

粒
砂

の
度

程
㎜
3

～
1

・
石

閃
角

・
英

石
文

圧
押

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

１
4
5

6
4
2

a
Ⅳ

0
.
3

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
入

混
石

滑
文

形
爪

，
線

凹
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

8
5

7
4
2 2
4
8

1
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢
？

胴
部

ナ
デ

凹
線

黒
雲
母
・
金
雲
母
・
角
閃
石
・
砂
粒
少
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
4

Ⅳ
b
１

2
4
9

4
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

（
下
半
）

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

角
閃
石
少
量
，
白
色
・
赤
褐
色
な
ど
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

―
5
.
9

Ⅳ
b
１

2
5
0

1
8

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
・
Ⅱ

深
鉢

胴
部

ナ
デ

凹
線

角
閃
石
少
量
，
白
色
・
黒
色
砂
粒
（
～
1
㎜
）
含

む
良

に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
5
.
2

Ⅳ
b
１

2
5
1

1
0
8

１
Ｔ

Ⅱ
～
Ⅲ
a
層

Ⅱ
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

口
唇
部
：
凹
点

角
閃
石
・
滑
石
片
微
量
，
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
ナ
デ
が
多
く
含
む

良
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

不
明

5
.
7

Ⅳ
b
１

2
5
2

4
1

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

石
英
・
角
閃
石
・
雲
母
少
量
，
1
～
3
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
褐

―
2
.
4

Ⅳ
b
１

2
5
3

2
5

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

胴
部

口
縁
付
近

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

角
閃
石
・
白
色
・
橙
色
砂
粒
（
1
㎜
）
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
橙

―
4
.
2

Ⅳ
b
１ １
b

Ⅳ
5
.
9

―
褐

黄
灰

～
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
片

石
滑

・
石

閃
角

線
凹

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
a

Ⅲ
～

Ⅱ
Ｔ

１
7
0
1

4
5
2 2
5
5

5
6

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
指
お
さ
え

ナ
デ
，
凹
線

口
唇
部
：
凹
点

２
b

Ⅳ
1
.
4

明
不

褐
赤

明
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

英
石

2
5
6

2
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線
，
凹
点

口
唇
部
：
凹
点

角
閃
石
少
量
，
全
体
に
き
め
細
か
く
砂
粒
少
な
い

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

（
2
1
）

4
.
9

Ⅳ
b
２

2
5
7

4
2

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線
，
凹
点

雲
母
・
角
閃
石
・
1
～
2
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
灰
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
6

Ⅳ
b
２

2
5
8

3
8

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
鉢

胴
部

ナ
デ

凹
点
，
沈
線

角
閃
石
・
石
英
・
1
～
2
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

や
や

不
良

２
b

Ⅳ
3
.
2

―
橙

／
橙

2
5
9

1
1

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
鉢

頸
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線

石
英
少
量
，
黒
色
・
白
色
砂
粒
（
～
1
㎜
）
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
3
.
0

Ⅳ
b

2
6
0

1
2

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
浅
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ケ
ズ
リ

雲
母
・
角
閃
石
・
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含

む
良

に
ぶ
い
褐
／
褐
灰

不
明

3
.
1

Ⅳ
b b

Ⅳ
1
.
4

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
滑

線
凹

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

7
4

1
6
2 2
6
2

4
6

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線

口
唇
部
：
凹
点

雲
母
・
角
閃
石
や
や
多
く
，
1
～
2
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
灰
褐
／
灰
褐

不
明

4
.
5

Ⅳ
b

2
6
3

6
8

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

角
閃
石
・
雲
母
多
量
，
径
1
～
2
㎜
程
度
の
滑
石
片
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
明
赤
褐

―
3
.
8

Ⅳ
b

2
6
4

6
4

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
点

口
唇
部
：
凹
点

b
Ⅳ

6
.
2

―
灰

褐
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

石
閃

角

b
Ⅳ

8
.
2

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
，

量
微

英
石

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

１
0
1

5
6
2

b
Ⅳ

4
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
良

む
含

量
多

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
点

凹
：

部
唇

口
　

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

3
6

6
6
2

b
Ⅳ

9
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
礫

小
の

度
程

㎜
2

～
1

・
母

雲
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

8
4

7
6
2

外
面
二
次
焼
成
あ

り
b

Ⅳ
7
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

母
雲

・
石

閃
角

え
さ

お
指

，
デ

ナ
え

さ
お

指
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

浅
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

2
6

8
6
2

b
Ⅳ

0
.
3

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
・

英
石

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

4
7

9
6
2

b
Ⅳ

1
.
4

明
不

灰
褐

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

母
雲

目
刻

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅱ
層

２
Ｔ

１
7
8

0
7
2 2
7
1

5
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ケ
ズ
リ

凹
線
，
沈
線

口
唇
部
：
刻
目

d
Ⅳ

3
.
5

明
不

黄
灰

暗
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

）
㎜
1

（
粒

砂
色

白
・

石
閃

角

2
7
2

2
0

１
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
・
Ⅱ

鉢
口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

角
閃
石
・
雲
母
や
や
多
く
，
白
色
砂
粒
（
～
2
㎜
）
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
灰
褐

不
明

2
.
9

Ⅳ Ⅵ
6
.
2

―
黒

／
灰

褐
良

む
含

量
少

英
石

・
石

閃
角

線
沈

，
文

縄
，

キ
ガ

ミ
？

キ
ガ

ミ
部

頸
～

胴
鉢

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

１
7
7

3
7
2

外
面
一
部
赤
色
顔

料
2
7
4

3
5

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

底
部

ナ
デ

ナ
デ

底
部
：
鯨
骨
・
木
葉
痕

角
閃
石
・
雲
母
微
量
，
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
5
.
8

底
径
1
3
.
2
㎝

2
7
5

5
0

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

底
部

ナ
デ

指
お
さ
え

底
部
：
鯨
骨
圧
痕
か

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
2
.
4

底
径
1
3
.
0
㎝

 
　
(
復
元
）

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

出土遺物観察表
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第4章　貝塚中心部の調査

第
1
0
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
３

内
面

外
面

2
7
6

8
8

１
Ｔ

２
層

Ⅱ
深
鉢

底
部

ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

ケ
ズ
リ

底
部
：
鯨
骨
圧
痕

雲
母
・
石
英
少
量
，
滑
石
片
微
量
，
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
や
や
多

く
含
む

良
明
赤
褐
／
灰
褐

―
6
.
4

内
面
底
部
炭
化
物

付
着

2
7
7

8
9

１
Ｔ

２
層

Ⅱ
深
鉢

底
部

ナ
デ

ケ
ズ
リ

底
部
：
鯨
骨
圧
痕

角
閃
石
多
量
，
石
英
少
量
，
径
1
～
2
㎜
の
小
礫

多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
灰
黄
褐

―
3
.
0

2
7
8

1
5

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
鉢

底
部

ナ
デ

ナ
デ
，
指
頭
圧
痕

底
部
：
不
明
圧
痕

8
.
3

―
褐

灰
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
英

石
・

石
閃

角
・

母
雲

底
径
1
3
.
0
㎝

（
復
元
）

2
7
9

4
9

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

底
部

ナ
デ

ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

角
閃
石
・
雲
母
・
石
英
・
1
～
2
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
灰
黄
褐

―
3
.
8

底
径
1
1
.
8
㎝
（
復

元
）

2
8
0

4
0

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
浅
鉢

底
部

ナ
デ

ナ
デ
，
指
お
さ
え

角
閃
石
・
雲
母
少
量
，
1
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
橙
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
9 1
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

英
石

え
さ

お
指

，
デ

ナ
デ

ナ
部

底
鉢

深
Ⅱ

・
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

Ｔ
１

1
2

1
8
2 2
8
2

6
5

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
鉢

底
部

ナ
デ
，
刺
突

不
明
圧
痕

雲
母
微
量
，
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
1
.
4

底
径
1
0
.
2
㎝

(
復
元
）

2
8
3

3
9

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

底
部

ナ
デ
，
指
お
さ
え

ナ
デ
，
指
お
さ
え

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
3
.
9

2
8
4

9
5

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
指
お
さ
え

貼
付
把
手

ナ
デ
，
指
お
さ
え

2
.
6

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

の
度

程
㎜
1

2
8
5

6
１
Ｔ

表
土

Ⅰ
深
鉢

底
部

ナ
デ

ナ
デ

角
閃
石
・
石
英
・
白
色
砂
粒
（
～
1
㎜
）
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
3
.
4 9
.
1

―
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

線
沈

，
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

１
3
7

6
8
2

9
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

量
多

石
閃

角
・

母
雲

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
１

8
7

7
8
2 2
8
8

3
3

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
小
皿

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

底
部
：
回
転
糸
切

6
.
1

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

土
粘

い
か

細
め

き
い

な
少

物
入

混

2
8
9

3
4

１
Ｔ

表
土

Ⅰ
小
皿

底
部

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

底
部
：
回
転
糸
切

㎝
6
.
4

径
底

2
.
1

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

黄
暗

良
土

粘
い

か
細

め
き

い
な

少
物

入
混

2
9
0

8
5

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
壺
形
土
器

頸
部

ナ
デ

ナ
デ
，
突
帯
貼
付

角
閃
石
・
石
英
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

4
.
6

2
9
1

5
3

１
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
円
筒
埴
輪

タ
ガ

刷
毛
目

ナ
デ
，
突
帯
貼
付

角
閃
石
・
石
英
少
量
，
褐
色
砂
粒
（
1
～
2
㎜
）
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
3
.
1

2
9
2

1
1
5

１
Ｔ

Ⅲ
a
層

上
半
部

Ⅵ
7
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
微

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
線

沈
，

文
縄

キ
ガ

ミ
部

胴
鉢

a
Ⅲ

外
面
に
一
部
赤
色

顔
料
付
着

2
9
3

1
0
4

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

下
半
部

a
Ⅰ

7
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
文

型
押

デ
ナ

部
胴

鉢
a

Ⅳ

2
9
4

1
0
2

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

上
半
部

b
Ⅲ

9
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
付

貼
帯

隆
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

2
9
5

1
0
0

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

上
半
部

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
少
量
，
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
明
赤
褐

―
3
.
0

Ⅲ

2
9
6

9
8

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

上
半
部

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，
沈
線

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
㎜
程
度
の
白
色
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
6

Ⅲ
d

2
9
7

1
0
1

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

上
半
部

f
Ⅲ

8
.
2

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

2
9
8

1
0
3

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

下
半
部

f
Ⅲ

6
.
4

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

2
9
9

9
9

１
Ｔ

Ⅳ
a
層

上
半
部

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

押
引
文
，
刻
目

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

不
明

3
.
9

Ⅲ
d a

Ⅰ
3
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
文

型
押

デ
ナ

部
胴

鉢
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
２

2
5
1

0
0
3 3
0
1

1
3
9

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

押
型
文
，
ナ
デ

雲
母
・
角
閃
石
・
2
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
橙

―
4
.
0

Ⅰ
a

3
0
2

1
3
8

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

ナ
デ
，
刺
突

雲
母
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
3

Ⅱ
a a

Ⅱ
4
.
7

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

文
状

波
，

文
形

爪
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

２
8
5
1

3
0
3 3
0
4

1
6
0

２
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く

含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
褐
灰

不
明

4
.
1

Ⅱ
a

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

）
面

外
／

面
内

（
調

色
成

焼
土

胎
口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考
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第
1
1
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
４

内
面

外
面

3
0
5

1
4
6

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
刺
突
，

波
状
文

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
㎜
 
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
4
.
7

Ⅱ
b

3
0
6

1
4
3

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

１
a

Ⅲ
7
.
3

明
不

褐
黒

／
褐

黒
良

む
含

量
多

礫
小

・
粒

砂
の

㎜
3

～
1

径

１
a

Ⅲ
7
.
4

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

，
量

多
石

閃
角

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

２
9
5
1

7
0
3 3
0
8

1
3
0

２
Ｔ

南
西
部

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

口
唇
部
：
刻
目

１
a

Ⅲ
7
.
2

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

の
度

程
㎜
5
.
0

径
・

母
雲

3
0
9

1
3
1

２
Ｔ

南
西
部

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
石
灰
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
赤
褐

―
4
.
2

Ⅲ
a
１ １
a

Ⅲ
2
.
4

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
閃

角
・

石
長

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
２

1
6
1

0
1
3

１
a

Ⅲ
3
.
5

明
不

灰
褐

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
石

長
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

Ⅱ
～

Ⅰ
Ｔ

２
4
4
1

1
1
3 3
1
2

1
4
1

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

雲
母
少
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
黒
褐
／
黒
褐

1
8
.
0

（
復
元
）

7
.
3

Ⅲ
a
１

3
1
3

1
2
9

２
Ｔ

南
西
部

２
a

Ⅲ
2
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

3
1
4

1
5
3

２
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深

鉢
口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

口
唇
部
：
ナ
デ
，
刻
目

角
閃
石
・
雲
母
や
や
多
く
，
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
黄
褐

不
明

3
.
8

Ⅲ
a
２

3
1
5

1
5
4

２
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
下
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
石
英
・
長
石
・
角
閃
石
含
む
，
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量

含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
5
.
6

Ⅲ
a
２

3
1
6

1
3
5

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
押
引
文

口
唇
部
：
刺
突

１
b

Ⅲ
9
.
4

明
不

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
の

度
程

㎜
1

径
・

母
雲

金

3
1
7

1
4
2

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

２
b

Ⅲ
5
.
3

明
不

橙
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
少

石
長

・
母

雲

６
b

Ⅲ
5
.
4

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

多
礫

小
の

㎜
3

～
1

径
文

引
押

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

２
6
5
1

8
1
3

３
d

Ⅲ
3
.
6

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
石

滑
文

引
押

，
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

Ｔ
２

7
3
1

9
1
3 3
2
0

1
3
4

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
押
引
文

貝
殻
条
痕
，
押
引
文

雲
母
・
角
閃
石
少
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

不
明

4
.
0

Ⅲ
d

3
2
1

1
2
3

２
Ｔ

南
西
部

２
e

Ⅲ
6
.
5

―
褐

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
石

閃
角

・
母

雲
）

文
線

曲
（

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

Ⅲ
6
.
3

―
黄

灰
暗

／
黒

ブ
ー

リ
オ

良
む

含
量

多
粒

砂
の

㎜
2

～
1

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

Ⅰ
層

Ⅱ
～

Ⅰ
Ｔ

２
6
3
1

2
2
3 3
2
3

1
4
7

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
（
曲
線
文

含
む
）

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
黄
橙

不
明

3
.
6

Ⅲ

3
2
4

1
3
3

２
Ｔ

南
西
部

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

口
唇
部
：
凹
点

雲
母
少
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

不
明

5
.
6

Ⅳ
b
１

3
2
5

1
2
1

２
Ｔ
B
4
-
d
G
r

D
4
-
a
G
r

１
b

Ⅳ
3
.
6

明
不

灰
褐

／
褐

灰
良

む
含

く
多

や
や

石
滑

線
凹

，
デ

ナ
え

さ
お

指
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表

3
2
6

1
1
8

２
Ｔ
B
4
-
d
G
r

D
4
-
d
G
r

表
土

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
（
表
土
）

橙
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
の

度
程

㎜
2

～
1

径
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
4
1
.
6

（
復
元
）

6
.
8

Ⅳ
b
１

3
2
7

1
2
4

２
Ｔ

南
西
部

２
b

Ⅳ
2
.
5

明
不

褐
／

灰
褐

良
む

含
く

量
少

母
曇

金
・

石
滑

点
凹

，
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

3
2
8

1
2
7

２
Ｔ

南
西
部

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
浅
鉢

底
部

～
胴
下
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
褐

―
4
.
9

Ⅳ
b

3
2
9

1
2
0

２
Ｔ
東
部

表
土

Ⅰ
浅
鉢

底
部

～
胴
下
部

b
Ⅳ

3
.
5

―
褐

黄
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
多

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

石
滑

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
外
面
に
一
部
赤
色

顔
料
付
着

3
3
0

1
2
6

２
Ｔ

南
西
部

b
Ⅳ

4
.
3

明
不

褐
黒

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
の

㎜
2

～
1

径
え

さ
お

指
，

線
凹

，
デ

ナ
え

さ
お

指
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

3
3
1

1
4
5

２
Ｔ

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
凹
線

口
唇
部
：
凹
点

b
Ⅳ

6
.
4

明
不

褐
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
少

石
滑

・
母

雲

3
3
2

1
3
2

２
Ｔ

南
西
部

b
Ⅳ

6
.
4

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
の

度
程

㎜
2

～
1

径
点

凹
，

線
凹

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

Ⅱ
～

Ⅰ

3
3
3

1
2
5

２
Ｔ

南
西
部

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
鉢

口
縁
部

ケ
ズ
リ
，
ナ
デ
，

指
お
さ
え

b
Ⅳ

5
.
6

明
不

褐
／

褐
良

む
含

く
多

や
や

礫
小

の
度

程
㎜
2

径
，

量
微

石
滑

線
凹

，
デ

ナ

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

）
面

外
／

面
内

（
調

色
成

焼
土

胎
口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

出土遺物観察表
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第4章　貝塚中心部の調査

第
1
2
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
５

内
面

外
面

b
Ⅳ

2
.
6

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

片
石

滑
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅱ

層
Ⅱ

Ｔ
２

7
5
1

4
3
3 3
3
5

1
1
9

２
Ｔ
B
4
-
d
G
r

D
4
-
a
G
r

表
土

Ⅰ
浅
鉢

胴
下
部

ナ
デ

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
や
や
多
く
 
，
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
褐

―
7
.
7

3
3
6

1
2
8

２
Ｔ

南
西
部

Ⅰ
～
Ⅱ
層

Ⅰ
深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

ナ
デ

鯨
骨
圧
痕
？

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く

含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
7

3
3
7

1
2
2

２
Ｔ
B
4
-
d
G
r

D
4
-
a
G
r

表
土

Ⅰ
深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

底
部
：
縄
圧
痕

6
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
底
径
1
0
.
6
㎝

(
復
元
）

f
Ⅲ

5
.
6

明
不

褐
灰

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

母
雲

・
英

石
・

石
閃

角
突

刺
，

線
沈

，
デ

ナ
線

沈
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅱ
層
b

Ⅱ
Ｔ

３
6
1
3
1

8
3
3

a
Ⅱ

5
.
8

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
多

粒
岩

灰
石

・
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅰ

土
表

Ｔ
３

5
5
2
1

9
3
3 3
4
0

1
3
0
1

３
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

押
圧
文

角
閃
石
・
石
英
・
径
3
㎜
程
度
の
小
礫
や
や
多
く

含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

―
7
.
9

Ⅱ
b b

Ⅱ
9
.
5

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

く
多

や
や

粒
砂

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅱ
層
b

Ⅱ
Ｔ

３
7
1
3
1

1
4
3

２
a

Ⅲ
9
.
4

明
不

褐
黒

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

9
9
2
1

2
4
3

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅱ
層
b

Ⅱ
Ｔ

３
2
7
1

3
4
3

3
8
.
0

（
復
元
）

1
2
.
2

Ⅲ
b
３ ３
b

Ⅲ
6
.
7

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
の

度
程

㎜
1

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
4
7
1

4
4
3

３
b

Ⅲ
9
.
6

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
礫

小
の

㎜
2

～
1

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
5
7
1

5
4
3

３
b

Ⅲ
9
.
3

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

粒
砂

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

土
表

Ｔ
３

7
5
2
1

6
4
3

３
b

Ⅲ
5
.
7

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅱ

層
２

Ｔ
３

2
1
3
1

7
4
3 3
4
8

1
7
3

３
Ｔ

Ⅰ
～
２
層

Ⅱ
b
層

Ⅱ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
灰
褐

―
8
.
1

Ⅲ
b
３

3
4
3
～
3
4
5
，
3
4
8

同
一
個
体
か

３
b

Ⅲ
6
.
1
1

―
褐

灰
／

褐
灰

良
む

含
量

少
礫

小
の

㎜
3

～
2

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
9
7
2
1

9
4
3 3
5
0

1
7
0

３
Ｔ

カ
ク
ラ
ン

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

雲
母
・
角
閃
石
・
石
英
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
灰
褐
／
黒
褐

不
明

4
.
4

Ⅲ
b
３ ３
b

Ⅲ
1
.
5

明
不

灰
褐

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

1
9
2
1

1
5
3

３
b

Ⅲ
1
.
7

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
少

礫
小

の
㎜
3

～
2

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

2
9
2
1

2
5
3

３
b

Ⅲ
8
.
6

―
灰

褐
／

褐
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
，

量
少

石
長

・
英

石
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
0
0
3
1

3
5
3 3
5
4

1
6
7

３
Ｔ

カ
ク
ラ
ン

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

雲
母
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
黒
褐
／
灰
黄
褐

―
6
.
2

Ⅲ
b
４ ７
b

Ⅲ
8
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
明

良
む

含
量

少
英

石
・

石
閃

角
文

引
押

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
Ⅱ

～
Ⅰ

Ｔ
３

3
6
2
1

5
5
3

７
b

Ⅲ
7
.
4

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
多

母
雲

金
突

刺
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
3
8
2
1

6
5
3

７
b

Ⅲ
8
.
4

―
褐

黒
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

2
8
2
1

7
5
3 3
5
8

1
2
8
5

３
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刺
突

７
b

Ⅲ
4
.
3

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

微
石

閃
角

７
b

Ⅲ
9
.

4
明

不
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
粒

砂
付

貼
帯

隆
，

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
4
8
2
1

9
5
3

７
b

Ⅲ
4
.
7

―
褐

黒
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

微
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

1
8
2
1

0
6
3

７
b

Ⅲ
5
.
6

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

母
雲

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
0
9
2
1

1
6
3

７
b

Ⅲ
6
.
4

―
褐

黄
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
多

礫
小

の
㎜
3

～
2

径
文

引
押

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

6
8
2
1

2
6
3 3
6
3

1
2
8
8

３
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刻
目

７
b

Ⅲ
6
.
5

―
灰

褐
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

７
b

Ⅲ
7
.
3

―
褐

黄
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
多

石
長

・
石

閃
角

突
刺

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
a

Ⅳ
～

Ⅰ
Ｔ

３
4
9
2
1

4
6
3 3
6
5

1
2
9
3

３
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刻
目

７
b

Ⅲ
1
.
5

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

７
b

Ⅲ
7
.
5

明
不

橙
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
長

・
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅱ
層

２
Ｔ

３
0
1
3
1

6
6
3

７
b

Ⅲ
9
.
4

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
金

・
石

長
・

石
閃

角
突

刺
，

デ
ナ

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅱ
層

２
Ｔ

３
1
1
3
1

7
6
3

７
b

Ⅲ
8
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

付
貼

帯
隆

，
文

縄
デ

ナ
部

胴
鉢

深
b

Ⅱ
層
b

Ⅱ
Ｔ

３
9
1
3
1

8
6
3

７
b

Ⅲ
5
.
6

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

・
英

石
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

Ⅱ
層

３
～

２
Ｔ

３
4
2
3
1

9
6
3

７
b

Ⅲ
8
.
8

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

突
刺

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅱ

層
２

Ｔ
３

3
2
3
1

0
7
3

１
d

Ⅲ
4
.
4

明
不

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
線

沈
，

痕
条

殻
貝

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
8
5
2
1

1
7
3

１
d

Ⅲ
3
.
6

明
不

褐
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
線

沈
，

痕
条

殻
貝

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

３
9
5
2
1

2
7
3

１
d

Ⅲ
2
.
3

明
不

褐
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
少

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
土

表
Ｔ

３
0
6
2
1

3
7
3

１
d

Ⅲ
2
.
4

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
英

石
線

沈
，

痕
条

殻
貝

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
側

東
Ｔ

３
0
7
2
1

4
7
3

１
d

Ⅲ
7
.
5

明
不

褐
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅱ
1
0
K
S

Ｔ
３

0
2
3
1

5
7
3

１
d

Ⅲ
3
.
9

明
不

褐
黒

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
8
7
2
1

6
7
3

１
d

Ⅲ
7
.
4

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
，

量
多

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

5
7
2
1

7
7
3挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

3
4
3
～
3
4
5
，
3
4
8

同
一
個
体
か

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考
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第
1
3
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
６

内
面

外
面

3
7
8

1
6
8

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

波
状
沈
線

１
d

Ⅲ
2
.
6

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

長
・

石
閃

角

１
d

Ⅲ
3
.
5

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
6
7
2
1

9
7
3

１
d

Ⅲ
8
.
5

明
不

褐
灰

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
長

・
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
線

沈
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅱ
層
b

Ⅱ
Ｔ

３
8
1
3
1

0
8
3

３
d

Ⅲ
7
.
4

明
不

灰
褐

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
粒

砂
突

刺
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

Ⅰ
層

Ⅱ
～

Ⅰ
Ｔ

３
2
6
2
1

1
8
3

３
d

Ⅲ
9
.
7

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
突

刺
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

0
8
2
1

2
8
3

３
d

Ⅲ
0
.
4

明
不

褐
黒

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
文

引
押

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

8
9
2
1

3
8
3 3
8
4

1
6
9

３
Ｔ

カ
ク
ラ
ン

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
刺
突

ナ
デ
，
刺
突
，
沈
線

口
唇
部
：
刻
目

角
閃
石
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
黒
褐

不
明

3
.
4

Ⅲ
d １
d

Ⅲ
9
.
9

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
線

沈
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
1
7
2
1

5
8
3

１
d

Ⅲ
8
.
2

―
褐

灰
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
線

沈
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
2
7
2
1

6
8
3

f
Ⅲ

0
.
8

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

線
沈

，
デ

ナ
線

沈
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

3
7
2
1

7
8
3

f
Ⅲ

6
.
4

明
不

褐
赤

明
／

褐
赤

明
良

む
含

量
少

粒
砂

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
4
7
2
1

8
8
3

Ⅲ
5
.
6

―
褐

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
9
8
2
1

9
8
3

a
Ⅳ

9
.
3

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
滑

突
刺

，
デ

ナ
リ

ズ
ケ

部
縁

口
鉢

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
7
8
2
1

0
9
3

２
b

Ⅳ
7
.
7

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
橙

良
む

含
量

多
粒

砂
・

母
雲

・
英

石
線

沈
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
Ⅰ

土
表

Ｔ
３

6
5
2
1

1
9
3

b
Ⅳ

3
.
6

明
不

褐
灰

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

滑
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

7
7
2
1

2
9
3

9
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
橙

良
む

含
量

微
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
３

2
0
3
1

3
9
3

器
土

生
弥

Ⅳ
8
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

Ⅰ
層

２
～

１
Ｔ

３
5
9
2
1

4
9
3

器
土

生
弥

Ⅵ
0
.
2

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
む

含
量

多
石

閃
角

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

Ⅰ
土

表
Ｔ

３
1
6
2
1

5
9
3 3
9
6

1
2
9
7

３
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
坏

ナ
デ

ナ
デ

底
部
：
回
転
糸
切

器
師

土
6
.
1

0
.
8

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良良

蜜
緻

く
な

少
物

入
混

3
9
7

1
2
9
6

３
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
坏

底
部

ナ
デ

ナ
デ

底
部
：
回
転
糸
切

器
師

土
0
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
粒

砂

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
礫

小
の

㎜
3

～
2

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅲ

半
下

層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

6
9
8

8
9
3

―
3
.
4

Ⅲ
b
１ １
b

Ⅲ
4
.
2

―
褐

灰
／

褐
明

良
む

含
量

多
粒

砂
付

貼
帯

隆
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅲ
半

下
層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

8
9
8

9
9
3

Ⅲ
7
.
2

―
褐

黒
／

褐
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

・
量

少
英

石
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅲ

半
下

層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

7
9
8

0
0
4

b
３ ４
b

Ⅲ
1
.
3

―
褐

黒
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

英
石

・
石

閃
角

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅲ

半
下

層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

9
9
8

1
0
4

b
Ⅲ

4
.
3

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

石
長

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
突

刺
，

デ
ナ

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅲ
半

上
層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

4
0
9

2
0
4

７

Ⅲ
4
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
母

雲
突

刺
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅲ

半
上

層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

7
0
9

3
0
4

d
３

4
0
4

9
0
8

３
Ｔ
-
1
8
G
r
.

Ⅲ
a
層
上
半

Ⅲ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
石
英
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
灰
黄
褐

―
3
.
2

Ⅲ Ⅲ
7
.
2

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

母
雲

・
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅲ
半

下
層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

1
0
9

5
0
4

Ⅲ
7
.
2

―
橙

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
a

Ⅲ
半

上
層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

6
0
9

6
0
4

8
.
2

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
・

石
閃

角
デ

ナ
痕

条
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅲ

半
上

層
a

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

5
0
9

7
0
4

b
Ⅱ

2
.
4

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
半

下
層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

5
9
8

8
0
4 4
0
9

8
8
4

３
Ｔ
-
1
8
G
r
.

 
２
a

Ⅲ
6
.
3

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

多
礫

小
の

㎜
3

～
2

径
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

7
.
2

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

母
雲

・
石

閃
角

帯
隆

げ
上

み
ま

つ
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
半

上
層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

9
7
8

0
1
4

Ⅲ
b
１

.
2

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

半
上

層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

8
8
8

1
1
4

8
Ⅲ
b
３

b
Ⅲ

2
.
3

―
褐

黒
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
半

上
層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

3
8
8

2
1
4

３

.
5

明
不

灰
褐

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
石

閃
角

・
母

雲
付

貼
帯

隆
，

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

半
下

層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

2
9
8

3
1
4

5
Ⅲ
b
７

.
4

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
・

母
雲

金
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

半
上

層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

4
9
8

4
1
4

5
Ⅲ
b
７

1
.
2

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

礫
小

・
粒

砂
突

刺
，

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

縁
口

鉢
b

Ⅲ
半

上
層
b

Ⅲ
.
r
G
8
1
-

Ｔ
３

0
9
8

5
1
4

Ⅲ
b
７

Ⅲ
4
.
2

―
褐
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痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

4
5
9

3
5
6

３
Ｔ
-
1
7
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
隆
帯
貼
付

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

雲
母
・
角
閃
石
微
量
，
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
黒

褐
／
黒
褐

―
3
.
3

Ⅲ
b
３

4
6
0

3
0
9

３
Ｔ
-
1
8
G
r
.

Ⅳ
a
層

下
半
部

３
b

Ⅲ
8
.
9

―
褐

灰
／

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

4
6
1

3
3
0

３
Ｔ
-
1
8
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

雲
母
・
長
石
・
径
2
～
5
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

や
や

不
良

３
b

Ⅲ
2
.
4

―
褐

／
褐

黒

３
b

Ⅲ
2
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

長
・

石
閃

角
・

母
雲

付
貼

帯
隆

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

３
2
7
3

2
6
4

３
b

Ⅲ
2
.
2

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
の

度
程

㎜
2

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
6
1
-

Ｔ
３

2
1
4

3
6
4

３
b

Ⅲ
9
.
2

―
褐

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
b

Ⅳ
～
a

Ⅳ
Ｔ

３
4
6
4

4
6
4 4
6
5

3
5
9

３
Ｔ
-
1
7
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

雲
母
・
石
英
・
角
閃
石
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
灰
黄

褐
―

3
.
5

Ⅲ
b
４

4
6
6

3
6
0

３
Ｔ
-
1
7
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

鉢
胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

つ
ま
み
上
げ
隆
帯

角
閃
石
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
7

Ⅲ
b
４ ４
b

Ⅲ
7
.
4

―
褐

黒
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
6
1
-

Ｔ
３

0
2
3

7
6
4 4
6
8

3
2
4

３
Ｔ
-
1
6
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
刺
突

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
に
ぶ
い
褐

―
2
.
1

Ⅲ
b
５

4
6
9

4
6
5

３
Ｔ

Ⅳ
a
～
Ⅳ
b
層

Ⅳ
a

鉢
胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

角
閃
石
・
長
石
少
量
含
む

や
や

不
良

に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
黄
橙

―
3
.
2

Ⅲ
b
５

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

）
面

外
／

面
内

（
調

色
成

焼
土

胎
口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考
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第
1
5
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
８

内
面

外
面

4
7
0

3
6
3

３
Ｔ
-
3
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
黒
褐

―
3
.
7

Ⅲ
b
５

4
7
1

4
6
1

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

角
閃
石
・
石
英
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

や
や

不
良

に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
8
.
2

Ⅲ
b
５

4
7
2

3
0
7

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，
刺
突

角
閃
石
微
量
，
径
1
～
3
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
褐
灰

―
7
.
6

Ⅲ
b
７

4
7
3

1
7
8

３
Ｔ
-
1
3
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刺
突

雲
母
・
角
閃
石
少
量
，
径
1
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
4
.
2

Ⅲ
b
７ ７
b

Ⅲ
3
.
2

―
黒

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

英
石

突
刺

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
6
1
-

Ｔ
３

2
2
3

4
7
4 4
7
5

3
7
9

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
押
引
文

雲
母
多
量
，
角
閃
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
黒

―
2
.
4

Ⅲ
b
７
b

Ⅲ
5
.
2

明
不

褐
黒

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
の

度
程

㎜
1

径
・

石
閃

角
文

引
押

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
1
-

Ｔ
３

7
7
4

6
7
4

７
4
7
7

3
5
7

３
Ｔ
-
1
7
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

長
石
・
角
閃
石
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
含
む

良
灰
黄
褐
／
黒
褐

―
2
.
6

Ⅲ
b
７ ７
b

Ⅲ
2
.
3

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
突

刺
，

帯
隆

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

３
7
7
3

8
7
4 4
7
9

3
8
2

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

隆
帯
貼
付

雲
母
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
灰
黄
褐

不
明

2
.
5

Ⅲ
b
７ ７
b

Ⅲ
9
.
2

―
黒

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

礫
小

の
㎜
2

～
1

径
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
6
1
-

Ｔ
３

1
1
4

0
8
4

７
b

Ⅲ
6
.
2

―
灰

褐
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
長

・
石

閃
角

目
刻

，
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
4
1
-

Ｔ
３

5
0
4

1
8
4

７
b

Ⅲ
0
.
2

明
不

褐
赤

明
／

褐
赤

明
良

む
含

量
少

石
長

・
石

閃
角

文
引

押
，

デ
ナ

文
引

押
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
.
r
G
1
-

Ｔ
３

0
9
3

2
8
4 4
8
3

3
2
5

３
Ｔ
-
1
8
G
r
.

Ⅳ
a
層

上
半
部

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

７
b

Ⅲ
4
.
4

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲

4
8
4

3
3
1

３
Ｔ
-
1
6
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刺
突

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
褐
灰
／
黒
褐

不
明

6
.
2

Ⅲ
b
７ １
c

Ⅲ
5
.
5

明
不

褐
赤

明
／

褐
赤

明
良

む
含

量
多

石
長

・
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

デ
ナ

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
3
-

Ｔ
３

1
4
3

5
8
4 4
8
6

1
7
6

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
（
曲
線
文

含
む
）

１
c

Ⅲ
5
.
3

―
褐

／
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
の

㎜
2

～
1

径
・

石
閃

角

１
d

Ⅲ
9
.
2

明
不

灰
褐

／
褐

良
む

含
量

少
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
線

沈
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
.
r
G
8
-

Ｔ
３

9
9
3

7
8
4

１
d

Ⅲ
8
.
2

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
多

石
閃

角
・

母
雲

線
沈

，
デ

ナ
線

沈
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
.
r
G
3
-

Ｔ
３

6
8
3

8
8
4

d
Ⅲ

1
.
3

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

デ
ナ

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
1
-

Ｔ
３

3
8
3

9
8
4

１
4
9
0

3
4
9

３
Ｔ
-
1
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
沈
線

貝
殻
条
痕
，
沈
線

角
閃
石
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
橙

―
2
.
3

Ⅲ
d
１

4
9
1

1
7
1

３
Ｔ
-
3
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
沈
線

（
直
線
文
・
波
状
文
）

貝
殻
条
痕

沈
線
（
短
直
線
文
）

雲
母
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
褐
灰

不
明

4
.
9

Ⅲ
d
１ １
d

Ⅲ
2
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
1
-

Ｔ
３

4
9
3

2
9
4 4
9
3

4
6
8

３
Ｔ
-
6
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
沈
線

角
閃
石
・
雲
母
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

―
2
.
9

Ⅲ
d
１

4
9
4

3
9
5

３
Ｔ
-
1
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ
，
沈
線

貝
殻
条
痕
，
沈
線

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
灰
黄
褐
／
黒
褐

―
3
.
0

Ⅲ
d
１

4
9
5

3
9
2

３
Ｔ
-
3
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線

角
閃
石
・
雲
母
・
長
石
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
黒
褐
／
灰
黄
褐

―
3
.
4

Ⅲ
d
１ １
d

Ⅲ
2
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
.
r
G
3
-

Ｔ
３

3
4
3

6
9
4

１
d

Ⅲ
0
.
3

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

少
石

長
・

母
雲

・
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
線

沈
，

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
.
r
G
3
-

Ｔ
３

4
4
3

7
9
4

１
d

Ⅲ
1
.
3

―
褐

赤
明

／
褐

赤
明

良
む

含
量

少
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
.
r
G
3
-

Ｔ
３

4
8
3

8
9
4

１
d

Ⅲ
8
.
2

―
褐

黒
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
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砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
褐
灰

―
3
.
2

Ⅲ

5
4
5

3
0
8

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
下
部

～
底
部

Ⅲ
5
.
4

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
の

度
程

㎜
1

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝

Ⅲ
9
.
1

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
良

む
含

量
少

礫
小

の
度

程
㎜
2

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

３
5
7
3

6
4
5

a
Ⅳ

2
.
3

―
灰

褐
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
滑

線
凹

，
突

刺
デ

ナ
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

３
4
6
3

7
4
5 5
4
8

3
8
9

３
Ｔ
-
1
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

鉢
口
縁
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

長
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

―
3
.
2 7
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
石

閃
角

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
.
r
G
1
-

Ｔ
３

8
4
3

9
4
5 5
5
0

3
6
8

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ

縄
文
，
隆
帯
貼
付
，
刺
突

長
石
・
角
閃
石
・
径
2
～
4
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
褐
／
灰
褐

―
3
.
5

5
5
1

3
7
6

３
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

底
部
：
ナ
デ

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
3
.
2

Ⅲ
底
径
6
.
4
㎝

(
復
元
）

5
5
2

3
1
1

３
Ｔ
-
1
5
G
r
.

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

底
部
：
不
明
圧
痕

㎝
0
.
7

径
底

Ⅲ
5
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
礫

小
の

度
程

㎜
2

径

5
5
3

2
0
1

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
沈
線
，
押
引
文

ナ
デ
，
沈
線
，
押
引
文

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
含
む

良
褐
／
黒
褐

不
明

3
.
7

Ⅱ
a １
a

Ⅲ
1
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
黒

良
む

含
く

多
や

や
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
.
r
G
3

・
1
-

Ｔ
３

1
1
2

4
5
5 5
5
5

1
9
7

３
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
黒
褐

不
明

5
.
2

Ⅲ
a
１

5
5
6

2
0
0

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

１
a

Ⅲ
0
.
4

明
不

灰
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
・

母
雲

5
5
7

2
0
4

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
微
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い

褐
―

2
.
4

Ⅲ
b
１ ３
b

Ⅲ
8
.
4

―
褐

灰
／

褐
黒

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
母

雲
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
.
r
G
5
-

Ｔ
３

8
9
1

8
5
5

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
高

（
㎝
）
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轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
1
0

内
面

外
面

5
5
9

2
0
5

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刻
目

５
b

Ⅲ
2
.
3

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石

７
b

Ⅲ
0
.
3

明
不

灰
褐

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
石

閃
角

・
母

雲
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
.
r
G
3

・
1
-

Ｔ
３

0
1
2

0
6
5 5
6
1

3
0
1

３
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刺
突

１
d

Ⅲ
4
.
3

明
不

褐
黒

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

5
6
2

2
1
2

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
沈
線

口
唇
部
：
刻
目

貝
殻
条
痕
，
押
引
文

口
唇
部
：
刻
目

石
英
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
褐
灰
／
灰
褐

不
明

2
.
8

Ⅲ
d
１

5
6
3

1
9
9

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

沈
線
（
短
直
線
文
）

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，

沈
線

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
微
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
4
.
6

Ⅲ
f f

Ⅲ
4
.
6

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
の

㎜
2

～
1

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
.
r
G
5
-

Ｔ
３

2
0
2

4
6
5 5
6
5

2
0
3

３
Ｔ
-
5
G
r
.

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付
，

刻
目

Ⅲ
9
.
2

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

石
長

・
母

雲

Ⅲ
5
.
2

―
褐

／
褐

明
良

む
含

量
微

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

３
2
0
3

6
6
5

a
Ⅱ

8
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

部
西

Ｔ
４

5
3
3
1

7
6
5

２
a

Ⅲ
5
.
5

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
部

西
Ｔ

４
6
3
3
1

8
6
5

１
b

Ⅲ
6
.
9

明
不

褐
灰

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅱ

層
a

Ⅳ
～
b

Ⅱ
Ｔ

４
7
5
3
1

9
6
5 5
7
0

5
0
2

４
Ｔ

西
部
1
～
2
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
～
3
㎜
砂
粒
多
量
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
黄
橙

―
4
.
1

Ⅲ
b
３ ３
b

Ⅲ
7
.
3

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
部

西
Ｔ

４
9
3
5

1
7
5

３
b

Ⅲ
2
.
8

明
不

灰
褐

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
付

貼
帯

隆
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
部

西
Ｔ

４
2
3
3
1

2
7
5

３
b

Ⅲ
6
.
6

明
不

灰
褐

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
石

長
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

部
西

Ｔ
４

1
3
3
1

3
7
5

３
b

Ⅲ
2
.
8

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

付
貼

帯
隆

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

部
西

Ｔ
４

4
3
3
1

4
7
5

３
b

Ⅲ
9
.
7

明
不

橙
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

部
西

Ｔ
４

3
3
3
1

5
7
5

３
b

Ⅲ
3
.
2
1

明
不

灰
褐

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

部
西

Ｔ
４

7
3
3
1

6
7
5 5
7
7

1
3
5
1

４
Ｔ
西
部

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

～
胴
部

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
3
6
.
0

（
復
元
）

1
7
.
9

Ⅲ
b
３

5
7
8

1
3
4
4

４
Ｔ

２
層

Ⅱ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，

隆
帯
貼
付

４
b

Ⅲ
2
.
8

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
長

・
石

閃
角

７
b

Ⅲ
7
.
2
1

―
褐

灰
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

文
引

押
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

Ⅰ
層

２
～

１
部

西
Ｔ

４
9
2
3
1

9
7
5

胴
部
最
大
径
4
9
.

5
㎝
（
復
元
）

5
8
0

1
3
4
1

４
Ｔ
西
部

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

押
引
文

７
b

Ⅲ
4
.
5

明
不

褐
灰

／
褐

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲

5
8
1

1
3
3
9

４
Ｔ

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

７
b

Ⅲ
4
.
8

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
母

雲
・

英
石

5
8
2

1
3
4
2

４
Ｔ
西
部

１
～
２
層

Ⅰ
深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
刺
突

７
b

Ⅲ
1
.
6

明
不

褐
黒

／
灰

褐
良

む
含

く
多

や
や

粒
砂

・
石

閃
角

5
8
3

1
3
5
6

４
Ｔ

Ⅱ
層

Ⅱ
深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

押
引
文

隆
帯
貼
付
，
刻
目

７
b

Ⅲ
0
.
7

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

７
b

Ⅲ
1
.
8

明
不

褐
黒

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
突

刺
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

Ｔ
４

0
4
3
1

4
8
5

Ⅲ
3
.
5

―
褐

灰
／

褐
黒

良
む

含
量

少
粒

砂
の

㎜
3

～
1

径
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
～
b

Ⅱ
Ｔ

４
8
0
5

5
8
5

Ⅲ
2
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
Ⅰ

層
２

～
１

部
西

Ｔ
４

8
3
5

6
8
5 5
8
7

5
4
3
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第4章　貝塚中心部の調査
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8
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ナ
デ

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
褐
灰

―
4
.
7

Ⅲ
a
１ １
a

Ⅲ
1
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
7
5
5

4
3
6

１
a

Ⅲ
0
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
3
3
5

5
3
6

底
径
6
.
1
㎝

(
復
元
）

１
a

Ⅲ
2
.
4

―
灰

褐
明

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

礫
小

の
度

程
㎜
2

径
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
底

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
2
6
5

6
3
6

底
径
1
0
㎝

(
復
元
）

２
a

Ⅲ
0
.
6

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

・
英

石
・

母
雲

金
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
3
0
5

7
3
6 6
3
8

5
0
5

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ

貝
殻
条
痕
（
曲
線
文
）

２
a

Ⅲ
9
.
3

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
の

㎜
3

～
2

径

6
3
9

5
1
6

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

２
a

Ⅲ
4
.
3

明
不

褐
灰

／
褐

灰
良

む
含

量
少

石
長

・
石

閃
角

6
4
0

5
1
5

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，

沈
線
（
直
線
文
）

２
a

Ⅲ
3
.
4

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
礫

小
の

㎜
2

～
1

径
・

石
長

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土
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第
1
9
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
1
2

内
面

外
面

6
4
1

5
0
6

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

金
雲
母
・
石
英
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
褐

―
5
.
0

Ⅲ
a
２

6
4
2

5
1
8

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
長
石
微
量
，
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
黒
褐

―
5
.
3

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
9
.
3

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

石
長

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
4
2
5

3
4
6

２
a

Ⅲ
2
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
リ

ズ
ケ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
6
2
5

4
4
6

２
a

Ⅲ
2
.
3

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
1
3
5

5
4
6

２
a

Ⅲ
0
.
4

―
灰

褐
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
金

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
3
6
5

6
4
6 6
4
7

5
2
8

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

径
1
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

や
や

不
良

黒
褐
／
黒
褐

―
5
.
8

Ⅲ
a
２

6
4
8

5
3
6

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

長
石
少
量
，
径
1
～
4
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
黒
褐

―
3
.
9

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
9
.
4

―
褐

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
粒

砂
石

長
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
9
2
5

9
4
6 6
5
0

5
4
5

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
7
.
5

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
9
.
6

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
礫

小
の

度
程

㎜
2

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
1
5
5

1
5
6 6
5
2

4
8
4

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
9

Ⅲ
b
１

6
5
3

4
8
7

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

金
雲
母
・
黒
雲
母
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
灰
褐

―
3
.
3

Ⅲ
b
１ ７
b

Ⅲ
5
.
2

―
褐

／
褐

黒
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
5
3
5

4
5
6

３
b

Ⅲ
4
.
3

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

石
長

・
母

雲
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
2
3
5

5
5
6 6
5
6

5
2
3

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
雲
母
少
量
，
砂
粒
多
量

含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
褐
灰

―
3
.
7

Ⅲ
b
３

6
5
7

5
0
1

４
Ｔ

西
部
1
～
2

Ⅳ
a
層

３
b

Ⅲ
3
.
4
1

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

6
5
8

5
3
7

３
Ｔ

４
Ｔ

４
Ｔ

１
～
２
層

Ⅳ
a
層

１
～
２
層

３
b

Ⅲ
1
.
6
1

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

３
b

Ⅲ
1
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
・

母
雲

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
1
9
4

9
5
6 6
6
0

5
2
5

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

鉢
胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，

隆
帯
貼
付
，
刻
目

５
b

Ⅲ
5
.
2

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

５
b

Ⅲ
0
.
3

―
褐

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

・
母

雲
目

刻
，

付
貼

帯
隆

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
4
3
5

1
6
6 6
6
2

5
1
4

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刺
突

５
b

Ⅲ
2
.
3

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
の

㎜
2

～
1

径

6
6
3

5
0
9

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

ナ
デ
，

つ
ま
み
上
げ
隆
帯

金
雲
母
・
石
英
・
径
2
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く

含
む

良
褐
灰
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
4
.
5

Ⅲ
b
６

6
6
4

5
1
0

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，

つ
ま
み
上
げ
隆
帯

６
b

Ⅲ
9
.
2

―
褐

灰
／

褐
良

む
含

量
少

礫
小

の
㎜
4

～
2

径
・

石
閃

角

６
b

Ⅲ
1
.
4

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

４
9
5
5

5
6
6 6
6
6

4
8
5

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
沈
線

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
～
5
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
明
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
5
.
8

Ⅲ
c
１

6
6
7

4
8
3

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
沈
線

角
閃
石
・
雲
母
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
黒
褐
／
黒
褐

―
5
.
0

Ⅲ
c

6
6
8

4
8
6

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
沈
線

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
4
.
4

Ⅲ
c ７
b

Ⅲ
1
.
3

―
灰

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
0
6
5

9
6
6

１
e

Ⅲ
4
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
良

む
含

量
少

石
長

・
母

雲
線

沈
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

４
2
1
5

0
7
6 6
7
1

5
0
7

４
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
少
量
，
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
2

Ⅲ
底
径
6
.
2
㎝

6
7
2

2
1
6

４
Ｔ

Ⅳ
b
層

上
半
部

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

押
型
文

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
褐
／
に
ぶ
い
橙

―
3
.
2

Ⅰ
a

6
7
3

2
1
5

４
Ｔ

Ⅳ
b
層

上
半
部

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
指
お
さ
え

押
型
文

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
橙

不
明

5
.
6

Ⅰ
a

6
7
4

2
1
4

４
Ｔ

Ⅳ
b
層

上
半
部

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線

口
唇
部
：
刻
目

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

不
明

5
.
8

Ⅱ
a

6
7
5

2
1
7

４
Ｔ

Ⅳ
b
層

上
半
部

Ⅳ
b

鉢
口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
沈
線

隆
帯
貼
付
，
凹
点

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

不
明

2
.
8

Ⅲ
ｂ
2

6
7
6

1
1
4
7

４
Ｔ

S
K
0
1

Ⅰ
層

a
Ⅰ

1
.
6

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

母
雲

・
英

石
文

型
押

デ
ナ

部
胴

鉢
深

6
7
7

1
1
4
8

４
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）
面

外
／

面
内

（
調

色
成

焼
土

胎
口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類
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考
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第
2
1
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
1
4

内
面

外
面

7
2
1

6
0
7

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

４
b

Ⅲ
6
.
2

明
不

褐
黒

／
褐

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
・

英
石

・
母

雲

7
2
2

5
8
1

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付

５
b

Ⅲ
4
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

・
母

雲
・

石
閃

角

３
d

Ⅲ
5
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
突

刺
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

５
0
9
5

3
2
7

f
Ⅲ

8
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

英
石

線
凹

デ
ナ

部
胴

鉢
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
9
1
6

4
2
7

Ⅲ
0
.
5

明
不

褐
灰

／
褐

灰
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
8
1
6

5
2
7 7
2
6

5
8
7

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

Ⅲ
7
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
・

母
雲

口
唇
部
内
外

に
刻
目

7
2
7

5
7
2

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
8

Ⅲ Ⅲ
2
.
4

―
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
4
7
5

8
2
7

Ⅲ
6
.
3

―
褐

灰
／

褐
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

長
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

５
4
0
6

9
2
7

Ⅲ
4
.
3

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
・

石
閃

角
，

量
多

母
雲

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
9
7
5

0
3
7

Ⅲ
9
.
2

―
灰

褐
／

褐
黒

良
む

含
量

少
粒

砂
の

度
程

㎜
1

径
・

石
閃

角
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
7
7
5

1
3
7 7
3
2

5
8
8

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
少
量
，
径
3
～
4
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

や
や

不
良

灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
8
.
9

Ⅲ Ⅲ
6
.
6

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

石
閃

角
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
0
7
5

3
3
7

Ⅲ
0
.
4

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

５
6
7
5

4
3
7 7
3
5

5
7
8

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

石
英
・
角
閃
石
・
径
1
～
4
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

不
良

に
ぶ
い
褐
／
橙

―
3
.
9

Ⅲ

7
3
6

5
7
5

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

角
閃
石
・
石
英
・
径
3
～
5
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
褐

―
4
.
3

Ⅲ Ⅲ
7
.
9

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
2
1
6

7
3
7

Ⅲ
4
.
2

―
褐

黄
灰

／
褐

赤
明

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
，

量
少

母
雲

金
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

５
3
9
5

8
3
7 7
3
9

6
0
6

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

鉢
胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
長
石
・
径
2
～
5
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
2

Ⅲ

7
4
0

6
0
0

５
Ｔ

Ⅱ
b

Ⅳ
a
層

Ⅲ
1
.
5

―
褐

灰
／

褐
灰

良
む

含
量

多
礫

小
の

㎜
4

～
2

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ

7
4
1

6
0
3

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

角
閃
石
・
雲
母
・
径
2
～
5
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
8

Ⅲ

7
4
2

5
8
0

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
多
量
，
径
3
～
5
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

や
や

不
良

灰
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
3

Ⅲ Ⅲ
4
.
2

―
褐

灰
／

褐
灰

良
む

含
量

少
礫

小
の

㎜
4

～
2

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

５
9
9
5

3
4
7 7
4
4

6
1
1

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
長
石
・
雲
母
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
褐
／
に
ぶ
い
橙

―
4
.
0

Ⅲ

7
4
5

6
0
9

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
多
量
含
む

や
や

不
良

黒
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
1

Ⅲ

7
4
6

5
8
4

５
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
4
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
褐
灰
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
3

Ⅲ

7
4
7

5
9
2

５
Ｔ

Ⅱ
～
Ⅳ
a

（
接
合
）

Ⅲ
3
.
1
1

―
褐

灰
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

Ⅵ
2
.
2

明
不

褐
／

褐
良

む
含

く
多

や
や

石
長

文
縄

消
磨

文
縄

消
磨

部
縁

口
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

５
6
9
5

8
4
7 7
4
9

2
1
8

５
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
刺
突
，
沈
線

角
閃
石
多
量
，
径
1
～
2
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多

く
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
4
.
8

Ⅱ
a

2
.
4

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

英
石

・
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

Ⅱ
層

Ⅱ
Ｔ

６
4
6
3
1

0
5
7 7
5
1

1
3
7
8

６
Ｔ

３
～
５
層

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

隆
帯
貼
付
，
刻
目

２
b

Ⅲ
3
.
3

明
不

褐
灰

／
褐

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

微
母

雲

Ⅳ
8
.
4

明
不

）
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

長
・

英
石

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

層
５

～
３

Ｔ
６

6
7
3
1

2
5
7 7
5
3

1
3
7
4

６
Ｔ

３
～
５
層

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，

刺
突

７
b

Ⅲ
0
.
7

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
金

7
5
4

1
3
7
5

６
Ｔ

３
～
５
層

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

貝
殻
に
よ
る
押
圧
文
，

沈
線

１
b

Ⅴ
7
.
5

明
不

褐
黄

灰
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
金

器
土

生
弥

Ⅰ
5
.
2

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

層
５

～
３

Ｔ
６

2
7
3
1

5
5
7

器
土

生
弥

Ⅱ
7
.
3

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

黄
浅

良
む

含
量

少
石

閃
角

目
毛

刷
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

層
５

～
３

Ｔ
６

3
7
3
1

6
5
7

器
土

生
弥

Ⅳ
8
.
1

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

黄
浅

良
む

含
量

多
英

石
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

甕
層

５
～

３
Ｔ

６
8
6
3
1

7
5
7

器
土

生
弥

Ⅴ
4
.
2

明
不

橙
黄

浅
／

橙
黄

浅
良

む
含

く
多

や
や

英
石

・
石

閃
角

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

層
５

～
３

Ｔ
６

9
7
3
1

8
5
7

器
土

生
弥

Ⅵ
1
.
2

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

母
雲

金
・

英
石

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

層
５

～
３

Ｔ
６

1
7
3
1

9
5
7

器
土

生
弥

Ⅴ
4
.
2

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
閃

角
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

甕
層

５
～

３
Ｔ

６
0
7
3
1

0
6
7

器
土

生
弥

Ⅶ
1
.
3

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
石

閃
角

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

層
５

～
３

Ｔ
６

9
6
3
1

1
6
7

器
土

生
弥

b
Ⅱ

0
.
3

明
不

橙
／

橙
良

む
含

量
少

石
閃

角
，

量
多

英
石

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
甕

層
５

～
３

Ｔ
６

6
6
3
1

2
6
7

器
土

生
弥

Ⅴ
3
.
3

明
不

橙
／

橙
良

む
含

量
少

母
雲

金
・

石
閃

角
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

壺
層

５
～

３
Ｔ

６
7
6
3
1

3
6
7

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

残
存
高

（
㎝
）
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考
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序
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第4章　貝塚中心部の調査

第
2
2
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
1
5

内
面

外
面

2
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
黒

良
む

含
量

少
石

閃
角

キ
ガ

ミ
，

リ
ズ

ケ
キ

ガ
ミ

部
底

埦
層

５
～

３
Ｔ

６
7
7
3
1

4
6
7

黒
色
土
器

（
内
黒
） 器

土
生

弥
b

Ⅱ
0
.
3

明
不

橙
／

橙
黄

浅
良

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

甕
層

５
Ｔ

６
6
8
3
1

6
6
7 7
6
7

1
3
8
7

６
Ｔ

５
層

坏
ナ
デ

ナ
デ

底
部
：
静
止
糸
切

器
師

土
6
.
3

0
.
4
1

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
微

粒
砂

器
土

生
弥

b
Ⅱ

6
.
4

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄
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い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角
文

引
押

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
0
7

1
0
4
2

８
Ｔ

 
７
b

Ⅲ
0
.
3

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
英

石
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
0
8

1
0
4
3

８
Ｔ

 
７
b

Ⅲ
2
.
3

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

）
面

外
／

面
内

（
調

色
成

焼
土

胎
口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考
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第
2
5
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
1
8

内
面

外
面

9
0
9

1
0
8
2

８
Ｔ

 
７
b

Ⅲ
8
.
4

―
灰

褐
／

黒
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
1
0

1
1
0
5

８
Ｔ

 
１
c

Ⅲ
0
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
く

多
や

や
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
1
1

1
0
2
4

８
Ｔ

 
Ⅲ
b
層

Ⅲ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕

（
波
状
文
，
曲
線
文
）

１
d

Ⅲ
7
.
9

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
英

石
・

母
雲

9
1
2

1
0
2
7

８
Ｔ

 
Ⅲ
b
層

Ⅲ
b

深
鉢

口
縁
部

沈
線
，
押
引
文

沈
線

口
唇
部
：
刺
突

１
d

Ⅲ
0
.
5

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

石
長

・
石

閃
角

9
1
3

1
0
6
4

８
Ｔ

 
１
d

Ⅲ
5
.
2

明
不

褐
灰

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

文
引

押
，

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
1
4

1
0
3
2

８
Ｔ

 
１
d

Ⅲ
1
.
3

―
褐

黒
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
母

雲
線

沈
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
1
5

1
0
5
9

８
Ｔ

 
１
d

Ⅲ
4
.
2

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黒

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

デ
ナ

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
1
6

1
0
9
6

８
Ｔ

 
１
d

Ⅲ
3
.
5

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

線
沈

，
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
1
7

1
0
2
5

８
Ｔ

 
２
d

Ⅲ
1
.
5

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
1
8

1
0
3
1

８
Ｔ

 
３
d

Ⅲ
1
.
3

明
不

褐
黄

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
・

英
石

突
刺

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
1
9

1
0
5
4

８
Ｔ

 
３
d

Ⅲ
1
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
2
0

1
0
9
7

８
Ｔ

 
３
d

Ⅲ
9
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

母
雲

・
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

d
Ⅲ

3
.
2

明
不

褐
灰

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

・
石

閃
角

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

層
a

Ⅳ
～
b

Ⅲ
Ｔ

８
4
3
1
1

1
2
9

d
Ⅲ

5
.
2

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

層
a

Ⅳ
～
b

Ⅲ
Ｔ

８
9
3
1
1

2
2
9 9
2
3

1
1
2
1

８
Ｔ

 
Ⅲ
b
層

Ⅲ
b

鉢
口
縁
部

ナ
デ
，
押
引
文

ナ
デ
，
沈
線

口
唇
部
：
刺
突

d
Ⅲ

1
.
2

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角

9
2
4

1
0
8
9

８
Ｔ

 
d

Ⅲ
7
.
0
1

―
灰

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

文
引

押
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ
9
2
5

1
0
9
0

８
Ｔ

 
d

Ⅲ
0
.
5

明
不

褐
灰

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
英

石
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

２
e

Ⅲ
6
.
2

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
く

多
や

や
石

閃
角

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
a

Ⅳ
～
b

Ⅲ
Ｔ

８
8
3
1
1

6
2
9 9
2
7

1
0
2
6

８
Ｔ

 
f

Ⅲ
3
.
5

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
2
8

1
0
2
8

８
Ｔ

 
Ⅲ
b
層

Ⅲ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ
，
沈
線
，
刺
突

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

f
Ⅲ

1
.
3

明
不

橙
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
微

母
雲

・
石

閃
角

9
2
9

1
0
2
9

８
Ｔ

 
f

Ⅲ
6
.
5

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
3
0

1
0
3
0

８
Ｔ

 
f

Ⅲ
8
.
2

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
3
1

1
0
4
4

８
Ｔ

 
Ⅲ

5
.
3

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
3
2

1
0
5
2

８
Ｔ

 
Ⅲ

3
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

多
英

石
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
3
3

1
0
5
6

８
Ｔ

 
Ⅲ
b
層

Ⅲ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
灰
褐
／
黒
褐

不
明

3
.
5

Ⅲ

9
3
4

1
0
5
7

８
Ｔ

 
Ⅲ

4
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
く

多
や

や
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
3
5

1
0
6
3

８
Ｔ

 
Ⅲ

2
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

多
英

石
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
3
6

1
0
6
5

８
Ｔ

 
Ⅲ

3
.
2

明
不

灰
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
3
7

1
0
6
8

８
Ｔ

 
Ⅲ

8
.
5

―
褐

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

多
母

雲
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
3
8

1
0
6
7

８
Ｔ

 
Ⅲ

4
.
4

―
灰

褐
／

褐
黒

良
む

含
量

多
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
3
9

1
0
8
7

８
Ｔ

 
Ⅲ

5
.
3

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
・

石
閃

角
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

9
4
0

1
0
9
1

８
Ｔ

 
Ⅲ

5
.
4

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
4
1

1
1
0
4

８
Ｔ

Ⅲ
b
層

Ⅲ
2
.
3

明
不

灰
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

・
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅲ

9
4
2

1
1
0
8

８
Ｔ

 
Ⅲ

5
.
3

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅲ
層
b

Ⅲ

9
4
3

1
1
2
6

８
Ｔ

 
Ⅲ

5
.
3

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

Ⅲ
8
.
2

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
の

㎜
3

～
2

径
・

英
石

痕
条

殻
貝

え
さ

お
指

，
デ

ナ
部

底
鉢

深
b

Ⅲ
層
a

Ⅳ
～
b

Ⅲ
Ｔ

８
2
3
1
1

4
4
9 9
4
5

1
1
0
7

８
Ｔ

 
a

Ⅳ
7
.
3

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

多
石

滑
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

b
Ⅲ

層
b

Ⅲ

7
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
，

量
少

英
石

文
縄

デ
ナ

部
胴

鉢
深

b
Ⅲ

層
a

Ⅳ
～
b

Ⅲ
Ｔ

８
3
3
1
1

6
4
9 9
4
7

6
4
0

８
Ｔ

個
別
P
4

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
4

a
Ⅰ

1
.
5

―
橙

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

粒
砂

文
型

押
デ

ナ
部

胴
鉢

a
Ⅳ

ｂ
Ⅰ

4
.
4

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

文
型

押
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
7
8

8
4
9

ｂ
Ⅰ

6
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
多

石
閃

角
・

石
長

・
母

雲
文

型
押

デ
ナ

部
胴

鉢
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
3
7

9
4
9

a
Ⅱ

3
.
2

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
閃

角
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
6
7

0
5
9

a
Ⅱ

0
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
少

母
雲

突
刺

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
5
8

1
5
9

a
Ⅱ

4
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
金

突
刺

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
2
8

2
5
9

a
Ⅱ

8
.
3

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
・

英
石

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
5
8

3
5
9 9
5
4

7
1
4

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

鉢
 

b
Ⅱ

7
.
2

―
橙

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

英
石

・
石

閃
角

突
刺

痕
条

殻
貝

部
縁

口

b
Ⅱ

8
.
1

明
不

褐
赤

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

礫
小

の
度

程
㎜
2

径
・

英
石

突
刺

，
文

引
押

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
3
8

5
5
9

b
Ⅱ

9
.
2

―
褐

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
　

む
含

量
多

英
石

・
母

雲
金

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
8
6

6
5
9

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

出土遺物観察表
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第4章　貝塚中心部の調査

第
2
6
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
1
9

内
面

外
面

b
Ⅱ

0
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

石
長

・
石

閃
角

突
刺

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
5
6

7
5
9

b
Ⅱ

7
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
突

刺
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
5
8

8
5
9

b
Ⅱ

2
.
5

―
灰

褐
／

褐
黒

良
む

含
量

多
英

石
・

母
雲

突
刺

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
6
8

9
5
9 9
6
0

6
3
3

８
Ｔ

個
別
P
1

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
1

Ⅳ
a

鉢
口
縁
部

～
胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
褐
灰

1
6
.
2

（
復
元
）

9
.
1

Ⅲ
a
１

9
6
1

6
2
8

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

１
a

Ⅲ
7
.
8

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

・
母

雲
・

石
閃

角

１
a

Ⅲ
9
.
2

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
0
8

2
6
9

１
a

Ⅲ
6
.
3

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

英
石

・
石

閃
角

突
刺

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
5
6

3
6
9 9
6
4

7
0
5

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

 
口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

１
a

Ⅲ
8
.
4

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

量
少

英
石

・
石

閃
角

9
6
5

8
4
2

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

１
a

Ⅲ
8
.
2

明
不

褐
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
多

英
石

，
量

少
母

雲
・

石
閃

角

１
a

Ⅲ
5
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
石

長
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
9
7

6
6
9

１
a

Ⅲ
7
.
3
1

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
2
6

7
6
9

最
大
径
2
6
.
2
㎝

（
復
元
）

9
6
8

6
3
5

８
Ｔ

個
別
P
1
2

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
1
2

１
a

Ⅲ
6
.
6

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

多
母

雲
・

石
閃

角
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ

9
6
9

6
4
4

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
～
5
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
暗
灰
黄
／
暗
灰
黄

―
6
.
7

Ⅲ
a
１

9
7
0

6
3
4

８
Ｔ

個
別
P
3

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
3

１
a

Ⅲ
0
.
6

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

１
a

Ⅲ
5
.
6

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
6
8

1
7
9

１
a

Ⅲ
4
.
3

―
褐

黄
灰

／
黒

良
む

含
く

多
や

や
礫

小
の

㎜
5

～
2

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
2
7

2
7

9 9
7
3

6
3
7

８
Ｔ

個
別
P
5

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
5

１
a

Ⅲ
2
.
1
1

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ

１
a

Ⅲ
1
.
9

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
3
7

4
7
9

１
a

Ⅲ
1
.
3

―
褐

黄
灰

／
褐

黒
良

む
含

量
多

粒
砂

・
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
0
7

5
7
9

１
a

Ⅲ
6
.
3

―
褐

黒
／

褐
灰

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
1
7

6
7
9

１
a

Ⅲ
6
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
7
8

7
7
9

１
a

Ⅲ
5
.
5

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
灰

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
2
7

8
7
9 9
7
9

6
7
4

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
角
閃
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
褐
灰
／
黒
褐

―
4
.
5

Ⅲ
a
１ １
a

Ⅲ
6
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
・

英
石

，
量

少
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
6
8

0
8
9

１
a

Ⅲ
8
.
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―
褐

黄
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
多

礫
小

の
㎜
5

～
1

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
6
8

1
8
9

１
a

Ⅲ
0
.
4

―
灰

褐
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

，
量

多
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
6
6

2
8
9

１
a

Ⅲ
8
.
2

―
灰

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
石

閃
角

・
石

長
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
7
7

3
8
9

１
a

Ⅲ
0
.
5

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
多

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
6
7

4
8
9

１
a

Ⅲ
0
.
5

―
褐

黒
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
，

量
多

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
5
7

5
8
9

１
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Ⅲ
0
.
5
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／
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含
量

多
粒

砂
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痕
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貝
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貝

部
胴

鉢
深
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Ⅳ

層
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Ⅳ
Ｔ

８
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6
8
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8
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7
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7
8
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Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
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鉢
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殻
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閃
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砂
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多
量
含
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／
に
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―
3
.
5

Ⅲ
a
１ １
a

Ⅲ
6
.
3

―
褐

い
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に
／

灰
褐

良
む

含
量
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石

閃
角

・
母
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痕
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貝
痕

条
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部
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鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
3
7

8
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9

１
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Ⅲ
3
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

灰
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深
a
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8

9
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9
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Ⅲ
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い
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／
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a
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層
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8
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8

6
9
9
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Ⅲ
8
.
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―
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赤
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８
8
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8
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Ⅲ
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9
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１
a

Ⅲ
8
.
2

―
灰

赤
／

褐
赤

明
良

む
含

量
多

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
5
6

9
9
9

１
a

Ⅲ
2
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
く

多
や

や
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
2
7

0
0
0
1

１
a

Ⅲ
3
.
2

―
褐

黄
灰

／
黒

良
む

含
量

多
礫

小
の

㎜
3

～
2

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
8
6

1
0
0
1挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）
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第
2
7
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
2
0

内
面

外
面

１
a

Ⅲ
7
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
0
7

2
0
0
1

１
a

Ⅲ
9
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
6
8

3
0
0
1

１
a

Ⅲ
1
.
3

―
橙

／
褐

灰
良

む
含

量
少

礫
小

の
㎜
3

～
2

径
・

石
長

・
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
5
6

4
0
0
1

１
a

Ⅲ
7
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

く
多

や
や

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

下
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
7
6

5
0
0
1 1
0
0
6

7
1
7

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

 
２
a

Ⅲ
7
.
7

明
不

褐
黒

／
褐

黒
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

微
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口

1
0
0
7

8
5
4

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刺
突

２
a

Ⅲ
9
.
5

明
不

褐
黄

灰
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂

２
a

Ⅲ
7
.
5

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
6
8

8
0
0
1 1
0
0
9

7
3
1

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
石
英
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
褐
灰
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
7
.
5

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
0
.
5

―
褐

黒
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
6
8

0
1
0
1

２
a

Ⅲ
5
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
，

量
微

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
2
8

1
1
0
1

２
a

Ⅲ
8
.
5

―
灰

褐
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
0
7

2
1
0
1

２
a

Ⅲ
2
.
6

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
く

多
や

や
粒

砂
，

量
少

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
5
7

3
1
0
1 1
0
1
4

6
4
5

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
褐
灰
／
に
ぶ
い
褐

―
4
.
6

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
2
.
4

―
黒

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
6
7

5
1
0
1 1
0
1
6

6
3
9

８
Ｔ

個
別
P
2

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
2

２
a

Ⅲ
0
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
少

石
長

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ

1
0
1
7

6
4
7

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
長
石
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
褐
灰

―
2
.
9

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
5
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
0
7

8
1
0
1 1
0
1
9

6
6
7

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
雲
母
微
量
，
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
7

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
2
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
，

量
多

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
6
6

0
2
0
1

２
a

Ⅲ
4
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

微
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
6
6

1
2
0
1

２
a

Ⅲ
9
.
2

―
褐

／
褐

明
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
6
6

2
2
0
1

２
a

Ⅲ
3
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
1
7

3
2
0
1

１
b

Ⅲ
8
.
3

明
不

灰
褐

／
褐

黒
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
・

石
長

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
9
7

4
2
0
1

１
b

Ⅲ
9
.
2

明
不

褐
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
長

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
4
8

5
2
0
1

１
b

Ⅲ
6
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
3
8

6
2
0
1 1
0
2
7

7
7
2

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
雲
母
多
量
，
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
灰
褐

―
3
.
4

Ⅲ
b
１ １
b

Ⅲ
6
.
5

―
褐

灰
／

褐
黒

良
　

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
7
6

8
2
0
1

１
b

Ⅲ
9
.
4

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
2
7

9
2
0
1

１
b

Ⅲ
5
.
3

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
礫

小
の

度
程

㎜
2

径
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
0
7

0
3
0
1

３
b

Ⅲ
3
.
1
1

明
不

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

2
0
K
S

Ｔ
８

3
2
6

1
3
0
1

３
b

Ⅲ
6
.
2

明
不

橙
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
1
8

2
3
0
1

３
b

Ⅲ
6
.
4

明
不

褐
灰

／
灰

褐
良

む
含

量
微

石
長

・
母

雲
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
6
7

3
3
0
1 1
0
3
4

6
3
6

８
Ｔ

個
別
P
7
・

P
1
3

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
7
・
P
1
3

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
雲
母
・
石
英
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
褐

4
4
.
0

（
復
元
）

1
0
.
6

Ⅲ
b
３

1
0
3
5

6
2
4

８
Ｔ

S
T
0
1

付
近

３
b

Ⅲ
0
.
4

明
不

褐
黒

／
灰

褐
良

む
含

石
閃

角
・

母
雲

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ

３
b

Ⅲ
7
.
2

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
粒

砂
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
6
6

6
3
0
1 1
0
3
7

7
1
6

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

 
３
b

Ⅲ
8
.
5

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口

1
0
3
8

7
2
1

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

 
３
b

Ⅲ
4
.
7

明
不

褐
黄

灰
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
長

・
母

雲
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

縁
口

３
b

Ⅲ
2
.
3

明
不

褐
黄

灰
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
1
8

9
3
0
1

３
b

Ⅲ
0
.
3

―
灰

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

長
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
1
8

0
4
0
1 1
0
4
1

8
4
9

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

隆
帯
貼
付

角
閃
石
微
量
，
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
褐
灰

不
明

3
.
0

Ⅲ
b
３ ３
b

Ⅲ
7
.
4

明
不

灰
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

礫
小

，
量

少
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
9
7

2
4
0
1

３
b

Ⅲ
9
.
3

―
褐

黒
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
付

貼
帯

隆
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7
.
2

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

線
沈

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
2
7

7
8
0
1

１
c

Ⅲ
3
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
5
6

8
8
0
1

１
c

Ⅲ
0
.
3

―
褐

黒
，

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
金

線
沈

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
7
8

9
8
0
1 1
0
9
0

7
5
0

８
Ｔ

Ⅲ
a
層

Ⅳ
a
層

d
Ⅲ

7
.
4

明
不

褐
灰

，
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

礫
小

の
㎜
3

～
2

径
・

母
雲

金
文

引
押

，
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
a

Ⅳ

１
d

Ⅲ
4
.
2

明
不

褐
赤

明
，

褐
赤

明
良

む
含

量
多

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
5
6

1
9
0
1

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土
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第
2
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表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
2
2

内
面

外
面

c
Ⅲ

0
.
5

―
褐

黄
灰

，
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
8
7

2
9
0
1

１
d

Ⅲ
5
.
3

―
褐

黄
い

ぶ
に

，
褐

黄
灰

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
突

刺
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
5
7

3
9
0
1

１
d

Ⅲ
2
.
2

―
褐

灰
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
2
8

4
9
0
1

１
d

Ⅲ
7
.
3

―
褐

灰
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

線
沈

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
1
8

5
9
0
1

１
d

Ⅲ
3
.
6

―
褐

黄
灰

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

母
雲

金
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
4
7

6
9
0
1

b７
Ⅲ

b７
Ⅲ

b７
Ⅲ

b７
Ⅲ

6
.
2

―
黄

い
ぶ

に
／

灰
黄

良
む

含
く

多
や

や
母

雲
・

石
閃

角
文

引
押

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
9
7

7
9
0
1 1
0
9
8

6
5
7

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

鉢
胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
雲
母
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
2
.
1 9
.
2

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
文

引
押

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0

7
8

9
9
0
1

1
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
微

母
雲

・
石

閃
角

文
引

押
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
0
8

0
0
1
1

？
5
b

Ⅲ
5
.
4

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
灰

良
む

含
量

多
英

石
・

石
長

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
7
6

1
0
1
1

f
Ⅲ

9
.
2

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
母

雲
突

刺
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
3
8

2
0
1
1

f
Ⅲ

3
.
3

―
褐

明
／

褐
赤

明
良

む
含

量
多

石
閃

角
線

沈
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
6
7

3
0
1
1 1
1
0
4

7
1
0

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

 
Ⅲ

3
.
4

明
不

褐
黒

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

Ⅲ
1
.
3

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
，

褐
黄

灰
良

む
含

量
微

石
閃

角
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
3
8

5
0
1
1

Ⅲ
7
.
3

明
不

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
7
7

6
0
1
1

Ⅲ
7
.
3

明
不

灰
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6

4
6

7
0
1
1

Ⅲ
4
.
5

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
部

上
1
0
T
S

Ｔ
８

5
2
6

8
0
1
1

Ⅲ
0
.
4

―
褐

黒
／

褐
灰

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
4
6

9
0
1
1 1
1
1
0

6
8
1

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

角
閃
石
・
石
英
・
径
3
～
5
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
5
.
5

Ⅲ

1
1
1
1

8
2
6

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
橙

―
5
.
3

Ⅲ

1
1
1
2

7
2
5

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
沈
線

角
閃
石
・
雲
母
・
砂
粒
多
量
含
む

や
や

不
良

に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
4
.
8

Ⅲ

1
1
1
3

8
4
3

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

 
(
Ⅲ
b
)

Ⅲ
8
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

少
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

Ⅲ
5
.
4

―
褐

灰
／

褐
黒

良
む

含
量

多
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
2
8

4
1
1
1

Ⅲ
2
.
3

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
部

上
1
0
T
S

Ｔ
８

6
2
6

5
1
1
1

Ⅲ
1
.
7

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

長
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
0
7

6
1
1
1

Ⅲ
8
.
3

―
褐

黄
／

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
4
7

7
1
1
1

Ⅲ
1
.
4

―
褐

灰
／

橙
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

長
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
1
7

8
1
1
1

Ⅲ
1
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

長
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
5
7

9
1
1
1

Ⅲ
8
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
，

量
少

母
雲

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
2
8

0
2
1
1

Ⅲ
0
.
4

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
5
8

1
2
1
1

Ⅲ
6
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
少

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
3
7

2
2
1
1 1
1
2
3

3
0
5

８
Ｔ

Ⅳ
a
－
２
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

や
や

不
良

黒
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
4
.
3

Ⅲ Ⅲ
6
.
2

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
黒

良
む

含
量

多
粒

砂
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
6
8

4
2
1
1 1
1
2
5

8
1
9

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
石
英
少
量
，
径
2
～
4
㎜
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
灰
黄
褐

―
2
.
9

Ⅲ

1
1
2
6

7
0
9

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

 
Ⅲ

2
.
4

明
不

橙
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

礫
小

の
㎜
3

～
2

径
・

石
閃

角
デ

ナ
痕

条
殻

貝
部

縁
口

Ⅲ
7
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黒

良
む

含
量

多
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
9
6

7
2
1
1

Ⅲ
4
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

微
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
1
7

8
2
1
1

Ⅲ
7
.
2

―
灰

褐
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
7
2
7

9
2
1
1 1
1
3
0

6
6
0

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
微
量
，
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
灰
褐
／
灰
褐

―
2
.
2

Ⅲ Ⅲ
8
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
く

多
や

や
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
9
6

1
3
1
1

Ⅲ
7
.
3

―
褐

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
母

雲
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
1
7

2
3
1
1

Ⅲ
1
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
の

度
程

㎜
2

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
2
7

3
3
1
1

Ⅲ
7
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

灰
褐

良
む

含
量

少
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
0
7

4
3
1
1

Ⅲ
7
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
6
6

5
3
1
1 1
1
3
6

3
0
4

８
Ｔ

Ⅳ
a
－
２
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
微
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
少
量
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
3
.
9

Ⅲ Ⅲ
6
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
，

量
少

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
4
7

7
3
1
1

Ⅲ
5
.
4

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
5
8

8
3
1
1

Ⅲ
3
.
3

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
石

長
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
6
7

9
3
1
1

Ⅲ
7
.
3

―
灰

褐
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
6
7

0
4
1
1

Ⅲ
4
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
多

粒
砂

・
石

閃
角

・
母

雲
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
7
6

1
4
1
1

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土

出土遺物観察表
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第4章　貝塚中心部の調査

第
3
0
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
2
3

内
面

外
面

Ⅲ
9
.
3

―
灰

褐
／

褐
黒

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
石

長
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
7
7

2
4
1
1

Ⅲ
8
.
3

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
0
6
8

3
4
1
1

Ⅲ
1
.
5

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
石

長
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
7
7

4
4
1
1

Ⅲ
8
.
5

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
黒

良
む

含
量

多
石

長
・

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
3
7

5
4
1
1

Ⅲ
2
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
明

良
む

含
量

少
石

長
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
3
7

6
4
1
1

Ⅲ
0
.
4

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
礫

小
の

度
程

㎜
2

径
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
2
8

7
4
1
1

Ⅲ
4
.
4

―
褐

灰
／

褐
明

良
む

含
量

微
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
8
6

8
4
1
1

Ⅲ
7
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
2
7

9
4
1
1

Ⅲ
3
.
5

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

量
多

石
長

・
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
7
6

0
5
1
1

Ⅲ
0
.
5

―
褐

黄
灰

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
9
7

1
5
1
1

Ⅲ
6
.
4

―
褐

黄
灰

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

微
英

石
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
3
8

2
5
1
1

Ⅲ
1
.
4

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
9
3
7

3
5
1
1

Ⅲ
8
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

灰
良

む
含

多
く

や
や

粒
砂

・
英

石
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
7
6

4
5
1
1

Ⅲ
1
.
2

―
褐

灰
／

褐
黒

良
む

含
量

多
粒

砂
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
3
8

5
5
1
1

Ⅲ
8
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
7
6

6
5
1
1

Ⅲ
5
.
3

―
褐

黒
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
8
6

7
5
1
1

Ⅲ
5
.
3

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
赤

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

石
閃

角
・

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
9
6

8
5
1
1

Ⅲ
4
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
6
6

9
5
1
1

Ⅲ
2
.
4

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
英

石
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
3
8

0
6
1
1

Ⅲ
7
.
2

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
粒

砂
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
7
8

1
6
1
1

Ⅲ
5
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

長
・

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
1
1
7

2
6
1
1

Ⅲ
1
.
3

―
褐

赤
明

／
褐

黒
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
7
8

3
6
1
1

Ⅲ
2
.
3

―
灰

褐
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
4
1
8

4
6
1
1

Ⅲ
1
.
3

―
褐

灰
／

褐
灰

良
む

含
量

多
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
6
9

6
5
6
1
1

Ⅲ
4
.
6

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
デ

ナ
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
3
4
6

6
6
1
1 1
1
6
7

6
3
8

８
Ｔ

個
別
P
1
4

Ⅳ
a
層

S
S
-
P
1
4

Ⅲ
0
.
8

―
褐

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
a

Ⅳ

Ⅲ
0
.
4

―
灰

褐
／

褐
黒

良
む

含
量

多
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
5
7

8
6
1
1

Ⅲ
5
.
1

―
褐

黄
灰

／
黒

良
む

含
量

少
石

閃
角

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
近

付
部

底
鉢

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
2
4
7

9
6
1
1 1
1
7
0

6
8
0

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
雲
母
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
褐
灰

―
3
.
2

Ⅲ Ⅲ
2
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
母

雲
金

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

近
付

部
底

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
8
1
8

1
7
1
1 1
1
7
2

8
3
4

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

底
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

底
部
：
鯨
骨
圧
痕
？

Ⅲ
1
.
2

―
褐

灰
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
，

量
少

母
雲

底
径
9
.
2
㎝

（
復
元
）

1
1
7
3

8
4
4

8
4
6

８
Ｔ

Ⅲ
b
～
Ⅳ
a
層

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

～
胴
部

ナ
デ

縄
文

口
唇
部
：
刻
目

褐
黒

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
石

閃
角

2
9
.
6

（
復
元
）

1
5
.
4

1
1
7
4

8
5
0

８
Ｔ

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ
，
隆
帯
貼
付

口
唇
部
：
刻
目

3
.
5

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

閃
角

5
.
3

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
母

雲
・

石
閃

角
線

沈
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

a
Ⅳ

層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
7
7

5
7
1
1 1
1
7
6

8
4
5

８
Ｔ

Ⅲ
層

Ⅳ
a
層

Ⅳ
a

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

縄
文

口
唇
部
：
刻
目

2
.
5

―
褐

黒
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
英

石
・

石
閃

角
1
1
7
3
と

同
一
個
体
か

0
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
良

不
む

含
量

多
粒

砂
・

石
長

・
石

閃
角

デ
ナ

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

深
a

Ⅳ
層
a

Ⅳ
Ｔ

８
5
9
6

7
7
1
1

底
径
1
0
.
6
㎝

(
復
元
）

1
1
7
8

2
9
0

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

押
型
文

雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
3
.
0

Ⅰ
c

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

石
閃

角
突

刺
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
5
2
2

9
7
1
1

4
.
9

Ⅱ
a

1
1
8
0

2
2
6

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
沈
線
，
刺
突

角
閃
石
・
石
英
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
橙

―
4
.
6

Ⅱ
a

1
1
8
1

2
3
8

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

雲
母
・
石
英
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐

―
4
.
6

Ⅱ
a

1
1
8
2

2
6
5

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

ナ
デ

口
唇
部
：
刻
目

角
閃
石
・
雲
母
・
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
含
む

良
灰
黄
褐
／
褐
灰

不
明

5
.
0

Ⅱ
a a

Ⅱ
2
.
3

―
褐

／
褐

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
・

母
雲

・
石

閃
角

突
刺

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
6
4
2

3
8
1
1 1
1
8
4

2
2
7

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，
刺
突

角
閃
石
・
雲
母
・
長
石
少
量
，
径
1
～
2
㎜
の
砂
粒
多
量
含
む

良
灰
黄
褐

／
に
ぶ
い
黄
橙

―
4
.
5

Ⅱ
b b

Ⅱ
8
.
3

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

石
閃

角
突

刺
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

８
3
3
2

5
8
1
1 1
1
8
6

2
2
8

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
隆
帯
貼
付

刺
突
，
押
引
文

雲
母
・
長
石
微
量
，
径
1
㎜
の
砂
粒
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
黄
褐
／
に
ぶ
い
黄
橙

不
明

4
.
6

Ⅱ
b

同
一
個
体
か

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

）
面

外
／

面
内

（
調

色
成

焼
土

胎
口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考
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第
3
1
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
2
4

内
面

外
面

1
1
8
7

2
5
3

2
5
4

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕
，
刺
突

雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
～
4
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
黒
褐
／
褐

不
明

4
.
3

Ⅱ
b

1
1
8
8

2
8
2

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
刺
突

角
閃
石
・
雲
母
・
径
2
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
3
.
3

Ⅱ
b b

Ⅱ
8
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
橙

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
3
9
2

9
8
1
1

Ⅱ
5
.
3

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
の

度
程

㎜
1

径
・

石
閃

角
点

凹
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

８
8
9
2

0
9
1
1

b

1
1
9
1

2
9
2

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

凹
点

b
Ⅱ

8
.
5

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
灰

良
む

含
量

多
石

閃
角

1
1
9
2

2
3
0

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
褐
／
褐
灰

―
5
.
4

Ⅲ
a
１

1
1
9
3

2
3
7

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
長
石
・
径
2
～
5
㎜
程
度
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
灰
褐
／
灰
褐

―
6
.
1

Ⅲ
a
１

1
1
9
4

2
4
4

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
3
.
8

Ⅲ
a
１

1
1
9
5

2
5
9

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
含
む

良
褐
灰
／
黒
褐

―
2
.
4

Ⅲ
a
１

1
1
9
6

2
6
2

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
長
石
・
角
閃
石
・
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
含
む

良
黒
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
3
.
4

Ⅲ
a
１ １
a

Ⅲ
6
.
5

―
褐

／
褐

黒
良

む
含

量
少

礫
小

の
㎜
2

～
1

径
・

石
閃

角
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
3
4
2

7
9
1
1

１
a

Ⅲ
9
.
2

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

微
礫

小
の

度
程

㎜
2

径
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

８
8
6
2

8
9
1
1

１
a

Ⅲ
4
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
の

㎜
2

～
1

径
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
1
7
2

9
9
1
1

１
a

Ⅲ
2
.
2

―
褐

黒
／

褐
良

む
含

く
多

や
や

粒
砂

の
㎜
2

～
1

径
・

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
4
6
2

0
0
2
1 1
2
0
1

2
7
4

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
径
1
～
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
褐

―
4
.
9

Ⅲ
a
１ １
a

Ⅲ
5
.
4

―
灰

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
母

雲
金

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
5
8
2

2
0
2
1

１
a

Ⅲ
7
.
4

―
橙

黄
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
少

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

８
6
8
2

3
0
2
1 1
2
0
4

2
9
9

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
雲
母
少
量
，
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
黒
褐
／
灰
黄
褐

―
4
.
4

Ⅲ
a
１

1
2
0
5

2
2
0

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

沈
線
（
波
状
文
）

角
閃
石
少
量
，
径
1
㎜
程
度
の
砂
粒
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
9
.
6

Ⅲ
a
２

1
2
0
6

2
2
3

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

沈
線
（
曲
線
文
）

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
明
赤
褐

―
1
2
.
5

Ⅲ
a
２

1
2
0
7

2
2
2

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

沈
線
（
直
線
・
曲
線
文
）

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
3
.
8

Ⅲ
a
２

1
2
0
8

2
2
1

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

沈
線
（
直
線
・
曲
線
文
）

角
閃
石
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
明
赤
褐

―
3
.
4

Ⅲ
a
２ ２

a
Ⅲ

6
.
4

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
粒

砂
の

度
程

㎜
3

～
1

径
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
6
3
2

9
0
2
1 1
2
1
0

2
6
1

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

石
英
・
長
石
・
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

や
や

不
良

明
赤
褐
／
に
ぶ
い
褐

―
3
.
6

Ⅲ
a
２

1
2
1
1

2
6
6

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕

角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
程
度
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
灰
褐
／
褐
灰

―
4
.
8

Ⅲ
a
２ ２
a

Ⅲ
2
.
2

―
褐

灰
／

褐
良

む
含

量
少

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

８
5
5
2

2
1
2
1 1
2
1
3

2
3
1

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

隆
帯
貼
付
，
刻
目

角
閃
石
・
雲
母
・
長
石
や
や
多
く
含
む

や
や

不
良

に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
褐

不
明

3
.
5

Ⅲ
b
２

1
2
1
4

2
2
4

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

口
唇
部
：
刺
突

３
b

Ⅲ
9
.
4

明
不

褐
赤

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
英

石
，

量
微

石
閃

角
・

母
雲

1
2
1
5

2
5
1

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
石
英
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
少
量
含
む

良
黒
褐
／
黒
褐

―
3
.
7

Ⅲ
b
３

1
2
1
6

2
4
8

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，

つ
ま
み
上
げ
隆
帯

雲
母
・
長
石
・
角
閃
石
・
径
1
～
3
㎜
の
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
明
褐
／
に
ぶ
い
褐

不
明

3
.
6

Ⅲ
b
４

1
2
1
7

2
3
9

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

隆
帯

雲
母
・
石
英
・
径
1
～
3
㎜
程
度
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
明
赤
褐
／
明
赤
褐

―
3
.
7

Ⅲ
b
４

1
2
1
8

2
5
2

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
・
長
石
少
量
，
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤

褐
―

3
.
4

Ⅲ
b
４

1
2
1
9

2
7
6

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ

隆
帯
貼
付
，
刺
突

雲
母
・
角
閃
石
多
量
，
径
2
～
3
㎜
の
小
礫
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
赤
褐
／
に
ぶ
い
赤
褐

―
4
.
4

Ⅲ
b
５

1
2
2
0

2
3
5

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
1
～
2
㎜
の
小
礫
少
量
含
む

良
褐
／
黒
褐

不
明

3
.
7

Ⅲ
b
６ ６
b

Ⅲ
8
.
2

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

石
閃

角
突

刺
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

b
Ⅳ

層
b

Ⅳ
Ｔ

８
8
7
2

1
2
2
1 1
2
2
2

2
4
1

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

胴
部

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

雲
母
・
角
閃
石
・
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
明
褐
／
灰
褐

―
3
.
2

Ⅲ
c
１ １
c

Ⅲ
5
.
3

―
褐

／
褐

黒
良

む
含

粒
砂

の
度

程
㎜
1

径
・

石
閃

角
・

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

，
デ

ナ
部

胴
鉢

深
b

Ⅳ
層
b

Ⅳ
Ｔ

８
2
4
2

3
2
2
1 1
2
2
4

2
7
7

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

ナ
デ
，
貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
凹
点

１
c

Ⅲ
7
.
2

明
不

灰
褐
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第4章　貝塚中心部の調査
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3
2
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貼
帯

隆
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

1
0
K
S

Ｔ
８

7
5
1
1

0
7
2
1 1
2
7
1

1
1
5
4

８
Ｔ

S
K
0
1

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

滑
石
・
角
閃
石
・
金
雲
母
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
黄
橙
／
に
ぶ
い
橙

―
4
.
5

Ⅲ

2
b

Ⅳ
2
.
5

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
，

量
微

石
閃

角
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
1
0
K
S

Ｔ
８

3
5
1
1

2
7
2
1

2
b

Ⅳ
3
.
5

明
不

褐
灰

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

粒
砂

，
量

少
母

雲
・

石
閃

角
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
縁

口
鉢

深
1
0
K
S

Ｔ
８

2
5
1
1

3
7
2
1

2
b

Ⅳ
3
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

石
閃

角
線

凹
，

デ
ナ

デ
ナ

部
頸

鉢
深

1
0
K
S

Ｔ
８

5
5
1
1

4
7
2
1

㎝
0
.
7

径
底

b
Ⅳ

6
.
2

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

・
石

滑
デ

ナ
デ

ナ
部

底
鉢

深
1
0
K
S

Ｔ
８

6
5
1
1

5
7
2
1

焼
成

色
調
（
内
面
／
外
面
）

口
径

（
㎝
）

残
存
高

（
㎝
）

分
類

備
考

挿
図

番
号

実
測

番
号

出
土
地
点

遺
構
・
層
位

基
本
層
序

器
種

残
存
部
位

器
面
調
整

胎
土
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第
3
3
表

　
轟

貝
塚

第
1
2
・

1
3
次

調
査

出
土

土
器

・
土

製
品

観
察

表
2
6

内
面

外
面

a
Ⅱ

0
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

石
閃

角
痕

条
殻

貝
，

デ
ナ

デ
ナ

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

6
6
1
1

6
7
2
1

１
a

Ⅲ
0
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

黒
良

む
含

量
多

粒
砂

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

0
8
1
1

7
7
2
1

１
a

Ⅲ
4
.
4

―
褐

灰
／

褐
黒

良
む

含
量

少
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

8
9
1
1

8
7
2
1

１
a

Ⅲ
3
.
4

―
橙

い
ぶ

に
／

褐
灰

良
む

含
量

少
石

閃
角

，
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

9
7
1
1

9
7
2
1

２
a

Ⅲ
9
.
4

―
褐

灰
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
，

量
微

英
石

・
母

雲
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

3
7
1
1

0
8
2
1 1
2
8
1

1
1
8
5

1
1
8
6

７
b

Ⅲ
9
.
4

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

母
雲

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

1
2
8
2

1
1
9
7

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ
，

隆
帯
貼
付

７
b

Ⅲ
6
.
3

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
粒

砂

１
b

Ⅲ
8
.
3

―
褐

灰
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

3
6
1
1

3
8
2
1

７
b

Ⅲ
8
.
2

―
橙

い
ぶ

に
／

橙
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

付
貼

帯
隆

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

7
6
1
1

4
8
2
1

７
b

Ⅲ
7
.
2

明
不

褐
黒

／
褐

黒
良

む
含

量
多

母
雲

・
石

長
付

貼
帯

隆
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

2
0
2
1

5
8
2
1

３
b

Ⅲ
4
.
2

明
不

褐
黄

灰
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

，
量

微
英

石
・

石
閃

角
付

貼
帯

隆
デ

ナ
部

縁
口

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

5
7
1
1

6
8
2
1

３
b

Ⅲ
4
.
3

―
褐

黄
い

ぶ
に

／
橙

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

5
6
1
1

7
8
2
1

３
b

Ⅲ
7
.
3

―
褐

黒
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
英

石
・

母
雲

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

2
6
1
1

8
8
2
1 1
2
8
9

1
1
7
4

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕
，
隆
帯
貼
付

角
閃
石
少
量
，
径
2
㎜
程
度
の
小
礫
多
量
含
む

良
灰
黄
褐
／
灰
黄
褐

―
4
.
1

Ⅲ
b
３ ３
b

Ⅲ
6
.
2

―
灰

褐
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

少
石

閃
角

・
英

石
付

貼
帯

隆
，

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

6
9
1
1

0
9
2
1 1
2
9
1

1
1
9
9

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

隆
帯
貼
付

３
b

Ⅲ
2
.
4

―
灰

褐
／

褐
い

ぶ
に

良
む

含
量

多
石

閃
角

・
英

石
・

母
雲

４
b

Ⅲ
9
.
2

明
不

灰
褐

／
褐

黄
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

英
石

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

5
9
1
1

2
9
2
1

４
b

Ⅲ
8
.
3

―
褐

黒
／

褐
黒

良
む

含
量

少
粒

砂
・

母
雲

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

0
9
1
1

3
9
2
1

４
b

Ⅲ
4
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

く
多

や
や

母
雲

・
石

閃
角

付
貼

帯
隆

，
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

4
6
1
1

4
9
2
1

灰
褐

／
灰

褐
良

む
含

く
多

や
や

粒
砂

・
母

雲
突

刺
，

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

4
8
1
1

5
9
2
1

1
8
.
0

（
復
元
）

4
.
6

Ⅲ
d
３

1
2
9
6

1
1
8
2

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

胴
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，

隆
帯
貼
付
，
刺
突

５
b

Ⅲ
7
.
2

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
英

石
・

石
閃

角
・

母
雲

1
2
9
7

2
1
9

８
Ｔ

Ⅳ
b
層

S
K
0
2

Ⅳ
b

深
鉢

口
縁
部

ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
貝
殻
に
よ
る

押
圧
，
波
状
文

角
閃
石
・
雲
母
・
長
石
・
径
1
～
3
㎜
の
小
礫
多
量
含
む

良
褐
灰
／
に
ぶ
い
褐

4
8
.
0

（
復
元
）

2
8
.
8

Ⅲ
b
５ ６
b

Ⅲ
3
.
3

明
不

褐
い

ぶ
に

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
多

粒
砂

，
量

微
母

雲
文

引
押

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

8
6
1
1

8
9
2
1 1
2
9
9

1
1
8
1

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕

ナ
デ
，
沈
線

石
英
・
砂
粒
多
量
，
角
閃
石
・
雲
母
少
量
含
む

良
褐
灰
／
褐
灰

―
4
.
3

Ⅲ
b
６

1
3
0
0

1
1
9
4

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

胴
部

貝
殻
条
痕
，
ナ
デ

貝
殻
条
痕
，
押
引
文

石
英
・
雲
母
微
量
，
砂
粒
や
や
多
く
含
む

良
に
ぶ
い
橙
／
に
ぶ
い
褐

―
2
.
3

Ⅲ
b
７ ７
b

Ⅲ
8
.
2

―
褐

黒
／

灰
褐

良
む

含
量

多
粒

砂
突

刺
，

デ
ナ

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

6
7
1
1

1
0
3
1

8
.
3

明
不

橙
黄

い
ぶ

に
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

礫
小

の
度

程
㎜
2

径
文

引
押

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

2
9
1
1

2
0
3
1

Ⅲ
b
７ ７
b

Ⅲ
5
.
2

―
褐

灰
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
・

母
雲

文
突

刺
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

1
7
1
1

3
0
3
1

Ⅲ
3
.
3

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
灰

褐
良

む
含

量
微

粒
砂

・
英

石
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

2
7
1
1

4
0
3
1

Ⅲ
5
.
2

―
褐

黒
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

石
閃

角
，

量
多

母
雲

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

7
7
1
1

5
0
3
1 1
3
0
6

1
1
7
8

８
Ｔ

S
K
0
2

深
鉢

口
縁
部

貝
殻
条
痕

貝
殻
条
痕

口
唇
部
：
刻
目

Ⅲ
0
.
2

明
不

灰
褐

／
褐

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

・
英

石

Ⅲ
0
.
3

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

量
少

母
雲

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

縁
口

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

1
9
1
1

7
0
3
1

Ⅲ
0
.
3

明
不

褐
黄

い
ぶ

に
／

褐
黄

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

石
長

・
石

閃
角

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
縁

口
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

3
9
1
1

8
0
3
1

Ⅲ
4
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
・

石
閃

角
痕

条
殻

貝
痕

条
殻

貝
部

胴
鉢

深
2
0
K
S

Ｔ
８

9
8
1
1

9
0
3
1

Ⅲ
7
.
3

―
褐

い
ぶ

に
／

褐
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

1
0
2
1

0
1
3
1

Ⅲ
1
.
4

―
褐

赤
い

ぶ
に

／
褐

赤
い

ぶ
に

良
む

含
量

少
粒

砂
・

英
石

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

0
0
2
1

1
1
3
1

Ⅲ
7
.
5

―
褐

明
／

褐
灰

良
む

含
量

多
粒

砂
・

石
閃

角
・

母
雲

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

3
8
1
1

2
1
3
1

Ⅲ
1
.
3

―
灰

褐
／

褐
黄

灰
良

む
含

量
少

粒
砂

・
母

雲
・

英
石

線
沈

，
デ

ナ
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

部
胴

鉢
深

2
0
K
S

Ｔ
８

7
8
1
1

3
1
3
1

Ⅲ
7
.
2

―
灰

褐
／

灰
褐

良
む

含
量

少
粒

砂
・

石
閃

角
デ

ナ
，

痕
条

殻
貝

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
部

底
鉢

2
0
K
S

Ｔ
８

4
0
2
1

4
1
3
1

Ⅲ
7
.
1

―
褐

黄
灰

／
褐

黒
良

む
含

量
少

粒
砂

・
石

閃
角

痕
条

殻
貝

痕
条

殻
貝

部
底

鉢
2
0
K
S

Ｔ
８

8
8
1
1

5
1
3
1

Ⅲ
2
.
3

―
灰

褐
／

橙
黄

い
ぶ

に
良

む
含

く
多

や
や

英
石

・
母

雲
金

デ
ナ

，
痕

条
殻

貝
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第4章　貝塚中心部の調査
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第35表　轟貝塚第12・13次調査出土遺物（石器・石製品・土製品・骨角器・貝製品）観察表１

長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

765 1385 ６Ｔ ５層 土錘 ―
粘土,角閃石・
石英含む

2.9 1.0 ― 2.1 土製品

1349 66 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 石鏃 Ⅰa 安山岩 1.9
1.8

（復元）
0.35 4.0 一部欠損

1350 92 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 石鏃 Ⅰc 安山岩 2.1 1.5 0.4 1.1

1351 105 １Ｔ カクラン Ⅰ 石鏃 Ⅱa 黒曜石 2.2 1.4 0.6 0.7
1352 82 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.5 1.9 0.5 1.0
1353 113 １Ｔ Ⅱ～Ⅲa層 Ⅱ 石匙 Ⅱa 安山岩 6.3 3.2 0.85 20
1354 116 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 10.2 8.1 6.8 650 亀裂あり（被熱か）

1355 45 １Ｔ 表土 Ⅰ 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 13.8 8.6 6.6 1040
全体平滑,両端部打痕あり
片面に被熱の痕跡

1356 51 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 磨石 Ⅱa 安山岩 5.3 4.5 4.1 180
一面が特に磨滅して扁平化
打痕なし

1357 117 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ
磨石・敲石

石錘
Ⅱa 安山岩 5.4 4.3 3.8 120

1358 81 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 砥石 Ⅰ 安山岩 13.9 5.3 3.2 240
石斧に似た細長い石の各所が局部的
に磨滅

1359 148 ２Ｔ １～２層 Ⅰ 石鏃 Ⅰc 黒曜石 1.7 1.5 0.6 0.5
1360 163 ２Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 石鏃 Ⅱa? 安山岩 2.4 1.9 6.5 2.6

1361 165 ２Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 磨製石斧 Ⅰb 泥岩 8.5 2.8 - 65 被熱による亀裂・欠損多い

1362 151 ２Ｔ １～２層 Ⅰ 砥石 Ⅰ 蛇紋岩 11 2.8 2.3 103
全体磨滅，使用による不定形な凹み
複数あり

1363 164 ２Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 砥石 Ⅰ 片岩 8.6 3.0 2.3 112 全面が不定形に磨滅
1364 166 ２Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 5.6 5.1 3.4 130 両面に磨痕，側面の一部に打痕集中
1365 162 ２Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 磨石・敲石 Ⅱa 安山岩 6.1 4.9 - 150 全体磨滅，一部敲打痕あり

1366 149 ２Ｔ １～２層 Ⅰ 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 13.7 7.5 6.4 890 全面磨滅，広範囲に敲打痕あり

1367 150 ２Ｔ １～２層 Ⅰ 敲石・石錘 Ⅰ 安山岩 7.4 10.1 3.9 375 敲石→石錘　転用か

1368 140 ２Ｔ １～２層 Ⅰ 敲石 Ⅲ 安山岩 12.2 4.1 2.9 180 打面を除く全面が磨滅

1369 1321 ３Ｔ Ⅱb層 Ⅱ 石鏃 Ⅰb 黒曜石 1.7 1.6 0.4 0.6 ３Ｔ中央撹乱土坑中より出土
1370 1307 ３Ｔ Ⅰ～Ⅱ層 Ⅰ 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.9 1.3 3.0 0.65
1371 1315 ３Ｔ ２層 Ⅱb 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.7 1.9 4.5 1.4
1372 1328 ３Ｔ Ⅱb～Ⅳa層 Ⅱb 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.5 1.6 0.4 1.2
1373 1303 ３Ｔ １～２層 Ⅰ 石匙 Ⅰa 安山岩 4.4 6.0 1.3 22
1374 1308 ３Ｔ １～２層 Ⅰ 石匙 Ⅰb 安山岩 3.9 5.0 9.0 12
1375 1306 ３Ｔ Ⅰ～Ⅱ層 Ⅰ 磨製石斧 Ⅰa 蛇紋岩 8.0 3.5 1.3 55
1376 1265 ３Ｔ 表土 Ⅰ 磨製石斧 Ⅰa 安山岩 7.8 6.0 2.4 160 刃部先端のみ残存
1377 1327 ３Ｔ カクラン Ⅰ 磨製石斧 Ⅱa 安山岩 7.5 4.1 1.1 46
1378 1314 ３Ｔ ２層 Ⅱ 磨製石斧 Ⅱa 蛇紋岩 8.2 4.1 1.4 59
1379 1313 ３Ｔ ２層 Ⅱ 磨製石斧 Ⅰa 蛇紋岩 10.6 4.8 1.6 120
1380 1322 ３Ｔ ２～３層 Ⅱ 磨製石斧 Ⅱa 蛇紋岩 13.7 6.8 1.9 190
1381 1304 ３Ｔ Ⅰ～Ⅱ層 Ⅰ 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 6.3 5.4 3.4 175
1382 1269 ３Ｔ １～２層 Ⅰ 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 11.1 9 4.6 650
1383 1267 ３Ｔ 表土 Ⅰ 磨石・敲石 Ⅰb 安山岩 7.5 7.5 2.5 352
1384 1326 ３Ｔ Ⅱb層 Ⅱ 磨石・敲石 Ⅱa 安山岩 5.0 4.1 2.4 880
1385 1305 ３Ｔ Ⅰ～Ⅱ層 Ⅰ 敲石 Ⅱb 安山岩 13.4 7.9 5.3 892
1386 1266 ３Ｔ 表土 Ⅰ 石皿 安山岩 15.4 7.6 5.1 766
1387 1268 ３Ｔ １～２層 Ⅰ 凹石 角閃石安山岩 11 12.6 4.8 600 側面に敲打痕，敲石としても使用か
1388 1309 ３Ｔ １～２層 Ⅰ 石核 安山岩 13.9 10.7 5.7 1005 石皿を転用か
1389 445 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅰa 安山岩 3.0 2.2 0.4 2.0
1390 443 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅰc 安山岩 1.7 1.7 0.4 0.9
1391 422 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱa 安山岩 1.8 1.5 0.3 0.65
1392 452 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱa 安山岩 2.4 1.6 0.4 1.2
1393 453 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.4 1.9 0.3 0.995
1394 469 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 2.5 1.9 0.4 1.1
1395 444 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.7 2.2 0.6 1.05
1396 430 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 2.9 1.5 0.5 1.5
1397 437 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.3 1.7 0.4 0.7
1398 442 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱc 安山岩 1.9 1.4 2.0 0.48

1399 338 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨製石斧? Ⅰb 安山岩 7.2 2.6 1.7 36
石斧に似た小形磨製石器
砥石の可能性？

1400 451 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨製石斧 Ⅰa 蛇紋岩 7.5 3.6 1.1 47
1401 881 ３Ｔ Ⅲb層下半 Ⅲb 双角状礫器 安山岩 7.4 5.4 2.1 95
1402 336 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石匙 Ⅰb 安山岩 5.4 7.9 1.0 35.8
1403 454 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 削器 Ⅰ 安山岩 5.9 3.7 1.0 20
1404 439 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 砂岩 9.3 7.4 3.8 400
1405 441 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 多孔質安山岩 6.7 5.8 2.9 110
1406 457 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 6.4 5.2 2.2 108
1407 425 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰb 多孔質安山岩 6.5 4.6 2.7 95
1408 424 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅰb 砂岩 5.9 5.1 2.4 95 打痕なし

1409 434 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰb 凝灰岩 13.5 10.7 4.9 864
敲石としては大型だが
側面に打痕あり

1410 459 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅱa 安山岩 6.0 4.5 4.0 155
1411 446 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅱa 砂岩 4.6 4.2 1.7 62
1412 450 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 敲石 Ⅱa 凝灰岩 5.9 4.8 4.1 108
1413 475 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅱa 砂岩 5.0 4.5 3.6 105
1414 333 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅱa 安山岩 4.3 4.3 3.8 105
1415 334 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 6.3 4.1 2.9 110
1416 427 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 敲石 Ⅱb 安山岩 4.9 4.3 3.6 107
1417 449 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 7.6 4.7 3.7 195
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第4章　貝塚中心部の調査

第36表　轟貝塚第12・13次調査出土遺物（石器・石製品・土製品・骨角器・貝製品）観察表２

長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

1418 426 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅱc 安山岩 6.2 4.9 3.9 130
1419 433 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石皿 安山岩 11.3 10.7 2.7 348
1420 432 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石皿 安山岩 14.4 8.1 4.1 720
1421 436 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石皿 安山岩 20.1 19.8 3.6 2300  ３Ｔ-3Gr.個別取上No.539
1422 429 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 安山岩 5.4 8.8 2.5 235
1423 431 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 砂岩 7.8 11.2 1.7 240
1424 455 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 砂岩 5.2 4.2 1.8 4.5
1425 421 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 安山岩 8.9 7.7 2.5 180
1426 420 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 凝灰岩 10.6 6.8 1.8 79.3
1427 440 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅲ 安山岩 4.9 10.1 3.3 193
1428 447 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅲ 安山岩 6.7 5.1 4.3 140
1429 456 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 凹石 Ⅲ 安山岩 6.1 4.3 2.8 98
1430 448 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石錘 Ⅰ 安山岩 4.4 5.5 2.2 70
1431 337 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 双角状礫器 安山岩 5.7 5.1 1.2 35
1432 435 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa  双角状礫器 蛇紋岩 10.7 8.9 1.5 127
1433 335 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 双角状礫器 安山岩 11.3 9.9 3.9 410
1434 458 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 双角状礫器 安山岩 11.8 9.1 3.3 329
1435 460 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 双角状礫器 安山岩 11.4 10.6 3.6 400

1436 479 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 不明石製品 砂岩 8.9 2.8 1.1 35
全体磨滅
石斧に似るが先端は刃部なし

1437 438 ３Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 大珠？ ヒスイ 1.9 0.8 0.8 1.4 大珠又は玦状耳飾か
1438 206 ３Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 石鏃 Ⅱc 黒曜石 2.0 1.7 0.4 1.2
1439 208 ３Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 磨石 Ⅱa 安山岩 5.5 4.4 3.3 115
1440 207 ３Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 石匙 Ⅰb 黒曜石 3.5 3.8 1.0 10.7 約１/３欠損
1441 213 ３Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 石匙 Ⅰ 安山岩 4.1 6.6 1.2 28 未成品
1442 209 ３Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 打製石斧？ 安山岩 4.0 4.1 1.7 33 先端部のみ残存
1443 1346 ４Ｔ Ⅱ～Ⅳa層 Ⅱ 石鏃 Ⅱa 黒曜石 2.1 1.6 0.6 1.75
1444 1347 ４Ｔ Ⅱ～Ⅳa層 Ⅱb 石鏃 Ⅱa 安山岩 2.7 1.8 0.4 1.42
1445 1348 ４Ｔ Ⅱ～Ⅳa層 Ⅱb 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.5 1.7 0.25 0.85
1446 1349 ４Ｔ Ⅱ～Ⅳa層 Ⅱb 石鏃 Ⅱb 安山岩 3.7 1.9 0.6 1.5
1447 1345 ４Ｔ Ⅱ～Ⅳa層 Ⅱ 石鏃 Ⅱc 黒曜石 1.5 1.2 0.3 0.4
1448 1350 ４Ｔ Ⅱ～Ⅳa層 Ⅱb 石鏃 Ⅱc 安山岩 1.9 1.4 0.4 0.6
1449 1358 ４Ｔ Ⅱb，Ⅳa Ⅱb 石匙 Ⅰb 安山岩 2.2 5.6 6.0 5.2
1450 1343 ４Ｔ西部 １～２層 Ⅰ 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 8.6 7.2 4.3 405

1451 1330 ４Ｔ西部 １～２層 Ⅰ 不明石製品 石英質砂岩 4.0 2.0 1.6 22
全面に擦過痕のある円柱形の石器
用途不明

1452 913 ４Ｔ Ⅲb層上半 Ⅲb 有孔石製品 砂岩 2.6 2.1 0.3 1.95 垂飾か

1453 564 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅰc 安山岩 1.7 1.7 5.0 0.8
1454 565 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 3.7 2.4 8.0 5.6
1455 567 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 3.5 1.9 0.5 1.6
1456 496 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.4 1.7 0.4 1.3 加工はほぼ片面のみ
1457 568 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱ 安山岩 3.6 2.0 0.7 3.9 未成品
1458 561 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅲb 黒曜石 1.4 1.8 0.4 0.65
1459 499 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石匙 Ⅰb 安山岩 2.7 1.7 5.0 2.35 未成品か
1460 497 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石匙 Ⅰb 安山岩 3.5 2.3 0.6 32
1461 500 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石匙 Ⅰ 安山岩 7.1 2.7 1.3 251 ツマミが欠損した石匙の未成品か
1462 544 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 削器 Ⅰ 安山岩 9.2 3.1 2.9 25
1463 498 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 削器 Ⅱ 安山岩 5.9 2.4 0.8 7.4
1464 569 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 不明石製品 Ⅰa 砂岩 3.4 2.6 1.0 11.1 小型の磨製石斧状
1465 554 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅱa 砂岩 6.6 5.5 4.5 185 亀裂あり（被熱か）
1466 555 ４Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰc 安山岩 8.2 5.3 2.3 126
1467 196 ４Ｔ Ⅴ層 Ⅴ 石鏃 Ⅱ 安山岩 3.9 2.6 1.0 7.4 未成品か
1468 1149 ４Ｔ SK01１層 石皿 安山岩 12.5 8.5 3.7      3500
1469 952 ５Ｔ Ⅲb～Ⅳa層 Ⅲb 石鏃 Ⅱa 安山岩 2.8 1.6 0.3 1.1
1470 1361 ５Ｔ 層位不明 Ⅰ 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.0 1.4 3.5 0.59
1471 951 ５Ｔ Ⅲb～Ⅳa層 Ⅲb 石鏃 Ⅱc 黒曜石 3.1 1.6 4.0 1.2
1472 1363 ５Ｔ Ⅱb～Ⅳa層 Ⅱ 石匙 Ⅰb 安山岩 3.4 8.2 0.9 15.7
1473 949 ５Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 敲石 Ⅱa 安山岩 4.7 4.8 4.3 133
1474 945 ５Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 磨石 Ⅱa 安山岩 2.7 1.4 1.7 15.7
1475 613 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 3.0 1.9 0.4 1.2
1476 617 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 2.6 1.6 3.5 0.91
1477 616 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅰa 安山岩 4.0 4.2 1.3 35
1478 615 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅰa 安山岩 3.6 3.2 1.9 30.2
1479 595 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 不明石製品 凝灰岩 3.6 3.9 1.9 18.1 凹線状の凹み（刻み？）複数あり
1480 614 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 不明石製品 安山岩 1.2 2.0 1.4 2.8 穿孔あり,大珠又は石笛か
1481 622 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 安山岩 11.1 7.5 5.3 676 個別取上Ｓ75
1482 582 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅱb 砂岩 8.9 5.7 4.4 320

1483 597 ５Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅱa 安山岩 5.5 4.2 1.5 31.3
大半を欠損,明確な打痕はなく被熱
に伴う割れとみられる

1484 1365  ６Ｔ      SP02          磨製石斧 Ⅱa 蛇紋岩 6.1 3.9 1.2 35.6
1485 1383 ６Ｔ ３〜５層 局部磨製石斧 Ⅱa 泥岩 7.2 4.1 1.0 43
1486 1380 ６Ｔ ５層 磨製石斧 Ⅱb 蛇紋岩 10.7 2.2 2.4 133
1487 1384 ６Ｔ ５層 石皿 安山岩 23.5 14 3.6 1200
1488 1382 ６Ｔ ５層 双角状礫器 安山岩 7.7 7.4 1.8 104
1489 1381 ６Ｔ ５層 双角状礫器 安山岩 9.1 11.4 3.7 450
1490 972 ８Ｔ Ⅲa層 Ⅲa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.1 1.6 4.0 0.8
1491 968 ８Ｔ Ⅲa層 Ⅲa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.3 1.5 5.0 1.1
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第37表　轟貝塚第12・13次調査出土遺物（石器・石製品・土製品・骨角器・貝製品）観察表３

長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

1492 974 ８Ｔ Ⅲa層 Ⅲa 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.2 1.5 0.4 0.7
1493 973 ８Ｔ Ⅲa層 Ⅲa 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.0 1.5 0.5 0.9
1494 967 ８Ｔ Ⅲa層 Ⅲa 石匙 Ⅰb 安山岩 4.4 4.7 7.0 15
1495 1076 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅰa 安山岩 2.1 2.0 4.0 1.3
1496 1072 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅰa 黒曜石 1.9 1.8 4.0 1.3
1497 1129 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅰb 安山岩 1.5 1.5 0.4 0.5
1498 1240 ８Ｔ ST01 Ⅲb 石鏃 Ⅰb 安山岩 2.2 1.9 0.4 1.0
1499 1070 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅰc 黒曜石 2.0 1.7 4.0 1.0 片側の刃部が未調整,未成品か
1500 1127 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱa 黒曜石 1.9 1.4 0.5 0.8
1501 1073 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱa 黒曜石 2.0 1.4 5.0 1.1
1502 1130 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.0 1.3 0.4 0.8
1503 1071 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.7 1.7 4.0 0.8
1504 1109 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱb 安山岩 3.1 2.6 0.5 2.1
1505 1075 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱ 安山岩 2.7 2.3 9.0 4.6 未成品か
1506 1074 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.1 1.4 5.0 0.8
1507 1077 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 削器 Ⅱ 安山岩 5.7 3.0 1.1 17.5 未成品か
1508 1088 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 敲石 Ⅰa 凝灰岩 8.9 7.7 4.5 315
1509 1144 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 磨石 Ⅱa 安山岩 9.4 8.9 6.0 725
1510 1069 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 磨石 Ⅱb 砂岩 6.2 4.5 4.0 150
1511 1146 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 砥石 Ⅱ 安山岩 10.4 10.2 4.6 655
1512 1078 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 不明石製品 蛇紋岩 5.3 1.8 0.8 11.5 全体が平滑
1513 1128 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 磨石・敲石 Ⅲ 安山岩 5.0 4.3 4.1 100
1514 1145 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 砥石 Ⅲ 安山岩 10.3 7.4 7.0 650
1515 1141 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 砥石 Ⅲ 安山岩 11.2 7.7 5.1 535 個別取上Ｓ7
1516 1142 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 砥石 Ⅱ 安山岩 7.2 6.7 3.2 279
1517 1140 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 石錘 Ⅰ 安山岩 8.9 5.2 3.1 150
1518 1143 ８Ｔ Ⅲb層 Ⅲb 双角状礫器 安山岩 8.4 9.2 3.2 245
1519 876 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅰb 安山岩 2.6 2.4 5.5 1.7
1520 790 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅰc 黒曜石 2.2 1.7 0.6 0.95
1521 746 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.6 1.7 0.4 1.0
1522 758 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 1.8 1.6 0.4 0.75
1523 747 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 1.8 1.5 3.0 0.5
1524 642 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 1.9 1.4 0.3 0.6
1525 805 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 1.5 1.3 0.3 0.4
1526 756 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 2.0 1.3 0.3 0.5
1527 804 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.5 1.8 0.4 0.9
1528 785 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱc チャート 1.8 1.5 0.3 0.6
1529 783 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.3 1.6 0.3 0.7
1530 784 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 黒曜石 1.7 1.2 0.4 0.5
1531 669 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱb 安山岩 1.8 1.5 0.4 0.7
1532 757 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.2 1.6 0.35 0.7
1533 787 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.7 1.7 4.0 1.3
1534 788 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石鏃 Ⅱ 安山岩 3.8 2.0 0.9 4.7
1535 786 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 削器 Ⅰ 安山岩 3.7 2.4 8.0 7.7
1536 698 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 削器 Ⅰ 安山岩 6.4 1.9 0.8 6.2
1537 791 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 5.8 4.9 3.7 145
1538 1251 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 9.5 9.0 5.4 635
1539 1243 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 5.7 5.5 3.5 124
1540 771 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石 Ⅰa 安山岩 4.5 3.5 1.9 36
1541 699 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅰa 安山岩 10.1 9.3 4.5 662
1542 697 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅱa 安山岩 5.1 4.6 4.1 120
1543 1250 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 敲石 Ⅱc 安山岩 5.6 5.2 4.0 155
1544 789 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 磨石・敲石 Ⅲ 安山岩 11.2 4.1 3.4 220 全面研磨,先端部に打痕あり
1545 1253 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 安山岩 9.8 9.6 3.0 556
1546 1252 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 砥石 Ⅱ 安山岩 8.9 12.2 3.0 405
1547 1245 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 石錘 Ⅰ 安山岩 10.9 7.9 3.0 332
1548 1242 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 双角状礫器 安山岩 9.6 8.5 3.2 260
1549 1249 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 凹石 安山岩 7.6 8.7 4.3 295 一面に磨滅による凹みあり
1550 1244 ８Ｔ Ⅳa層 Ⅳa 凹石 安山岩 7.0 4.1 2.5 85

1551
300
-2

８Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 石鏃 Ⅱc 安山岩 2.3 1.6 3.0 0.6

1552 229 ８Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 磨石 Ⅱa 安山岩 6.0 5.2 4.0 175
1553 234 ８Ｔ Ⅳb層 Ⅳb 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 5.5 4.7 3.7 135
1554 184 ８Ｔ Ⅵ層 Ⅵ 磨石・敲石 Ⅱb 安山岩 4.8 4.7 3.5 90

3.828.11.61.5岩山安bⅡ匙石10KSＴ８15115551
0.89.03.35.4岩山安Ⅱ器削20KSＴ８07116551

損欠程分半581.29.55.4岩山安cⅠ石磨20KSＴ８96117551
293.33.47.5岩山安bⅡ石敲20KSＴ８30218551

1559 1208  ８Ｔ      ST01         磨石・敲石 Ⅰb 安山岩 10.3 8.5 5.8 730
1560 1411 トレンチ外 表採 Ⅰ 石鏃 Ⅰb 安山岩 1.8 2.1 0.5 1.4
1561 1414 トレンチ外 表採 Ⅰ 石鏃 Ⅰb 黒曜石 1.4 1.6 3.0 0.3
1562 1416 トレンチ外 表採 Ⅰ 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.4 1.7 0.3 0.9
1563 1412 トレンチ外 表採 Ⅰ 石鏃 Ⅱb 安山岩 2.3 1.9 0.3 1.0
1564 1264 トレンチ外 表採 Ⅰ 磨石 Ⅰb 安山岩 11 8.4 4.8 678
1565 1418 トレンチ外 表採 Ⅰ 石皿 安山岩 32.6 22.6 9.2     7600
1566 1410 トレンチ外 表採 Ⅰ 双角状礫器 安山岩 10.8 9.3 3.7 465
1567 1325 ３Ｔ Ⅱb層 Ⅱb 貝輪 サルボウ 8.5 9.9 3.2 57

器種 分類 材質
計　　測　　値

備　　考
挿図
番号

実測
番号

出土地点 層位
基本
層序

出土遺物観察表
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第38表　轟貝塚第12・13次調査出土遺物（石器・石製品・土製品・骨角器・貝製品）観察表４

長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

1568 1354 ４Ｔ Ⅰ～Ⅱ層 Ⅰ 貝輪 サルボウ 6.7 8.8 2.5 37
1569 1353 ４Ｔ Ⅰ～Ⅱ層 Ⅰ 貝輪 サルボウ 8.5 9.7 3.7 85
1570 1352 ４Ｔ ２層 Ⅱ 貝輪 サルボウ 6.8 7.8 2.9 30.5
1571 955 ５Ｔ Ⅲa層 Ⅲa 貝輪 カキ 11.4 15 1.5 45
1572 1136 ８Ｔ Ⅲb・Ⅳa層 Ⅲb 貝輪 アカニシ? 8.3 5.2 3.0 40
1573 1415 表採 Ⅰ 貝輪 サルボウ 8.4 9.0 3.6 85
1574 83 １Ｔ Ⅱ層 Ⅱ 骨製品 獣骨 2.8 1.5 0.55 2.2 穿孔あり　垂飾か
1575 1241 ８Ｔ Ⅴ層 Ⅴ 不明骨製品 獣骨 1.8 5.8 3.0 5.0
1576 1419 ４Ｔ SK01２層（Ⅳa） 貝玉？ ヤカドツノガイ 5.3 3.0 2.4 SK01覆土サンプル中より検出

器種 分類 材質
計　　測　　値

備　　考
挿図
番号

実測
番号

出土地点 層位
基本
層序
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第39表　轟貝塚第12・13次調査　遺構出土土器　分類別集計表

　　４Ｔ 合計

一般的な型式名 分類名 特徴 SP01 SK01 SK01 SK02 SK03 ST01

0 1 0 0 0 0 1

Ⅰa類 山形押型文 1 1

Ⅰb類 格子目押型文 0

Ⅰc類 楕円押型文 0

0 1 1 1 0 2 5

Ⅱa類 条痕なし 1 1 2 4

Ⅱb類 条痕あり 1 1

Ⅲ類（轟式系土器） 1 0 5 39 2 29 76

Ⅲa１類
条痕のみ
規則性なし

3 10 13

Ⅲa２類
文様的意匠を
持つ条痕

1 2 3

Ⅲa類 その他 0

Ⅲb１類 縦・斜め等の条痕 1 2 3

Ⅲb２類
口縁に高い隆帯
西之薗式

0

Ⅲb３類 横方向に複数隆帯 2 6 2 10

Ⅲb４類 横方向に複数の微隆帯 2 3 5

Ⅲb５類 隆帯に刻目・刺突 2 2

Ⅲb６類 貼付によらない隆帯 2 1 3

Ⅲb７類 屈曲タイプ 1 8 3 12

Ⅲb類 その他 0

Ⅲc１類 貝殻による曲線文 0

Ⅲc２類 振幅の大きい曲線文 0

Ⅲd１類 棒状工具による沈線文 0

Ⅲd２類
太めの施文具による
浅い条痕

0

Ⅲd３類 11

Ⅲd類 その他 0

Ⅲe１類 隆帯と沈線の組み合わせ 0

Ⅲe２類 隆帯なし，直線・細弧線 0

曽畑式 Ⅲｆ類 全面的・幾何学的沈線 0

Ⅲg１類
貝殻による帯状の押引文
粘土紐貼付あり

0

Ⅲg２類 粘土紐貼付なし 0

Ⅲ類 その他 1 12 2 9 24

Ⅳ類（阿高式系土器） 0 0 4 0 0 0 4

並木式 Ⅳa類
凹線文間に押引文
胎土に滑石

0

Ⅳb１類
凹線文を持つ阿高式
口縁～胴部に施文

0

Ⅳb２類 口縁部のみの凹線文 3 3

Ⅳb類 その他 1 1

Ⅳc１類 凹線文・ヘラ施文 0

Ⅳc２類 同上・口縁部肥厚 0

出水式 Ⅳd類 口縁ヘラ施文（短沈線） 0

Ⅴ類（市来式系土器） 0 0 0 0 0 0 0

Ⅴa１類 口縁に粘土帯張付 0

Ⅴa２類 張付によらない口縁肥厚 0

Ⅴb１類 口縁に粘土帯張付 0

Ⅴb２類 貼付によらない口縁肥厚 0

Ⅵ類（磨消縄文系土器） 0 0 0 0 0 0 0

鐘崎式 Ⅵa類
口縁外反
斜線・平行沈線・渦巻文

0

北久根山式 Ⅵb類
口縁部やや肥厚
貼付文・短直線文・疑似縄文など

0

福田Ｋ２式 Ⅵc類 ３本の沈線で区画した帯部に縄文 0

西平式 Ⅵd類
口縁屈曲，山形口縁
列点文・平行直線・磨消縄文

0

Ⅵ類 その他 0

0 0 0 0 0 0 0

御領式 Ⅶ類
黒色磨研
口縁部に平行沈線

0

0

1 2 10 40 2 31 86

Ⅶ類（黒色磨研土器

その他（分類不能）

合計（図化点数）

８Ｔ

轟Ｃ式

轟Ｄ式

野口式

尾田式

阿高式

南福寺式

１類（押型文土器）

押型文

Ⅱ類（貝殻文系土器）

塞ノ神式

轟Ａ式

轟Ｂ式

出土遺物観察表



第40表　轟貝塚第12・13次調査　包含層出土土器　分類別集計表
２Ｔ ７Ｔ

一般的な
型式名

分類名 特徴
Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅳa層
Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅲa層 Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅳｂ層
Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅲa層 Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅳｂ層
Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅲa層 Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅳｂ層 2層 3層 5層 8層 9層
Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅲa層 Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅳｂ層 Ⅴ層 Ⅵ層

0 1 2 0 0 0 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 1 0 0 17

21文型押形山類aⅠ 2 2 0112

Ⅰb類 格子目押型文 　 22

Ⅰc類 楕円押型文 2 1 511

3 0 4 3 0 1 23 1 1 0 0 8 1 2 0 3 6 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 10 13 3 1 87

115211311910142しな痕条類aⅡ 1 4 5 1 53

111541201りあ痕条類bⅡ 1 6 8 2 1 34

430211175641231699199481654）器土系式轟（類Ⅲ 0 0 2 0 0 0 0 2 33 108 213 59 7 2 826

Ⅲa１類
条痕のみ
規則性なし

222317 11 21 46 13 5 2 133

Ⅲa２類
文様的意匠を
持つ条痕

1 3 1 1 2 1 1 15 65881131

Ⅲa類 その他 11

11痕条の等め斜・縦類１bⅢ 34311112 1376

Ⅲb２類
口縁に高い隆帯
西之薗式

3 1 01111111

111帯隆数複に向方横類３bⅢ 1 2 8 1 8 1 5 1 2 2 79212625

1帯隆微の数複に向方横類４bⅢ 1101131 423012

113145突刺・目刻に帯隆類５bⅢ 6 4 1 1 27

1帯隆いならよに付貼類６bⅢ 3 51272

161319161プイタ曲屈類７bⅢ 8699111

1他のそ類bⅢ 1

6121文線曲るよに殻貝類１cⅢ 22381

Ⅲc２類 振幅の大きい曲線文 1 1

1他のそ類cⅢ 2 41

12411215文線沈るよに具工状棒類１dⅢ 351665

Ⅲd２類
太めの施文具による
浅い条痕

1 1 411

111312突刺るよに具工類３dⅢ 3113

11114他のそ類dⅢ 7145

Ⅲe１類 隆帯と沈線の組み合わせ 1 1

1線弧細・線直，しな帯隆類２eⅢ 21

02他のそ類eⅢ 2

曽畑式 Ⅲｆ類 全面的・幾何学的沈線 4 2 3 2 2 1 0224

Ⅲg１類
貝殻による帯状の押引文
粘土紐貼付あり

33

Ⅲg２類 粘土紐貼付なし 0

326112342545312131他のそ類Ⅲ 1224207411

11062）器土系式高阿（類Ⅳ 3 0 0 1 0 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 8 1 0 0 0 0 61

並木式 Ⅳa類
凹線文間に押引文
胎土に滑石

11121111 02173

Ⅳb１類
凹線文を持つ阿高式
口縁～胴部に施文

7 3 10

Ⅳb２類 口縁部のみの凹線文 4 1 1 1 7

1721他のそ類bⅣ 121

Ⅳc１類 凹線文・ヘラ施文 0

Ⅳc２類 同上・口縁部肥厚 0

出水式 Ⅳd類 口縁ヘラ施文（短沈線） 1 1

1他のそ類Ⅳ 1 2

Ⅴ類（市来式系土器） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

Ⅴa１類 口縁に粘土帯張付 0

Ⅴa２類 張付によらない口縁肥厚 0

1付張帯土粘に縁口類１bⅤ 1 2

Ⅴb２類 貼付によらない口縁肥厚 0

0能不分細，他のそ類Ⅴ 0

Ⅵ類（磨消縄文系土器） 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4

鐘崎式 Ⅵa類
口縁外反
斜線・平行沈線・渦巻文

0

北久根山式 Ⅵb類
口縁部やや肥厚
貼付文・短直線文・
疑似縄文など

0

福田Ｋ２式 Ⅵc類
３本の沈線で区画した
帯部に縄文

0

西平式 Ⅵd類
口縁屈曲，山形口縁
列点文・平行直線・磨消縄文

0

2他のそ類Ⅵ 1 41

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

御領式 Ⅶ類
黒色磨研
口縁部に平行沈線

0

131341 23115111

90 7 38 56 10 20 125 14 23 7 7 68 4 4 1 23 42 1 1 4 0 0 1 1 6 43 114 231 73 11 4 1029

縄文以外 4 4 10 3 5 7 2

弥生
埴輪

弥生
土師器

土錘
弥生
土師器

弥生 弥生 埴輪

合計

縄文土器合計

轟Ｄ式

その他（分類不能）

Ⅶ類（黒色磨研土器

尾田式

押型文

南福寺式

阿高式

１類（押型文土器）

市来式

野口式

Ⅱ類（貝殻文系土器）

塞ノ神式

鎌石橋式
轟Ａ式

轟Ｂ式

轟Ｃ式

８Ｔ１Ｔ ３Ｔ ４Ｔ ５Ｔ ６Ｔ
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第41表　轟貝塚第12・13次調査　包含層出土石器　分類別集計表

１Ｔ ２Ｔ トレンチ外

器種 分類名 特徴
Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅰ・Ⅱ
層

Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅳｂ層 Ⅰ・Ⅱ層 Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅴ層 SK01
Ⅰ・Ⅱ

層
Ⅲｂ層 Ⅳa層 ３層 ５層 SP02 Ⅲa層 Ⅲｂ層 Ⅳa層 Ⅳｂ層 Ⅵ層 SK01 SK02 ST01 表土

11れ抉い浅，形角三正類aⅠ 2 4

1れ抉字Ⅴ，形角三正類bⅠ 6212

1111れ抉字Ｕ，形角三正類cⅠ 1 1 6

Ⅰ類 正三角形 0

212211れ抉い浅，長縦類aⅡ 9

Ⅱb類 縦長，Ⅴ字抉れ 2321132222521

1112111れ抉字Ｕ，長縦類cⅡ 411212

Ⅱ類 縦長 1 1 1 1 4

Ⅲa類 横長，浅い抉れ 0

Ⅲb類 横長，Ⅴ字抉れ 1 1

Ⅲc類 横長，Ｕ字抉れ 0

4 2 4 0 10 1 6 0 6 1 1 2 2 0 0 0 4 12 16 1 0 0 0 0 4 76

1大みまつ，長横類aⅠ 1

1121211小みまつ，長横類bⅠ 9

Ⅰ類 横長 1 1

Ⅱa類 縦長，つまみ大 1 1

Ⅱb類 縦長，つまみ小 11

Ⅱ類 縦長 0

1 0 2 0 1 2 1 0 3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 13

11刃片類Ⅰ 2 4

Ⅱ類 両刃 1 311

0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 7

打製石斧 （分類なし） 1 1

111平扁，形方長類aⅠ 3

111い厚，形方長類bⅠ 3

4平扁，形台類aⅡ 1 1 6

Ⅱb類 台形，厚い 1 1

0 1 6 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13

5121321形円，平扁類aⅠ 15

31形円楕，平扁類bⅠ 1 5

Ⅰc類 扁平，不整形 1 21

7111112115112形円，りあみ厚類aⅡ

Ⅱb類 厚みあり，楕円形 2 1 1 3 31111111

1形整不，りあみ厚類cⅡ 1 2

1形整不類Ⅲ 1 1 3

4 4 5 0 15 1 1 0 2 0 0 2 4 0 0 0 0 4 8 2 1 0 2 1 1 57

111131）しな類分（皿石 1 9

Ⅰ類 細長い棒状 1 2 3

5状板な平扁類Ⅱ 2 2 9

2形整不，他のそ類Ⅲ 2 4

1 2 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 16

Ⅰ類 両端に小剥離 1 1 1 1 4

Ⅱ類 周縁に溝 0

0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4

 双角状礫器 （分類なし） 1 5 12 1 1 11

凹石 （分類なし） 1 1 2 4

有孔石製品 （分類なし） 1 1

玦状耳飾 （分類なし） 1 1

石核 （分類なし） 1 1

不明石製品 （分類なし） 1 1 2 4

10 10 20 1 48 5 9 1 14 1 1 2 4 9 1 4 1 5 24 32 3 1 1 3 1 7 218

砥石

小計

石錘

８Ｔ４Ｔ

合計

合計（図化点数）

削器

小計

石鏃

石匙

小計

小計

３Ｔ

磨製石斧

小計

磨石
敲石

５Ｔ ６Ｔ

小計

小計
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第５節　出土人骨
　本章第３節でも述べたように，轟貝塚第12次・13次調査では１号から５号まで計５体分の人骨が出土した。

土壙墓としての所見は先に述べたとおりだが，ここでは人骨資料そのものの詳細について報告する。調査時，

人骨の詳細検出及び実測・取り上げはＮＰＯ法人人類学研究機構に委託し，取り上げた人骨資料の洗浄・計

測までを一連の作業として実施した。次頁より，実際に作業をした同法人の松下孝幸・松下真実両氏に作成

いただいた当該人骨の詳細報告を掲載する。
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熊本県宇土市轟貝塚出土の縄文早・前期人骨

松下真実＊・松下孝幸＊＊

【キーワード】：熊本県，縄文早・前期人骨，屈葬，中頭型，低・広顔，高身長，柱状大腿骨

調査区全景

はじめに

　熊本県宇土市宮
みやのしょうまち

庄 町字須崎に所在する轟貝塚の

2016(平成 28)年におこなわれ遺跡確認調査で，人骨が

５体検出された。４体は人骨が集中して検出されたが，1

体は単独で出土した。前者は縄文時代早期に，後者は縄

文時代前期に所属する人骨と推測されている。

　轟貝塚は1917(大正6)年，鈴木文太郎らの東京帝国大

学や熊本医学専門学校による発掘調査で2体 (男 1，女

1)の人骨が発掘されている(鈴木，1917，1918)(第 1次

調査)。1919(大正8)年 12月には濱田耕作，清野謙次ら

京都帝国大学が発掘調査をおこない，18体の人骨を発掘している(第 2次調査)。1920(大正 9)年 7月には

東北帝国大学の長谷部言人が20体余りの人骨を発掘している(第3次調査)。1930(昭和5)年には鳥居龍蔵，

松本雅明らによって発掘調査がおこなわれたが，その詳細は明らかではないという(第4次調査)。1958年 7

月 30日から8月 3日まで宇土市と宇土高等学校によって発掘調査がおこなわれたが，人骨は出土していない

(第 5次調査)。1966(昭和 41)年には熊日学術調査団の宇土，不知火地方の古代文化に関する学術調査の一

環として早稲田大学の江坂輝彌が調査をおこなっている(第 6次調査)。平成16・17（2004・2005）年度は

宇土市教育委員会が宇土市内遺跡範囲確認調査事業の一環として第7・8次調査を実施している。なお，轟貝

塚の発掘史については，轟貝塚（宇土市埋蔵文化財調査報告書第30集，2008，宇土市教育委員会）に詳述さ

れている。

　熊本県内の縄文人骨の出土例としては，轟貝塚(鈴木，1918)をはじめとして，阿高貝塚(岡本，1929，田幡，

1930，大森・他，1957，大森，1960)，御領貝塚(金関・他，1955)，かきわら貝塚(松野・他，1967)，沖の原(内藤，

1973)，天岩戸岩陰遺跡(内藤・他，1978，松下・他，2019)，七ツ江カキワラ貝塚(松下・他，1986)，高橋

貝塚の例があるが，近年は熊本大学構内の黒髪遺跡や熊本市の託麻弓削遺跡からも縄文人骨が出土している。

　今回本貝塚から出土したのは縄文時代早期と前期に属すると推測されている人骨であるが，早期人骨は，

近年では佐賀市の東名遺跡からも出土しており，その形質的特徴が明らかになっている(松下・他，2009，

2016，2017)。これまでの研究では，縄文早・前期人骨と中・後・晩期人骨との間には差異が認められ，前者

は「きゃしゃ」であるが，後者は「頑丈」であると言われてきた（小片，1981）。しかし，前者は主に山間部

の遺跡から，後者は海浜部の遺跡から出土しているので，両者の差異は時代差ではなく，環境差である可能

性も指摘されてきた。縄文早・前期人骨が海浜部から出土することがなく，また中・後・晩期人骨が山間部

から出土しないのでこの疑問を解決することができなかった。ところが，有明海に面する東名遺跡から縄文

早期人骨が出土したので，この課題を検討することができるようになった。東名縄文早期人は，縄文中・後・

晩期人よりもかなりきゃしゃであったが，その程度は山間部の縄文早期人程ではなかった。すなわち，縄文
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早期人は海浜部でも山間部でも立地に関係なく，縄文中・後・晩期人よりもきゃしゃであることがわかった。

それは氷河期が終わって温暖になったとは言え，縄文中・後・晩期ほど食料資源事情はよくなかったことに

よるものと思われる。ただ，山間部の縄文早・前期人に比べると海浜部の東名早期人の方が大きく，これは

山間部よりも海浜部の方が食料資源の量と種類で優っていることによるものであろう。

　本例も海浜部に位置する縄文早・前期人骨であることから，さらに研究を深めるとこができるという点で，

きわめて貴重な資料となるものである。

　今回の遺跡範囲確認調査で出土した人骨は5体で，いずれも基本的には埋葬状態を保って検出され，人骨

の保存状態は良好である。現場で人骨の出土状況を観察し，人骨については人類学的観察と計測をおこない，

九州内で出土している縄文人骨などとの検討とともに，放射性炭素年代やＤＮＡ分析もおこなったので，そ

の結果を報告しておきたい。

資　料

　今期(第13次 )の調査では5体の人骨が出土した(表１)。すべて成人骨である。５体のうち４体（1号人

骨～４号人骨）は縄文時代早期に，1体（５号人骨）は縄文時代前期に属する人骨と推測されている。５体

のうち男性は1体，女性は4体である。1号人骨～4号人骨はまとまって検出されたが，1号，2号，4号は

骨の一部が重なった状態で検出された。この地点が墓域と認識されていたものと思われる。5号人骨はこの4

体とは別の地点から単体で，しかもほぼ全身骨が埋葬状態を保って出土した。各骨の残存状態は図2に示す

とおりで，保存状態は良好である。なお，5体とも副葬品を伴っていなかった。

　計測方法は，Martin-Saller(1957)によったが，脛骨の横径はオリビエの方法(前縁がノギスの針の中央に

位置するようにして計測)で計測し，鼻根部については鈴木(1963)と松下ら(1983)の方法で計測した。年

齢区分は表3のとおりである。なお，考察以外を松下真実が，考察を松下孝幸が分担して執筆した。

≪放射性炭素年代測定結果≫

人骨番号 δ
13

C 暦年較正用年代 14
C年代

（0/00) （yrBP±1σ） （yrBP±1σ） 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

海産物寄与率：50.1% 海産物寄与率：50.1%

５号人骨 -18.55±0.24 5340±23 5340±23 4035-4016 cal BC ( 9.6%) 4046-3892 cal BC (86.9%)

（女性） 4002-3933 cal BC (58.6%) 3877-3814 cal BC ( 8.5%)

14
C年代を暦年代に較正した年代範囲

　BP：Before･Physics(1950年 )，cal：Calibrated，BC：紀元前

≪ミトコンドリアＤＮＡ分析結果≫

　今回，植田信太郎氏（東京大学理学部）と水野文月氏（東邦大学医学部）に依頼して，5体についてＤＮ

Ａ分析をおこなったが，ＤＮＡを抽出できたのは5号人骨（女性）のみであった。ミトコンドリアゲノム分

析結果は，ハプログループ「Ｍ７ａ１ａ」であった。縄文人のハプログループには，「Ｍ７ａ」系統と「Ｎ７ｂ」

系統の２系統が存在し，前者は西日本に，後者は東日本に分布が偏っていることがわかっている。「Ｍ７ａ」

系統についてはさらに細分化できるので，今後の研究の深化に伴って，系譜についてはより詳細な分析

ができるものと思われる。

　

第５節　出土人骨



− 251 −

第4章　貝塚中心部の調査

　表１　資料数（Table･1.･Number･of･materials)

　　　成　　人　　　　幼小児　　合　計

　男性　女性　不明

　･１　　４　　０　　　０　　　　･５

　表２　出土人骨一覧（Table･2.･List･of･skeletons)

　人骨番号　　性別　　年齢　　頭位　　埋葬姿勢　　　所属時期　

　１号人骨　　女性　　熟年　　南西　　仰臥　屈葬　　縄文早期

　２号人骨　　女性　　壮年　　北東　　仰臥　屈葬　　縄文早期

　３号人骨　　女性　　壮年　　北　　　仰臥　屈葬　　縄文早期

　４号人骨　　男性　　壮年　　南　　　仰臥　屈葬　　縄文早期

　５号人骨　　女性　　熟年　　北　　　仰臥　屈葬　　縄文前期

3 号人骨

1号人骨2号人骨

4号人骨

轟
貝
塚

S=
1/
10

0 20 cm

　表３　年齢区分 (Table･3.･Division･of･age)

　　　　　年齢区分　　･　　年　　　　　齢

　未成人　　乳児　　　･1歳未満

　　　　　　幼児　　　･1歳～･5歳　(第一大臼歯萌出直前まで)

　　　　　　小児　　　･6歳～15歳　(第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで)

　　　　　　成年　　　16歳～20歳　(蝶後頭軟骨結合癒合まで)

　成人　　　壮年　　　21歳～39歳　(40歳未満)

　　　　　　熟年　　　40歳～59歳　(60歳未満)

　老年　　　60歳以上

　注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第14次発掘調査報告書(1996)を参照されたい。
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１号人骨（女性・熟年）

　埋葬姿勢は仰臥である。上肢骨の残りが悪いので，肘関節の様態は不明であるが，膝関節は両側とも強屈

していたようである。

２号人骨（女性・壮年）

　２号人骨の残存量も多くない。埋葬姿勢は仰臥であるが，肘関節と膝関節の様態は不明である。

３号人骨（女性・壮年）

　３号人骨の残存量は多い。埋葬姿勢は仰臥で，右側肘関節は強屈状態であるが，左側は不明である。両側

の膝関節は強屈し，左側へ倒していた。

１号人骨～４号人骨出土状況

３号人骨出土状況

に削平した可能性があり，その際に撹乱を受けたよう

である。長骨は骨体中央部などで折れているが，この

理由は骨の上に乗っている礫群の圧力で破砕されたた

めである。以前から長骨の中央部分が，なぜ真二つに

割れるのか疑問に思っていたが，轟貝塚の現場で，そ

の疑問を解決することができた。骨の上部に礫群が存

在することによって，骨体面に均等に圧力がかかるの

ではなく，場所によって差が生じ，その結果骨折した

のである。

４号人骨出土状況 ５号人骨出土状況

所　見

Ⅰ　人骨の検出状況と埋葬姿勢

　1号人骨から4号人骨は，狭い範囲内から並ぶよう

にして出土した。一見すると散乱骨のようにみえるが，

丁寧に観察すると，それぞれ埋葬状態を保っている。

人骨の重なりと切り合い状態から，4号被葬者が先に

埋葬され，次いで1号被葬者が埋葬され，その後に2

号被葬者が埋葬されている。2号被葬者と3号被葬者

の先後関係は不明である。残存している骨は多くはな

いが，これは人骨の上部に礫群を敷いた時期に墓を平

第５節　出土人骨
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４号人骨（男性・壮年）

　４号人骨の残存量も少ない。埋葬姿勢は仰臥で，右側肘関節は強屈していたが，左側肘関節と膝関節の様

態は不明である。

５号人骨（女性・熟年）

　ほぼ完全な埋葬人骨である。埋葬姿勢は仰臥で，頭蓋は右側に倒していた。右側肘関節は強屈状態で手を

右肩に置いていた。左側肘関節は約90度に曲げて，手を右側の肘に置いている。股関節と膝関節は強屈し，

下肢を右側に倒していた。

Ⅱ　人骨の形質

　各人骨の残存部は図２に示すとおりである。また，各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

１号人骨(女性・熟年)

１．頭蓋

（１）脳頭蓋

　前頭骨の左側と左側頭頂骨の一部が欠損している。保存状態はそれほどよくないが，骨壁は厚く，堅牢で

ある。全体の径はやや小さい。前頭結節の発達はやや良好で，外後頭隆起の発達は弱い。乳様突起は小さい。

外耳道は右側が観察できたが，骨腫は認められない。縫合は，三主縫合の観察ができた。内板は三主縫合と

も比較的癒合が進んでいるが，外板は縫合が明瞭でラムダ付近ではまだ開離している。

　計測値は，頭蓋最大長が173mm，頭蓋最大幅は135mmで，頭蓋長幅示数は78.03となり，頭型は中頭型

(mesokran)に属している。

（２）顔面頭蓋

　両側の頬骨が残存していたにすぎない。頬骨は小さい。眉上弓の隆起は弱い。顔面の計測はできない。下

顎骨は，右側の下顎体が残存していた。下顎体の高さは低く，咬筋粗面の発達は良好である。

２．歯

　歯は残存していなかった。歯槽の状態を歯式で示すと，次のとおりである。

　／･／･／･／･／･／･／･／　･／･／･／･／･／･／･／･／････[○：歯槽開存･●：歯槽閉鎖･／：不明(破損)]

　❽･⑦･⑥･⑤･④･③･②･①　･／･／･／･／･／･／･／･／･

　（1：中切歯，2：側切歯，3：犬歯，4：第一小臼歯，5：第二小臼歯，6：第一大臼歯，7：第二大臼歯，8：第三大臼歯）

　下顎には風習的抜歯は認められない。また，歯の咬合形式は不明である。

３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨（左），鎖骨（左），上腕骨，橈骨，尺骨が残存していた。

　①上腕骨

　両側の骨体が残存していたが，保存状態は悪い。計測はできないが，骨体は細く，扁平で，左側は三角筋

粗面の発達がよさそうである。

　②橈骨

　右側の骨体の一部と左側の近位部が残存している。骨体は細い。

　③尺骨

　右側の骨体遠位部と左側の近位部が残存していた。骨体は細い。
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（２）下肢骨

　寛骨，大腿骨，膝蓋骨（左），脛骨，腓骨が残存していた。

　①寛骨

　左側の腸骨体が残存していたが，保存状態は悪い。大坐骨切痕の角度は大きく，耳状面前溝が確認できた。

溝は広くて浅い。

　②大腿骨

　両側の骨体が残存していた。長さは短く，骨体はやや大きい。粗線はよく発達しており，骨体両側面の後

方への発達も良好で，縄文早・前期に特有な形状の柱状形成が認められる。また，骨体上部は扁平である。

　計測値は，骨体中央周が80mm（左右）で，骨体はやや大きい。骨体中央矢状径は27mm（左右），中央横径

が22mm，（左右）で，骨体中央断面示数は122.73（左右）となり，骨体両側面の後方への発達は極めて良好

である。また，上骨体断面示数は73.33（右），78.57（左）となり，骨体上部は扁平である。

　③脛骨

　両側の骨体が残存していた。骨体はかなり扁平である。ヒラメ筋線の発達はそれほど良くない。骨体の断

面形は両側ともヘリチカのⅣ型(後面に一稜を形成し，断面型は菱形を呈する)を呈している。

　計測値は，骨体周が73mm(左 )，最小周は65mm（右）で，骨体は細い。中央最大径は28mm(左 )，中央横径

が17mm（左）で，中央断面示数は60.71(左 )となり，骨体は著しく扁平である。

　④腓骨

　両側の骨体が残存していた。骨体はあまり大きくないが，稜の発達は良好で，溝も深い。

４．性別・年齢

　性別は，前頭結節の発達が良好で，大坐骨切痕が広いことから女性と推定した。年齢は，三主縫合の内板

は癒合し，外板は縫合が明瞭でラムダ付近ではまだ開離していることから，熟年と思われる。

　２号人骨(女性・壮年)

１．頭蓋

　頭蓋は脳頭蓋のみが残存していた。

（１）脳頭蓋

　左右の頭頂骨と後頭骨および両側側頭骨の一部が残存していた。脳頭蓋の遺存状態は悪い。骨壁は厚く，

堅牢である。外後頭隆起の発達は弱く，その下方は窪んでいる。乳様突起は小さい。外耳道は両側とも観察

できない。縫合は，矢状縫合とラムダ縫合が確認できた。両縫合の内外両板はともに開離している。脳頭蓋

の計測はできない。

　下顎骨の保存状態は比較的良好である。下顎枝は小さくて，高さは低い。咬筋粗面の発達は比較的良好で

ある。

２．歯

　歯は残存していなかった。歯槽の状態を歯式で示すと，次のとおりである。

　／･／･／･／･／･／･／･／　･／･／･／･／･／･／･／･／･････[○：歯槽開存･●：歯槽閉鎖･／：不明]

　❽･❼･⑥･⑤･④･③･／･／　･①･②･③･④･⑤･❻･❼･❽

　（1：中切歯，2：側切歯，3：犬歯，4：第一小臼歯，5：第二小臼歯，6：第一大臼歯，7：第二大臼歯，8：第三大臼歯）

　下顎には風習的抜歯は認められない。歯の咬合形式は不明である。

第５節　出土人骨
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３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨（左），鎖骨（両側），上腕骨，橈骨，尺骨が残存していた。

　①上腕骨

･両側の骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。骨体は短くて細いが，三角筋粗面の発達は極め

て良好である。

　計測値は，中央周が 62mm（右），59mm(左 )，骨体最小周が 54mm（右），53mm(左 )で，骨体は細い。ま

た，中央最大径は 19mm（左右），中央最小径が 18mm( 右 )，17mm( 左 )で，骨体断面示数は 94.74（右），

89.47(左 )となり，骨体には扁平性は認められない。

　②橈骨

　両側の骨体が残存していた。骨体は短くて細い。骨間縁の発達は良好である。

　③尺骨

　左側の近位端が残存していた。骨体は細い。

（２）下肢骨

　寛骨，大腿骨，脛骨，腓骨が残存していた。

　①寛骨

　左側の大坐骨切痕の一部が残存していたが，保存状態は悪い。大坐骨切痕の角度は大きい。

　②大腿骨

　両側の骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。長さは短く，骨体はやや太い。粗線の発達は

悪いが，骨体両側面の後方への発達は極めて良好で，柱状形成が認められる。骨体上部は扁平である。

　計測値は，骨体中央周は79mm（右），80mm（左）で，骨体はやや太い。骨体中央矢状径は28mm（右），26mm（左），

中央横径は22mm（右），23mm(左 )で，骨体中央断面示数は127.27（右），113.04（左）となり，骨体両側面

の後方への発達は極めて良好である。また，上骨体断面示数は73.33（左）となり，骨体上部には扁平である。

　③脛骨

　両側の骨体が残存していた。保存状態は悪い。長さは短く，骨体は細い。ヒラメ筋線の発達は良好である。

骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅢ型（ほぼ三角形で，外側面が著しく凹彎（くぼむ)）を呈している。

　計測値は，骨体周が 75mm（右），76mm( 左 )，最小周は 65mm（右）で，骨体は細い。中央最大径は

28mm(左 )，中央横径は17mm（左）で，中央断面示数は60.71(左 )となり，骨体は著しく扁平である。

　④腓骨

　両側の骨体が残存していた。骨体の径はやや大きく，骨間縁の発達は良好である。

４．性別・年齢

　四肢骨が短く，大坐骨切痕の角度が広いことから女性と推定した。年齢は，三主縫合の内外両板が開離し

ていることから，壮年と推定した。

　３号人骨(女性・壮年)

１．頭蓋

（１）脳頭蓋

　前頭骨と左側頭頂骨から後頭骨にかけて残存していた。保存状態は悪いが，骨壁は厚く，堅牢である。前
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頭結節の発達は良好で，外後頭隆起の発達は弱い。乳様突起は小さい。外耳道は左側が観察できたが，骨腫

は認められない。縫合は，冠状縫合の一部とラムダ縫合が確認できた。冠状縫合の一部は内外両板で癒合し

ている。ラムダ縫合は内外両板とも開離している。計測はできなかった。

（２）顔面頭蓋

　左側頬骨と上顎骨が残存していた。保存状態は悪い。眉上弓の隆起は弱く，眼窩上縁は薄く，鋭い。頬骨

の高さは低い。

　下顎骨は，右側の下顎枝が欠損しているが，保存状態は比較的良好である。下顎体の高さは低く，下顎枝

はやや高く，幅は狭い。

２．歯

　上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと，次のとおりである。

　❽･７･⑥･５･４･３･②･１　･１･②･３･④･５･６･⑦･／　･･･[○：歯槽開存･●：歯槽閉鎖･／：不明]

　／･７･６･５･④･③･②･１　･１･２･３･４･⑤･⑥･⑦･８

　（1：中切歯，2：側切歯，3：犬歯，4：第一小臼歯，5：第二小臼歯，6：第一大臼歯，7：第二大臼歯，8：第三大臼歯）

　咬耗度はBrocaの２度（咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ）である。風習的抜歯は認められない。また，歯

の咬合形式は鉗子状咬合である。

３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨(両側)，上腕骨，橈骨，尺骨が残存していた。

　①上腕骨

　両側の骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。骨体は細く短く，三角筋粗面の発達は悪い。

　計測値は，中央周が56mm（右），55mm(左 )，骨体最小周が52mm（右）で，骨体は細い。中央最大径は19mm

（右），18mm(左 )，中央最小径が14mm(右 )，13mm(左 )で，骨体断面示数は73.68（右），76.92(左 )となり，

右側の骨体は扁平である。

　②橈骨

　両側の骨体が残存していたが，保存状態は悪い。骨体は細い。

　③尺骨

　両側の尺骨が残存していた。保存状態は比較的良好である。長さは短く，骨体は細い。骨間縁の発達は良

好である。

（２）下肢骨

　寛骨，大腿骨，脛骨，が残存していた。

　①寛骨

　両側の腸骨体が残存していた。大坐骨切痕の角度は大きく，耳状面前溝が認められるが，浅い。

　②大腿骨

　両側の大腿骨が残存していた。保存状態は比較的良好である。長さは短く，骨体はやや太い。粗線の発達

は弱く，骨体両側面の後方への発達はそれほど強くない。骨体上部は扁平である。

　計測値は，最大長が405mm（左），骨体中央周は78mm（右），79mm（左）で，骨体は短く，やや太い。骨体

中央矢状径は25mm（左右），中央横径が24mm（右），25mm（左)で，骨体中央断面示数は104.17（右），100.00（左）

となり，骨体両側面の後方への発達はそれほど強くない。また，上骨体断面示数は75.00（左右）となり，骨

第５節　出土人骨
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体上部は扁平である。

　③脛骨

　両側の脛骨が残存していた。保存状態は比較的良好である。骨体の長さは短く，骨体は細い。ヒラメ筋線

の発達は悪い。骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅣ型（後面に一稜を形成し，断面型は菱形）を呈している。

　計測値は，骨体周が71mm（右），69mm(左 )，最小周は64mm（左右）で，骨体は細い。中央最大径は26mm（右），

25mm(左 )，中央横径が18mm（左右）で，中央断面示数は69.23（右），72.00(左 )となり，骨体には扁平性

は認められない。

４．推定身長値

　大腿骨最大長から，Pearsonおよび藤井の式を用いて推定身長値を算出すると，それぞれ151.62cm（Pearson，

左），152.21cm（藤井，左）となり，身長は高い。

５．性別・年齢

　性別は，前頭結節の発達は良好で，四肢骨は細く，大坐骨切痕の角度が広いことから女性と推定した。年齢は，

三主縫合の冠状縫合の一部は内外両板とも癒合しているが，ラムダ縫合は内外両板とも開離していることか

ら壮年と推定した。

　４号人骨(男性・壮年)

１．頭蓋

（１）脳頭蓋

　左側頭頂骨と左側側頭骨の一部が残存しているにすぎない。保存状態は悪い。縫合は，冠状縫合の一部が

確認できた。冠状縫合は内外両板で開離している。脳頭蓋の計測はできなかった。

（２）顔面頭蓋

　右側頬骨の一部と上顎骨が残存していた。保存状態は悪い。計測はできなかった。

　下顎骨は，下顎体と左側下顎肢が残存していた。保存状態は悪い。下顎体の高さはやや高い。

２．歯

　上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと，次のとおりである。

　／･／･／･／･④･③･②･①　･①･②･３･④･５･６･／･／　　　[○：歯槽開存･･／：不明]

　８･７･６･５･４･③･②･１　･①･②･／･／･５･６･７･８

　（1：中切歯，2：側切歯，3：犬歯，4：第一小臼歯，5：第二小臼歯，6：第一大臼歯，7：第二大臼歯，8：第三大臼歯）

　咬耗度はBrocaの１度（咬耗がエナメル質のみ）である。風習的抜歯は認められない。また，歯の咬合形

式は不明である。

３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨（右），鎖骨（右），上腕骨，橈骨，尺骨が残存していた。

　①上腕骨

　両側の骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。骨体は短いが，径は大きい。三角筋粗面の発

達は著しく良好である。

　計測値は，中央周が77mm（右），74mm(左 )，骨体最小周が63mm（左右）で，骨体は大きい。また，中

央最大径は26mm（右），25mm(左 )，中央最小径が20mm(右 )，18mm(左 )で，骨体断面示数は76.92（右），
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72.00(左 )となり，左側骨体は扁平である。

　②橈骨

　両側の骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。長さは短く，骨体は大きい。骨間縁の発達は

良好である。

　③尺骨

　両側の骨体が残存していた。保存状態は比較的良好である。長さは短く，骨体は大きい。骨間縁の発達は

良好である。

（２）下肢骨

　寛骨，大腿骨，右側脛骨，右側腓骨が残存していた。

　①寛骨

　右側の腸骨体が残存していた。保存状態は悪い。大坐骨切痕の角度は小さい。

　②大腿骨

　両側の骨体近位端が残存していた。保存状態は悪い。骨頭は小さい。計測はほとんどできなかった。

　③脛骨

　右側の遠位端が残存していた。保存状態は悪い。骨体は大きい。ヒラメ筋線の発達や骨体の断面形は不明

である。計測はできなかった。

　④腓骨

　右側の遠位端が残存していた。保存状態は悪い。骨体は大きい。

４．性別・年齢

　性別は，四肢骨が大きく，大坐骨切痕の角度が小さいことから男性と推定した。年齢は，冠状縫合が内外

両板とも開離していることから，壮年と推定した。

　５号人骨(女性・熟年)

１．頭蓋

（１）脳頭蓋

　頭蓋の保存状態は良好で，ほぼ完全である。前頭結節の発達は良好で，外後頭隆起の発達は弱い。乳様突

起は小さい。外耳道は両側とも観察できた。両側とも後壁に骨腫が認められる。縫合は，三主縫合の内外両

板が確認できた。内板は三主縫合ともに癒合しており，外板は癒合が進んでいるものの縫合は明瞭で，開離

している。

　計測値は，頭蓋最大長が177mm，頭蓋最大幅は138mm，バジオン・ブレグマ高は135mmである。頭蓋長幅

示数は77.97，頭蓋長高示数は76.27，頭蓋幅高示数は97.83となり，頭型は中頭型・高頭型・中頭型（meso-

,hypsi-,metriokran）に属している。また，頭蓋水平周は 511mm，横弧長は 311mm，正中矢状弧長は 362mm

である。

（２）顔面頭蓋

　顔面頭蓋もほぼ完全である。眉上弓の隆起は弱く，眼窩上縁は薄く，鋭い。頬骨の高さは低い。鼻骨の陥

凹は弱い。

　顔面頭蓋の計測値は，顔長が(100)mm，頬骨弓福は(132)mm，中顔幅は98mm，顔高は102mm，上顔高は(57)

mmで，顔示数は（77.27）（K），104.08（V），上顔示数は(43.18)(K），(58.16)（V）となり，顔面には低・広

第５節　出土人骨
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顔傾向が認められる。

　眼窩幅は41mm（左），眼窩高は32mm(左 )で，眼窩示数は78.05（左）となり，左側は中眼窩（mesokonch）

に属している。

　鼻根部の計測はほとんどできないが，鼻骨の鼻根部は厚く，残存している左側の前頭突起の向きは矢状方

向である。鼻頬骨角は152度で，この角度は大きく，顔面扁平示数は12.37である。

　側面角は，全側面角が(87)度，鼻側面角が89度，歯槽側面角が(79)度で，歯槽性突顎の傾向はみられない。

　下顎骨の保存状態も良好で，ほぼ完全である。下顎体は低く，下顎枝は高く，幅は狭い。咬筋粗面の発達

は良好である。

２．歯

　上下両顎骨には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと，次のとおりである。

　８･７･６･５･４･３･２･１　･１･２･３･４･５･６･７･８･･　　･[○：歯槽開存･･／：不明]

　８･７･６･５･４･３･２･／　･１･２･３･４･５･６･７･８･

　（1：中切歯，2：側切歯，3：犬歯，4：第一小臼歯，5：第二小臼歯，6：第一大臼歯，7：第二大臼歯，8：第三大臼歯）

　咬耗度はBrocaの３度（咬耗が象牙質まで及ぶ）である。風習的抜歯は認められない。また，歯の咬合形

式は鉗子状咬合である。

３．四肢骨

（１）上肢骨

　肩甲骨（両側），鎖骨（両側），上腕骨，橈骨，尺骨が残存していた。

　①上腕骨

　両側の上腕骨が残存していた。右側はほぼ完全である。骨体は短くて細いが，三角筋粗面の発達は良好で

ある。

　計測値は，最大長は282mm（右），骨体最小周が54mm（右），53mm(左 )，中央周が57mm（右），55mm(左 )で，

長厚示数は19.15(右 )となり，骨体はきゃしゃである。また，中央最大径は20mm（右），18mm(左 )，中央最

小径が14mm(左右 )で，骨体断面示数は70.00（右），77.78(左 )となり，右側の骨体には強い扁平性が認め

られる。

　②橈骨

　両側の橈骨が残存していた。右側はほぼ完全である。長さは短く，骨体は細い。骨間縁の発達は悪い。

　③尺骨

　両側の尺骨が残存していた。右側はほぼ完全である。長さは短く，骨体は細い。骨間縁の発達は悪い。

（２）下肢骨

　寛骨，大腿骨，右側膝蓋骨，脛骨，腓骨が残存していた。

　①寛骨

　両側の腸骨体が残存していた。大坐骨切痕の角度は大きく，耳状面前溝が認められる。

　②大腿骨

　両側の大腿骨が残存していた。保存状態は良好であるが，右側は大転子と内側顆の先端を欠損しており，

左側は遠位部を欠損している。長さは短く，骨体は細い。粗線はやや発達しているが，骨体両側面の後方へ

の発達はそれほど強くない。骨体上部は扁平である。

　計測値は，残っている部分での最大長は289mmであるので，先端部が欠損していることを考慮すれば推定
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最大長は(390)mm（右）程度と考えられる。骨体中央周は79mm（右），78mm（左）で，長厚示数は20.31（右）

となり，骨体はきゃしゃである。骨体中央矢状径は24mm（左右），中央横径が24mm（左右）で，骨体中央断

面示数は100.00（左右）となり，粗線はやや発達しているが，骨体両側面の後方への発達はそれほど強くない。

また，上骨体断面示数は72.41（右），77.78（左）となり，骨体上部は扁平である。

　③脛骨

　両側の脛骨が残存していた。保存状態は良好である。長さは短く，骨体は細い。ヒラメ筋線の発達は悪い。

骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅣ型（後面に一稜を形成し，断面型は菱形）を呈している。

　計測値は，脛骨最大長は326mm(右 )，骨体周が71mm（右），70mm(左 )，最小周は65mm（右），61mm（左）で，

骨体は細い。中央最大径は26mm（右），25mm(左)，中央横径が17mm（右），18mm(左)で，中央断面示数は65.38（右），

72.00(左 )となり，右側の骨体は扁平である。

　④腓骨

　両側の腓骨が残存していた。保存状態は比較的良好で，右側はほぼ完全である。骨体は細く，骨間縁はそ

れほど発達していない。

４．推定身長値

　大腿骨最大長から，Pearson および藤井の式を用いて推定身長値を算出すると，それぞれ (148.70)

cm(Pearson，右），(148.40)cm（藤井，右）となり，身長は低い。

５．性別・年齢

　性別は，前頭結節の発達は良好で，四肢骨は細く，大坐骨切痕の角度が広いことから女性と推定した。年齢は，

三主縫合の内板は癒合しているが，外板は開離していることから熟年と推定した。

●●

0 20 cm

S=1/10

水糸L=6.131m

轟貝塚
5号人骨
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考　察

　四肢骨について検討をおこなった。

１．上腕骨

　表4は，男性上腕骨の比較表である。中央周は77mmで，表4では最大値となり，骨体はかなり太い。縄文中・

後・晩期人の平均値は71mm，早・前期人の平均値は61.6mmであるから，本例（４号人骨）の上腕骨がかなり

太いことがわかる。骨体断面示数は76.72で，菜畑(84.21)に次いで大きい示数値で，骨体の扁平性は他の

縄文人に比べると弱い。

　表5は，女性上腕骨の比較表である。最大長は282mmで，表5では最大値となり，長さは長い。中央周は

58.33mmで，カキワラ(64mm)よりも小さく，また，縄文中・後・晩期人(60.7mm)よりもわずかに小さく，東

名と大差ない。また，縄文早・前期人よりは大きいが，縄文中・後・晩期人よりも小さい。骨体断面示数は

77.72で，東名よりは大きく，阿高(77.43)，カキワラ(77.27)とほぼ同じで，縄文早・前期人(75.0)と縄文

中・後・晩期人(73.1)よりも大きい。

２．大腿骨

　表6は，女性大腿骨の比較表である。最大長は397.50mm(3号と5号の平均値)で，表6では最大値となるが，

3号人骨は405mmで，5号人骨は（390mm)で，前者は表6では最大値に，後者は阿高(391.8mm)に近い。骨体

中央周は79.00mmで，阿高(82.74mm)よりは小さいが，カキワラ(73.00mm)，東名(75.17mm)よりは大きい。また，

縄文早・前期人(76.9mm)よりも大きく，縄文中・後・晩期人(79.8mm)と大差ない。すなわち，大腿骨は長く，

骨体は太い。骨体中央断面示数は113.54で，表6では最大値となるが，東名(112.26)に近く，骨体には柱

状性がみられる。上骨体断面示数は73.58で，カキワラ(70.37)に次いで小さいが，東名(73.96)とも大差な

く，骨体上部は扁平である。

３．脛骨

　表7は，女性脛骨の比較表である。最大長は326mmで，阿高(331mm)よりは短いが，東名(304mm)よりも長い。

また，縄文早・前期人(319.5mm)と縄文中・後・晩期人(323.5mm)よりも長い。骨体周は72.00mmで，縄文中・

後・晩期人(75.9mm)よりも小さいが，カキワラ(62mm)よりも大きく，東名(71.00mm)，縄文早・前期人(73.9mm)

と大差ない。すなわち長さは長く，骨体は細い。中央断面示数は69.04で，カキワラよりもわずかに小さく，

その他の資料とは大差なく，骨体はわずかに扁平である。

４．推定身長

　表8は，女性の推定身長の比較表である。3号人骨は151.62cm(大腿骨，Pearson式)で，表8では最大値となり，

縄文人としては身長が高い。一方，5号人骨は(148.70cm)で，縄文中・後・晩期人(149.2cm)に近い。

　これまでの研究では，縄文早・前期人はきゃしゃで，中・後・晩期人は頑丈であると言われてきた。しかし，

前者は山間部の遺跡から出土し，後者は海浜部の遺跡から出土することから，両者の違いは時代差ではなく，

環境差の可能性も指摘されてきた。海浜部から早・前期人骨が，山間部から中・後・晩期人骨が出土しないので，

検討することができなかったが，海浜部に立地する佐賀市の東名遺跡から早期人骨が出土したので，検討が

可能になった。海浜部の東名縄文早期人は，山間部の早期人と同様，中・後・晩期人に比べるときゃしゃであっ

た。山間部の早・前期人も海浜部の早期人も中・後・晩期人に比べるときゃしゃで，この差は時代差である

ことを示唆していた。また，東名早期人は山間部の早期人よりはやや頑丈であったが，これは山間部よりも

海浜部の方が食糧資源が豊富であることによるものと推測される。すなわち，海浜部の方が食糧資の獲得に
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ついてははるかに有利なのである。

　では東名遺跡と同じ海浜部に立地する轟貝塚の早・前期人の特徴をみてみよう。男性では上腕骨しか検討

ができないが，男性の上腕骨は，頑丈な中・後・晩期人よりも中央周の値は大きく，上腕骨はかなり太くて

屈強である。

　一方，女性の上腕骨は，長さは早・前期人と中・後・晩期人よりも長い。中央周は中・後・晩期人より小

さく，早・前期よりも大きく，東名早期人と大差ない。女性大腿骨は，長さが長いものと短いものとが存在

する。骨体中央周は早・前期よりも大きく，中・後・晩期人と大差ない。女性脛骨も長さは長い。骨体周は中・

後・晩期人よりも小さく，早・前期人と大差なく，東名早期人とも大差ない。

　すなわち，男性の上腕骨は海浜部の中・後・晩期人よりも太くて頑丈であるが，女性上腕骨は山間部の早・

前期よりも太いものの，中・後・晩期人よりは細い。女性大腿骨も早・前期よりも太く，中・後・晩期人と

大差ない。女性脛骨は中・後・晩期人より細く，早・前期と大差ない。おおむね女性の四肢骨は，中・後・

晩期人よりも細く，早・前期よりも太い傾向が認められ，このような特徴は東名早期人とほぼ同じ傾向を示

している。

要　約

　熊本県宇土市宮
みやのしょうまち

庄 町字須崎にある轟貝塚の2015年度と2016年度に亘る第13次調査(遺跡確認調査)で，

縄文時代人骨が５体出土した。後世の撹乱を受けている人骨もあったが，保存状態は良好である。現場で人

骨の検出をおこない，出土人骨の解剖学的精査や人類学的観察と計測をおこない，以下の結果を得た。

　１．5体のうち4体は人骨が一部重なるほど狭い範囲から検出されたが，１体(５号人骨)は単体埋葬である。

埋葬遺構は土坑墓で，埋葬姿勢は５体とも仰臥の屈葬であった。集中して出土した４体は人骨の上部に

乗っていた礫群が構築された際に撹乱を受けており，全身骨は残ってなかったが，単独で出土した人骨

はほぼ全身骨が埋葬された状態を保って出土した。

　２．集中して検出された４体は，考古学的所見から縄文時代早期に，単体で出土した人骨(5号人骨)は縄

文時代前期に所属する人骨と推測されている。

　３．出土した５体の人骨はすべて成人骨で，男性１体，女性４体である。集中して出土したのは男性骨１

体と女性骨３体で，単独で出土したのは女性骨である。

４．頭蓋の計測ができたのはわずか１体(5号人骨・女性)である。脳頭蓋の計測値は，頭蓋最大長177mm，

頭蓋最大幅138mm，バジオン・ブレグマ高135mmで，頭蓋長幅示数77.97，頭蓋長高示数76.27，頭蓋幅

高示数97.83となり，頭型は中頭型・高頭型・中頭型（meso-,hypsi-,metriokran）に属している。顔面

頭蓋の計測値は，頬骨弓福(132)mm，中顔幅98mm，顔高102mm，上顔高(57)mmで，顔示数77.27（K），(104.08)

（V），上顔示数(43.18)(K），(58.16)（V）となり，顔面には低・広顔傾向が認められる。鼻骨の根部は厚く，

つままれた様に隆起しており，鼻根部には縄文人的特徴がみられる。

　５．歯槽部の観察ができた５体には風習的抜歯は認められない。外耳道骨腫が1例(5号人骨，女性，両側)

にみられた。

　６．男性上腕骨は，長さが短く，三角筋粗面の発達は著しく良好で，骨体は太い。

　７．女性上腕骨は，長さが長い。長さの割には骨体は太くはなく，きゃしゃであるが，山間部の早・前期

人ほどきゃしゃではない。女性大腿骨は，長いものと短いものとが存在し，骨体断面示数は山間部の縄

文早・前期人並みに大きく，骨体両側面は後方へ発達し，柱状性が認められるので，骨体周はその分だ

第５節　出土人骨
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け計測値が大きくなり，その値は中・後・晩期人に近いが，骨体が太くて頑丈なわけではない。女性脛

骨は山間部の早・前期人なみに骨体は細い。

　８．大腿骨最大長から算出した女性の推定身長値は，１例は151.62cm（3号人骨・早期人）で高身長であるが，

もう１例は(148.70)cm（５号人骨・前期人)で，低身長である。

　９．今回縄文人の起源を考える上で貴重な資料となる，保存良好な縄文時代早期と前期に属する人骨が出

土した。男性骨の遺存状態は悪かったので，頭型や顔面の形態，大腿骨などの下肢骨の特徴などを明ら

かにすることができなかったが，女性については頭型や顔面の形態を知ることができた。頭型は中頭型

で顔面は低・広顔傾向が強く，鼻根部には縄文人的特徴がみられ，顔面は縄文人そのものである。男性

上腕骨は太く，屈強であった。女性大腿骨には縄文早・前期人に顕著な強い柱状性がみられた。女性の

四肢骨は海浜部の中・後・晩期人よりもきゃしゃであるが，山間部の早・前期人よりは大きく，東名早

期人と同じ傾向が認められた。しかし，男性上腕骨は同じ海浜部に存在する佐賀市の東名早期人とは違い，

屈強であり，しかも海浜部の中・後・晩期人よりも頑丈であった。すなわち女性は中・後・晩期人よりもきゃ

しゃで，山間部の早・前期よりは頑丈であるが，男性上腕骨は頑丈な海浜部の中・後・晩期人よりもさ

らに屈強である。

　　　男女によるこのような差異は，男女によって生業形態が異なっていたことに起因するものかもしれな

いし，あるいは同じ有明海沿岸部に位置するといっても，東名遺跡は干満の差が大きく，干潮時には広

大な干潟が広がり移動が困難な有明海の奥域に面しており，轟貝塚のある沿岸域とは様相が異なること

によるものかもしれない。

　　　縄文早・前期人はきゃしゃで，中・後・晩期人は頑丈であるという特徴は，東名早期人骨の研究によっ

て遺跡の立地に関係なく，時代的特徴であるということが言えそうであったが，轟貝塚の男性上腕骨の

特徴は，そんなに単純ではないことを示唆しているようである。今後も，丁寧に人骨の特徴を検討して

いく必要があろう。

　　　今回，男性の詳細なデータが得られなかったのは残念であるが，本例には風習的抜歯がみられなかっ

たことや，身長が高い女性が存在することにも注意しておきたい。
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表４　　上腕骨計測値（男性、右、㎜）(Table 4.  Comparison of measurements and indices of male right humeri)

轟貝塚13次 東名

縄文早期人 縄文早期人

熊本県 佐賀県

宇土市 佐賀市

（松下・他）

４号人骨 17 n Ｍ n Ｍ n Ｍ n Ｍ n Ｍ

5. 中央最大径 26      22       (左) 1 19      14 24.86 2 23.00 6 20.8  52 24.4  

6. 中央最小径 20      15       (左) 1 16      14 18.43 2 16.00 6 14.7  52 18.1  

7. 骨体最小周 63      59       (左) 1 56      15 67.87 2 60.00 - -

7（ａ）. 中央周 77      64       (左) 1 60      - 2 66.50 5 61.6  49 71.0  

6/5 骨体断面示数 76.72  68.18   (左) 1 84.21  14 74.23 2 69.89 6 70.6  52 74.2  

縄文 縄文

早・前期人 中・後・晩期人

(小方) (小方)（松下・他） （大森） （松下・他）

菜　畑 阿　高 カキワラ

縄文前期人 縄文中期人 縄文後期人

佐賀県 熊本県 熊本県

唐津市 小川町

表５　　上腕骨計測値（女性、右、㎜）(Table 5.  Comparison of measurements snd indices of female right humeri)

n Ｍ 30 48 n Ｍ n M n M

1. 上腕骨最大長 1 282      - - 2 267.5 -     5 271.2    21 272.0    

2. 上腕骨全長 1 278      - - -    -     - -

5. 中央最大径 3 19.33  21     21     (左) 7 21.29 22    (左) 12 18.6    41 21.0    

6. 中央最小径 3 15.00  13     14     (左) 7 16.43 17    (左) 12 13.9    41 15.2    

7. 骨体最小周 3 53.33  55     53     (左) 7 59.43 58    (左) - -

7（ａ）. 中央周 3 58.33  59     58     (左) -    64    (左) 11 55.0    39 60.7    

6/5 骨体断面示数 3 77.72  61.90 66.67 (左) 7 77.43 77.27 (左) 12 75.0    41 73.1    

7/1 長厚示数 1 19.15  - - 2 20.40 -     - -

轟貝塚13次 阿　高 カキワラ東名
縄文早前期人 縄文中期人 縄文人縄文早期人

熊本県 熊本県 熊本県佐賀県
宇土市 小川町佐賀市

縄文

早・前期人 中・後・晩期人

(小方) (小方)（大森） （松下・他）（松下・他）
2号人骨

縄文

表６　　大腿骨計測値(女性、右､㎜）(Table 6.  Comparison  of  measurements  and  indices  of  female  right  femora)
轟貝塚13次

縄文早前期人
熊本県
宇土市

n Ｍ n Ｍ n Ｍ n Ｍ n M n M
1. 最大長 1 405      (左） - 5 391.8 -     4 382.3  25 392.5  

最大長(右＋左/2) 2 (397.50) 
2. 自然位全長 1 389      - 4 396.25 -     - -
6. 骨体中央矢状径 4 26.00  6 25.00  18 27.17 3 22.33 8 22.3  57 26.2  
7. 骨体中央横径 4 23.00  6 22.33  18 25.44 3 23.00 9 22.5  57 23.8  
8. 骨体中央周 4 79.00  6 75.17  19 82.74 3 73.00 8 76.9  56 79.8  
9. 骨体上横径 3 29.00  4 27.75  17 29.76 3 28.00 9 27.2  53 28.2  
10. 骨体上矢状径 3 21.33  4 20.50  17 23.71 3 19.67 9 20.9  53 22.1  
8/2 長厚示数 1 20.31  - 4 21.22 -     4 19.9  22 20.1  
6/7 骨体中央断面示数 4 113.54  6 112.26  18 107.33 3 97.09 8 114.5  56 110.6  
10/9 上骨体断面示数 3 73.58  4 73.96  16 79.24 3 70.37 9 77.1  53 78.4  

(大森) (松下・他)

縄文 縄文
早・前期人 中・後・晩期人

(小方) (小方)

熊本県 熊本県
城南町 小川町

阿　高 カキワラ
縄文中期人 縄文後期人

東名
縄文早期人

佐賀県
佐賀市

（松下・他）

表７　　脛骨(女性、右、㎜）(Table 7.  Comparison  of  measurements  and  indices of female  right  tibiae)

轟貝塚13次 カキワラ

縄文早前期人 縄文後期人

熊本県 熊本県

宇土市 小川町

（松下・他）

n Ｍ n Ｍ 3号 n M n M n M

1. 脛骨全長 1 322      2 322      - - - -

1ａ. 脛骨最大長 1 326      2 331      - 1 304      4 319.5  11 323.5  

8.　 中央最大径　 4 26.50  (左) 7 29.3    22      4 25.25  7 27.8  33 28.1  

9. 中央横径 4 18.25  (左) 8 19.88  16      4 17.50  7 19.3  33 19.5  

10. 骨体周 4 72.00  (左) -     62      3 71.00  8 73.9  37 75.9  

10ｂ. 最小周 4 64.75  -     57      3 63.67  - -

9/8 中央断面示数 4 69.04  (左) 10 68.87  72.73  4 69.32  7 69.6  33 69.8  

10ｂ/1 長厚示数 1 20.19  -     - - 4 23.0  11 22.5  

(小方) (小方)

阿　高

熊本県

（大森）

東名

縄文早期人

佐賀県

佐賀市

（松下・他）

縄文中期人

縄文 縄文

早・前期人 中・後・晩期人

表４　上腕骨計測値（男性、右、㎜)(Table 4. Comparison of measurements and indices of male right humeri)

表５　上腕骨計測値（女性、右、㎜)(Table 5. Comparison of measurements snd indices of female right humeri)

表６　大腿骨計測値(女性、右､㎜)(Table 6. Comparison of measurements and indices of female right femora)

表７　脛骨(女性、右、㎜)(Table 7. Comparison of measurements and indices of female right tibiae)
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表８　　推定身長値（女性、右、㎝）（Table 8.  Comparison  of  estimated  male  statures  ） 

東名 縄文 縄文

縄文早期人 早前期人 中後晩期人

佐賀県

佐賀市

（松下・他）

３号人骨 ５号人骨 19 M M

Ｐｅａｒｓｏｎの式 上腕骨 149.14 - - -

橈骨　 154.10 - - -

大腿骨　 151.62 148.70 - 147.1 149.2

脛骨 　　 150.51 - - -

藤井の式 上腕骨 148.42 - - -

橈骨　 151.17 - - -

大腿骨　 152.21 148.40 - - -

脛骨 　 149.59 144.89 - -

轟貝塚13次

縄文早前期人

熊本県

宇土市

（小方）

表23　形態小変異(Non-metoric crania variants)

右 左 右 左 右 左 右 左 右 左
1. Ｍｅｄiａｌ　ｐａｌａｔｉｎｅ　ｃａｎａｌ / / / / / / - / / /
2. Ｐｔｅｒｙｇｏｓｐｉｎｏｕｓ　ｆｏｒａｍｅｎ / / / / / / / / / /
3. Ｈｙｐｏgｌｏｓｓａｌ　ｃａｎａｌ　ｂｒｉdｇｉｎｇ / / / / / / - - / /
4. Ｃｌiｎｏｉｄ　ｂｒｉdｇｉｎｇ / / / / / / / / / /
5. Ｃｏｎｄｙｌａｒ　ｃａｎａｌ　ａｂｓｅｎｔ / / / / / / / / / /
6. Ｔｙｍｐａｎｉｃ　ｄｅｈｉｓｃｅｎｃｅ,Foramen of Huschke(＞1㎜) + / / / / - - - / /
7. Ｊｕｇｕｌａｒ　ｆｏｒａｍｅｎ　ｂｒｉｄｇｉｎｇ / / / / / / - - / /
8. Ｐrｅｃｏｎｄｙｌａｒ　ｔｕｂｅｒｃlｅ　 / / / / / / - - / /
9. Ｓｕｐｒａ-ｏｒｂｉｔａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ(incl.frontal foramen)　 - / / / - - - - / /
10. Ａｃｃｅｓoｒｙ　ｉｎｆｒａｏｒｂｉｔａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ / / / / / / / / / /
11. Ｚｙｇｏ-ｆａｃｉａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ　ａｂｓｅｎｔ / / / / / - - - / /
12. Ａｕｒａｌ　ｅｘｏｓｔｏｓｉｓ - / / / / - + + / /
13. Ｍｅｔｏｐｉｓｍ
14. Ｏｓ　ｉｎｃａｅ
15. Ｏｓｓｉｃｌｅ　ａｔ　ｔｈｅ　ｌａｍｂｄａ
16. Ｐａｒｉｅｔａｌ　ｎｏｔｃｈ　ｂｏｎｅ - / / / / - - - / /
17. Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ　ｚｙｇｏｍａｔｉｃ　ｓｕｔｕｒｅ（＞5㎜） / / / / / - - - / /
18. Ａｓｔｅｒｉｏｎｉｃ　ｏｓｓｉｃｌｅ - - / / / - - - / /
19. Oｃｃｉｐｉｔｏｍａｓｔｏｉｄ　ｏｓｓｉｃｌｅ - / / / / / - / / /
20. Ｅｐｉｐｔｅｒｉｃ　ｏｓｓｉｃｌｅ　　　 / / / / / / / / / /
21. Ｆｒｏｎｔｏｔｅｍｐｏｒａｌ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ / / / / / / / / / /
22. Ｂｉａｓｔｅｒｉｏｎｉｃ　ｓｕｔｕｒｅ（＞10㎜） / - / - / / - - / /
23. Ｍｙｌｏｈｙｏｉｄ　ｂｒｉｄｇｉｎｇ - / - / / - / - / /
24. Ａｃｃｅｓｓｏｒｙ　ｍｅｎｔａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ - / - - - - - - / -
25. Ｍａｎｄｉｂｕｌａｒ　ｔｏｒｕｓ - / - - - - + + / -
26. 滑車上孔 / / - / + / - / / -

+ - / - /
+ + / - /

女性 女性 女性 女性 男性

- / - - /

轟１３次 轟１３次 轟１３次
１号人骨 ２号人骨 ３号人骨 ５号人骨 ４号人骨
轟１３次 轟１３次

第５節　出土人骨

表 23　形態小変異(Non-metoric crania variants)
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第4章　貝塚中心部の調査
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示
数
（
右
）

-
  

  
 

-
  

  
 

1
9
.1
5

1
1
9
.1
5

-
  

  
 

　
　
　

 　
 　

(左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
-
  

  
 

平
均

女
性

平
均

女
性

平
均

女
性
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第4章　貝塚中心部の調査

表
1
7
　
尺
骨

(女
性
、
㎜
）
(U

ln
a)

表
1
8
　
大
腿
骨

(女
性
、
㎜
）
(F

e
m

u
r)

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

2
号
人
骨

3
号
人
骨

5
号
人
骨

4
号
人
骨

1
号
人
骨

2
号
人
骨

3
号
人
骨

5
号
人
骨

4
号
人
骨

女
性

女
性

女
性

n
M

男
性

女
性

女
性

女
性

女
性

n
M

σ
男
性

1
.

最
大
長

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
-
  

  
 

1
. 

最
大
長

(右
) 

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

(3
9
0
) 

  
1

(3
9
0
) 

  
-
  

  
  

　
　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
-
  

  
 

　
　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

4
0
5
  

  
-
  

  
  

1
4
0
5
  

  
-
  

  
  

2
.

機
能
長

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

2
3
2
  

  
1

2
3
2
  

  
-
  

  
 

2
.

自
然
位
全
長

(右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

(3
8
9
) 

  
1

(3
8
9
) 

  
-
  

  
  

　
　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
-
  

  
 

　
　
　
　
　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

2
(1

).
肘
頭
尺
骨
頭
長

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

2
0
8
  

  
1

2
0
8
  

  
-
  

  
 

3
.

最
大
転
子
長

(右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

　
　
　
　
　

 　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
-
  

  
 

　
　
　
　
　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

3
.

最
小
周

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

3
2
  

  
1

3
2
  

  
-
  

  
 

4
.

自
然
位
転
子
長

(右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

　
　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

3
1
  

  
-
  

  
 

1
3
1
  

  
-
  

  
 

　
　
　
　
　
　

 　
 　

(左
）

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

6
.

肘
頭
幅

(右
)

-
  

  
 

2
1
  

  
-
  

  
 

1
2
1
  

  
-
  

  
 

6
.

骨
体
中
央
矢
状
径

(右
)

2
7
  

  
2
8
  

  
2
5
  

  
2
4
  

  
4

2
6
.0
0

1
.8
3

-
  

  
  

　
　
　
　

 (
左
)

2
1
  

  
-
  

  
 

-
  

  
 

1
2
1
  

  
-
  

  
 

　
　
　
　

  
  

  
  

  
 　

(左
）

2
7
  

  
2
6
  

  
2
5
  

  
2
4
  

  
4

2
5
.5
0

1
.2
9

-
  

  
  

6
(1

).
上
幅

(右
)

-
  

  
 

2
8
  

  
-
  

  
 

1
2
8
  

  
-
  

  
 

7
.

骨
体
中
央
横
径

(右
)

2
2
  

  
2
2
  

  
2
4
  

  
2
4
  

  
4

2
3
.0
0

1
.1
5

-
  

  
  

　
　
　

(左
)

3
1
  

  
-
  

  
 

2
7
  

  
2

2
9
.0
0

-
  

  
 

　
　
　

  
  

  
 　

 　
(左

）
2
2
  

  
2
3
  

  
2
5
  

  
2
4
  

  
4

2
3
.5
0

1
.2
9

-
  

  
  

7
.

肘
頭
深

(右
)

-
  

  
 

2
2
  

  
2
2
  

  
2

2
2
.0
0

2
4
  

  
8
.

骨
体
中
央
周

(右
)

8
0
  

  
7
9
  

  
7
8
  

  
7
9
  

  
4

7
9
.0
0

0
.8
2

-
  

  
  

　
　
　
　

 (
左
)

2
0
  

  
-
  

  
 

2
1
  

  
2

2
0
.5
0

2
3
  

  
　
　
　

  
  
　

 　
(左

）
8
0
  

  
8
0
  

  
7
9
  

  
7
8
  

  
4

7
9
.2

5
0
.9
6

-
  

  
  

8
.　

肘
頭
高

(右
)　

-
  

  
 

1
7
  

  
1
8
  

  
2

1
7
.5
0

2
0
  

  
9
.

骨
体
上
横
径

(右
)

3
0
  

  
-
  

  
  

2
8
  

  
2
9
  

  
3

2
9
.0
0

1
.0
0

-
  

  
  

　
　

 　
  

(左
)

1
7
  

  
-
  

  
 

1
8
  

  
2

1
7
.5
0

1
8
  

  
　
　
　
　

  
  

 　
(左

）
2
8
  

  
3
0
  

  
2
8
  

  
2
7
  

  
4

2
8
.2

5
1
.2

6
-
  

  
  

1
1
.

尺
骨
矢
状
径
（
右
）

-
  

  
 

1
3
  

  
1
1
  

  
2

1
2
.0
0

1
5
  

  
1
0
.

骨
体
上
矢
状
径

(右
)

2
2
  

  
-
  

  
  

2
1
  

  
2
1
  

  
3

2
1
.3
3

0
.5
8

-
  

  
  

　
　
　

  
  
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

1
2  

  
 

1
2
  

  
2

1
2
.0
0

1
4
  

  
　
　

  
  

  
  

  
  
　

(左
）

2
2
  

  
2
2
  

  
2
1
  

  
2
1
  

  
4

2
1
.5
0

0
.5
8

-
  

  
  

1
2
.

尺
骨
横
径

(右
)

-
  

  
 

1
1
  

  
1
5
  

  
2

1
3
.0
0

1
5
  

  
1
5
.

頚
垂
直
径

(右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

2
5
  

  
1

2
5
  

  
3
0
  

  
　
　

  
  
　

 (
左
)

-
  

  
 

1
4
  

  
1
5
  

  
2

1
4
.5
0

1
4
  

  
　
　

 　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

2
5
  

  
2
7
  

  
2
7
  

  
3

2
6
.3
3

1
.1
5

3
2
  

  
Ｓ

中
央
最
小
径

(右
)

-
  

  
 

1
0
  

  
1
1
  

  
2

1
0
.5
0

1
2
  

  
1
6
.

頚
矢
状
径

(右
)

2
4
  

  
-
  

  
  

-
  

  
  

2
1
  

  
2

2
2
.5
0

2
.1
2

2
5
  

  
　
　
　
　

  
  
　

 (
左
)

-
  

  
 

1
1
  

  
1
0
  

  
2

1
0
.5
0

1
2
  

  
　
　

  
  

  
　

(左
）

-
  

  
  

2
1
  

  
2
4
  

  
2
1
  

  
3

2
2
.0
0

1
.7
3

2
3
  

  
Ｌ

中
央
最
大
径

(右
)

-
  

  
 

1
3
  

  
1
5
  

  
2

1
4
.0
0

1
5
  

  
1
7
.　

頚
周

(右
)　

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

8
0
  

  
1

8
0
  

  
7
0
  

  
　
　

  
  
　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

1
4
  

  
1
6
  

  
2

1
5
.0
0

1
5
  

  
　
　
　

(左
）

-
  

  
  

7
8
  

  
8
1
  

  
7
9
  

  
3

7
9
.3
3

1
.5
3

7
1
  

  
Ｃ

中
央
周

(右
)

-
  

  
 

4
0
  

  
4
4
  

  
2

4
2
.0
0

4
9
  

  
1
8
.

頭
垂
直
径
（
右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

4
0
  

  
1

4
0
  

  
-
  

  
  

　
　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

4
4
  

  
4
3
  

  
2

4
3
.5
0

4
5
  

  
　
　

  
 　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

4
1
  

  
4
0
  

  
2

4 .
0
5
0

-
  

  
  

3
/
2

長
厚
示
数

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

1
3
.7
9

1
1
3
.7
9

-
  

  
 

1
9
.

頭
横
径

(右
)　

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

4
0
  

  
1

4
0
  

  
-
  

  
  

　
　

 　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
-
  

  
 

　
　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

4
1
  

  
4
0
  

  
2

4
0
.5
0

-
  

  
  

1
1
/
1
2

骨
体
断
面
示
数

(右
)

-
  

  
 

1
1
8
.1
8

7
3
.3
3

2
9
5
.7
6

1
0
0
.0
0

2
0
.　

頭
周

(右
)　

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

1
2
7
  

  
1

1
2
7
  

  
-
  

  
  

　
　
　

  
  

  
 　
　

 (
左
)

-
  

  
 

8
5
.7
1

8
0
.0
0

2
8
2
.8
6

1
0
0
.0
0

　
　
　

(左
）

-
  

  
  

-
  

  
  

1
3
0
  

  
-
  

  
  

1
1
3
0
  

  
-
  

  
  

S
/
L

中
央
断
面
示
数

(右
)

-
  

  
 

7
6
.9
2

7
3
.3
3

2
7
5
.1
3

8
0
.0
0

2
1
.

上
顆
幅

(右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

　
　

  
  

  
 　
　
　

 (
左
)

-
  

  
 

7
8
.5
7

6
2
.5
0

2
7
0
.5

4
8
0
.0
0

　
　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

8
/
2

長
厚
示
数

(右
)

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

2
0
.3
1

1
2
0
.3
1

-
  

  
  

　
　
　
　

 　
(左

）
-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
  

  
  

-
-
  

  
  

6
/
7

骨
体
中
央
断
面
示
数

(右
)

1
2
2
.7
3

1
2
7
.2
7

1
0
4
.1
7

1
0
0
.0
0

4
1
1
3
.5

4
1
3
.4
7

-
  

  
  

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 　
 　

(左
）
　

1
2
2
.7
3

1
1
3
.0
4

1
0
0
.0
0

1
0
0
.0
0

4
1
0
8
.9
4

1
1
.0
6

-
  

  
  

1
0
/
9
上
骨
体
断
面
示
数

(右
)

7
3
.3
3

-
  

  
  

7
5
.0
0

7
2
.4
1

3
7
3
.5
8

-
  

  
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
(左

）
7
8
.5
7

7
3
.3
3

7
5
.0
0

7
7
.7
8

4
7
6
.1
7

2
.4
3

-
  

  
  

平
均

女
性

平
均

女
性
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第５節　出土人骨

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

轟
1
3
次

1
号

人
骨

2
号

人
骨

3
号

人
骨

5
号

人
骨

2
号

人
骨

3
号

人
骨

5
号

人
骨

3
号

人
骨

5
号

人
骨

女
性

女
性

女
性

女
性

n
M

σ
女

性
女

性
女

性
n

M
女

性
女

性
1
.

脛
骨

全
長

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

3
2
2
  

  
1

3
2
2
  

  
1
.　

最
大

長
(右

)　
-
  

  
 

-
  

  
 

3
1
1
  

  
  

1
3
1
1
  

  
Ｐ

ｅ
ａ
ｒｓ

ｏ
ｎ

の
式

上
腕

骨
(右

)
-
  

  
 

1
4
9
.1

4
 

　
　

 　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

 　
(左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

1
ａ
.

脛
骨

最
大

長
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

3
2
6
  

  
1

3
2
6
  

  
2
.　

中
央

最
大

径
(右

)　
-
  

  
 

-
  

  
 

1
5
  

  
  

1
1
5
  

  
橈

骨
　

 (
右

)
-
  

  
 

1
5
4
.1

0
 

　
　

　
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

　
　

　
　

 (
左

)
1
5
  

  
1
3
  

  
1
5
  

  
  

3
1
4
.3

3
　

　
　

 　
(左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

1
ｂ
.

脛
骨

長
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

3
1
7
  

  
1

3
1
7
  

  
3
.

中
央

最
小

径
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

9
  

  
  

1
9
  

  
大

腿
骨

(右
)　

-
  

  
 

(1
4
8
.7

0
)

　
　

  
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

　
　

　
　

 (
左

)
1
0
  

  
9
  

  
9
  

  
  

3
9
.3

3
　

　
　

 　
(左

)
1
5
1
.6

2
-
  

  
 

2
.

顆
距

間
距

離
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

3
0
6
  

  
1

3
0
6
  

  
4
.

中
央

周
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

4
2
  

  
  

1
4
2
  

  
脛

骨
 　

(右
)　

-
  

  
 

1
5
0
.5

1
 

　
　

　
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

3
0
5
  

  
1

3
0
5
  

  
　

　
　

　
 (

左
)

4
3
  

  
3
7
  

  
4
2
  

  
  

3
4
0
.6

7
　

　
　

 　
(左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

8
.　

中
央

最
大

径
(右

)　
-
  

  
 

2
7
  

  
2
6
  

  
2
6
  

  
3

2
6
.3

3
4
ａ
.　

最
小

周
(右

)　
-
  

  
 

-
  

  
 

3
8
  

  
  

1
3
8
  

  
藤

井
の

式
上

腕
骨

(右
)

-
  

  
 

1
4
8
.4

2
 

　
　

　
　

　
　

　
 (

左
)

2
8
  

  
2
8
  

  
2
5
  

  
2
5
  

  
4

2
6
.5

0
1
.7

3
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

 　
(左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

8
ａ
.

栄
養

孔
位

最
大

径
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

2
8
  

  
3
0
  

  
2

2
9
.0

0
4
ｂ
.　

頚
横

径
(右

)　
-
  

  
 

-
  

  
 

1
3
  

  
  

1
1
3
  

  
橈

骨
　

 (
右

)
-
  

  
 

1
5
1
.1

7
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 (
左

)
3
1
  

  
3
2
  

  
2
7
  

  
2
9
  

  
4

2
9
.7

5
2
.2

2
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

 　
(左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

9
.

中
央

横
径

(右
)

-
  

  
 

2
0
  

  
1
8
  

  
1
7
  

  
3

1
8
.3

3
4
ｃ
.

頚
矢

状
径

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

1
1
  

  
  

1
1
1
  

  
大

腿
骨

(右
)　

-
  

  
 

(1
4
8
.4

0
)

　
　

　
 　

　
 (

左
)

1
7
  

  
2
0
  

  
1
8
  

  
1
8
  

  
4

1
8
.2

5
1
.2

6
　

　
　

 　
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

 　
(左

)
1
5
2
.2

1
-
  

  
 

9
ａ
.

栄
養

孔
位

横
径

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

1
9
  

  
1
8
  

  
2

1
8
.5

0
4
(1

).
　

上
端

幅
(右

)　
-
  

  
 

-
  

  
 

(2
3
) 

  
1

(2
3
) 

  
脛

骨
 　

(右
)　

-
  

  
 

1
4
9
.5

9
 

　
　

　
　

　
　

 　
　

 (
左

)
1
8
  

  
2
0
  

  
1
9
  

  
1
9
  

  
4

1
9
.0

0
0
.8

2
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

 　
(左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

1
0
.

骨
体

周
(右

)
-
  

  
 

7
5
  

  
7
1
  

  
7
1
  

  
3

7
2
.3

3
4
(1

ａ
).

上
端

矢
状

幅
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

　
 (

左
)

7
3
  

  
7
6
  

  
6
9
  

  
7
0
  

  
4

7
2
.0

0
3
.1

6
　

　
  

  
  

　
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
1
0
ａ
.

栄
養

孔
位

周
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

7
7
  

  
7
7
  

  
2

7
7
.0

0
4
(2

).
　

下
端

幅
(右

)　
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
　

　
　

　
　

　
　

 (
左

)
8
0
  

  
8
2
  

  
7
5
  

  
7
9
  

  
4

7
9
.0

0
2
.9

4
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
1
0
ｂ
.

最
小

周
(右

)
6
5
  

  
6
5
  

  
6
4
  

  
6
5
  

  
4

6
4
.7

5
0
.5

0
4
(2

ａ
).

下
端

矢
状

幅
(右

)
-
  

  
 

-
  

  
 

2
3
  

  
1

2
3
  

  
　

　
　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

6
4
  

  
6
1
  

  
2

6
2
.5

0
　

　
  

  
  

　
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
9
/
8
.

中
央

断
面

示
数

(右
)

-
  

  
 

7
4
.0

7
6
9
.2

3
6
5
.3

8
3

6
9
.5

6
3
/
2
　

中
央

断
面

示
数

(右
)　

-
  

  
 

-
  

  
 

6
0
.0

0
1

6
0
.0

0
　

　
　

  
  

 　
　

　
 (

左
)

6
0
.7

1
7
1
.4

3
7
2
.0

0
7
2
.0

0
4

6
9
.0

4
5
.5

5
　

　
  

  
  

  
  

  
  

(左
)

6
6
.6

7
6
9
.2

3
6
0
.0

0
3

6
5
.3

0
9
ａ
/
8
ａ
　

栄
養

孔
位

断
面

示
数

(右
)　

-
  

  
 

-
  

  
 

6
7
.8

6
6
0
.0

0
2

6
3
.9

3
4
ａ
/
1
　

長
厚

示
数

(右
)　

-
  

  
 

-
  

  
 

1
2
.2

2
1

1
2
.2

2
　

　
　

  
  

  
　

　
　

　
　

　
 (

左
)

5
8
.0

6
6
2
.5

0
7
0
.3

7
6
5
.5

2
4

6
4
.1

1
5
.1

7
　

  
  

 　
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
1
0
ｂ
/
1

長
厚

示
数

(右
)

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

2
0
.1

9
1

2
0
.1

9
　

　
　

　
 　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-
  

  
 

-

表
2
1
  

膝
蓋

骨
(女

性
、

㎜
）
（
Ｐ

ａ
ｔｅ

ｌｌ
ａ
）

轟
1
3
次

轟
1
3
次

1
号

人
骨

5
号

人
骨

女
性

女
性

1
.

最
大

高
(右

)
-
  

  
 

3
9
  

  
 

　
　

　
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

2
.

最
大

幅
(右

)
-
  

  
 

(4
1
) 

  
 

　
　

　
　

 (
左

)
3
8
  

  
-
  

  
 

3
.

最
大

厚
(右

)
-
  

  
 

1
9
  

  
 

　
　

　
　

 (
左

)
1
8
  

  
-
  

  
 

4
.

関
節

面
高

(右
)

-
  

  
 

2
9
  

  
 

　
　

　
 　

　
 (

左
)

-
  

  
 

-
  

  
 

5
.

内
関

節
面

幅
(右

)
-
  

  
 

1
8
  

  
 

　
　

　
　

  
  

  
 (

左
)

1
8
  

  
-
  

  
 

6
.

外
関

節
面

幅
(右

)
-
  

  
 

2
3
  

  
 

　
　

　
  

  
  

　
 (

左
)

2
3
  

  
-
  

  
 

1
/
2

膝
蓋

骨
高

幅
示

数
(右

)
-
  

  
 

(9
5
.1

2
)

　
　

  
  

  
  

  
　

　
　

 (
左

)
-
  

  
 

-
  

  
 

表
2
0
　

腓
骨

(女
性

、
㎜

）
（
Ｆ

ｉｂ
ｕ

ｌａ
）

平
均

女
性

表
2
2
  

推
定

身
長

値
（
女

性
、

㎝
）
（
E
st

im
at

e
d
 Ｓ

表
1
9
　

脛
骨

(女
性

、
㎜

）
（
Ｔ

ｉｂ
ｉａ

）
平

均
女

性



− 271 −

第4章　貝塚中心部の調査

(
F
i
g
.
2
-
1
 
R
e
g
i
o
n
s
 
o
f
 
P
r
e
s
e
r
v
a
s
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
s
k
e
l
e
t
o
n
.
 
S
h
a
d
e
d
 
a
r
e
a
s
 
a
r
e
 
p
r
e
s
e
r
v
e
d
.
)

図
２
　
人
骨
の
残
存
図

(
ア
ミ
か
け
部
分

)

轟
貝
塚
・
１
号
人
骨

（
女
性
・
熟
年
）

轟
貝
塚
・
２
号
人
骨

（
女
性
・
壮
年
）

轟
貝
塚
・
３
号
人
骨

（
女
性
・
壮
年
）

轟
貝
塚
・
４
号
人
骨

（
男
性
・
壮
年
）

轟
貝
塚
・
５
号
人
骨

（
女
性
・
熟
年
）



− 272 −

頭蓋上面 (Superior view of the skull) 頭蓋正面 (Frontal view of the skull)

頭蓋側面 (Lateral view of the skull)

轟貝塚　1号人骨 (女性・熟年 )

( The skeleton No.1 from the Todoroki shell mound,mature female )

第５節　出土人骨
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下顎骨正面 (Frontal view of the mandible)

轟貝塚　４号人骨 (男性・壮年 )

( The skeleton No.4 from the Todoroki shell mound,young adult male )

下顎骨上面 (Superior view of the mandible)

第５節　出土人骨
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四肢骨 (The limb bones)

轟貝塚　４号人骨 (男性・壮年 )

( The skeleton No.4 from the Todoroki shell mound,young adult male )
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頭蓋上面 (Superior view of the skull) 頭蓋正面 (Frontal view of the skull)

頭蓋側面 (Lateral view of the skull)

轟貝塚　５号人骨 (女性・熟年 )

( The skeleton No.5 from the Todoroki shell mound,mature female )

第５節　出土人骨
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轟貝塚　５号人骨 (女性・熟年 )

( The skeleton No.5 from the Todoroki shell mound,mature female )

下顎骨上面 (Superior view of the mandible)

歯 (The teeth)

第５節　出土人骨
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外耳道骨腫 (左 )(The aural exostosis，left)

轟貝塚　５号人骨 (女性・熟年 )

( The skeleton No.5 from the Todoroki shell mound,mature female )

外耳道骨腫 (右 )(The aural exostosis，right)




